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第 1章 問題 と目的
第 1節 知的障害者の地域生活の実態
近年,わが国における知的障害者 を取 り巻 く状況は,新たな法律 0制
度・制定に始ま り地域における人的な整備 に至 るまで急速に変化 しつつ
ある 1)。 障害者基本法 (2011)2)において,「全て障害者は,可能 な限
り,どこで誰 と生活す るかについての選択の機会が確保 され,地域社会
において他の人々と共生することが妨げ られないこと」 と提起 された。
障害者 白書 (2013)3)の調査によると,在宅の知的障害 (児)者は ,
41.9万人 とされてお り,年々 増力日の傾 向がある。また,住まいの形態
としては,従来の入所施設か親元か といつた二者択一ではな く,グルー
プホームやケアホーム,単身生活 といつた多様な生活の場の広が りがみ
られ るよ うになつている。このように,知的障害者が地域社会で暮 らす
ことは広ま りつつある。
しか し,きょうされん (2012)4)「障害のある人 の地域生活実態調
査最終報告」によると収入によつて,暮らしに差があることが明 らかに
なった。収入 と「休 日の過 ごし方」「休 日誰 と過 ごしているか」の関係
か ら,収入の増加に伴い 「趣味」「友達 と過 ごす」 と答 える人の割合が
増加 している。収入が増えるに従って,家族に支えて もらい,自らの選
択による生活,他の人々とも関わ りなが らの生活への広が りがみ られる。
逆に収入が低いほど,親と過 ごす時間が増え,交友関係が狭 まっている
とい う結果が明 らかになった。また,最終学歴は,最も多いのが特別支
援学校高等部,次に通常の中学校,高等学校の順 となってお り,後期中
等教育を受ける機会が極めて少ないことが明らかになつた。
施設か ら地域へ とい う流れの中で矢目的障害者の暮 らしの向上は,グル
ープホームやケアホーム・入所施設 0家族同居 など場の問題 として語 ら
れがちである。しか し,地域生活 を考えてい くうえで住まいの形態だけ
でなく休 日,つま り余暇の過 ごし方にも目を向けてい くことが求められ
ているといえる。武蔵・水内 (2009)5)は,知的障害者の生活の質を
向上 させ る点か らも,生涯にわたる学習 0余暇支援,特に地域参加 と余
暇活用に関する支援が求められていると指摘 している。
現代社会において人の生活は,仕事 と生活によつて成 り立っている。
この 2つの要素を両立 させ ること,つま り仕事 と生活の「ワーク・ライ
フ・バ ランス」の重要性がいわれている。ワーク・ライフ・バランスと
は,①就労による経済的 自立が可能な社会,②健康で豊かな生活のため
の時間が確保できる社会,③多様な働 き方 0生き方が選択できる社会で
ある6)。 このことは,障害者にとつての余暇や就労にも通 じることであ
る。赤松 (2010)7)は,障害の重い人の就労の意義について,①収入
を得 る,②自分 らしさの追求や 自己実現をする,③働 くことを通 じて他
者 とつなが り,社会 とつながることができるとい う3点を述べている。
また,余暇は生活の幅を広げるとい う意味で,知的障害者に とつて非常
に重要な意義を持つているといえる8)
以上のことか ら,知的障害者の地域生活を考える うえで,就労支援・
自立支援の果たす役割は非常に重要な要素である。しかし,その人の生
活の質 (QOL)を考えてい くうえで,場の支援や個人の能力 を高めるだ
けでな く,学習・余暇支援 といつた部分にも目を向けていかなければな
らないことが今までの調査や報告か ら示唆 され る。
第 2節 青年期における余暇活動の意義
昨今の傾 向は,知的障害者の自立に向けた就労支援が先行 し,特別支
援学校の教育も職業教育への取 り組みを強めている。学齢期終了後の就
労は障害のある人 もない人 も同様であ り,およそ人生の半分以上の時間
を社会人 として過 ごしている。社会人の生活時間を考えると 1日24時
間の うち労働時間が 8時間であ り,それ以外は睡眠や生活・余暇 として ,
それぞれ 自分の置かれている環境や状態等に合わせ た過 ごし方が求め
られている 9)。
就労 と余暇 (学び)の考え方 として宮本・大野 (1996)1°)は,余
暇は,労働・仕事 0作業等 と対立す るものであるが,人間が生きていく
うえで,働く側面 と余暇の側面があ り,これ らをどのようにバランスよ
く調和 させてい くのかが大切な問題 となつて くる。また,青年期の学び
は,自分を解放できる場・集団・機会 というた意義があ り,安心 して話
し合い支える仲間の存在,信頼関係が仲間の中で影響力・育 ち合いの力
となっている。また,働く青年に とつては毎 日の困難 な生活 を乗 り越え
るバネ,心の支えとなる取 り組みにな り,在宅者にとっては,日常生活
に広が りと活力を与える契機 となると述べている11)`
このょ ぅに,余暇 と労働は,対立す るものとして捉 えられがちだが ,
充実 した余暇は,明日の生活(仕事)の活動源につながってい くと考えら
れる。余暇活動の充実を図るためには,単に外出できるよ うに環境整備
を行 うだけでなく,知的障害者 自身の興味 0関心を広げることができる
ように活動を充実 させ ることが重要である12)。従つて,余暇の選択肢
の幅を広げるとともに,知的障害者 自身が自ら余暇を楽 しむ力を身に付
けるための学習の機会が求められているといえる。
第 3節 高等部卒業後の学習を支 える機 関
従来か ら,高等部卒業後の学習を支える機関 として,障害者青年学級 ,
専攻科,大学の組織 として行われ るオープンカ レッジ等,様々 な実践が
報告 されている。第 3節では,青年期の障害者の学習 を支 える機 関につ
いて示 してい く。
(1)障害者青年学級
日本で最初の障害者青年学級は,1964年東京都墨 田区の 「すみだ教
室」である。設立当初の 目的 として,心身学級の卒業生 (在宅の知的障
害者)のアフターケアを目的に行われた 13)。障害者青年学級の取 り組
みは,知的障害者が卒業後に学ぶ貴重な学習機会の場 として現代 に受け
継がれている。障害者青年学級の主催者は,市区町村の教育委員会 0社
会福祉協議会・手をつなぐ育成会など様々14)でぁ り,活動内容 も多様
である。
(2)専攻科 (知的障害者 )
日本で最初の専攻科(知的障害)は,1969年いずみ養護学校に専攻科
が設置 された。専攻科が設立 された背景 として,人間関係や社会性を身
につけて巣立ってい くためには,高等部 3年間はあま りにも短い。その
ような窮屈ななかで,無理や りに就職 させてみたものの,結局 うまくい
かなかった とい う例は多い。また,親や教師にあてがわれるのではなく ,
自分の人生は自分で決め,主体的に生きていけるような力を身に付ける
には,もう少 しの教育期間が必要である15)とぃ ぅ理念のもと設立され
た。1表 1‐1は,現在の専攻科の設置状況である。
表 1‐1専攻 科 の 設 置 状 況 16)
特別支援学校名 所在地 設 置年 度
私 立 いず み養護 学校 宮城 県 1969年
私 立 光の村養護学校土佐 自然学園 高知 県 1975年
私 立 旭出特別支援学校 東京都 1981左「
私 立 聖坂養護学校 神奈 川 県 1985年
NPO法人 見晴 台 学 園 愛知 県 1990年
私 立 若葉養護学校 群馬 県 1994年
私 立 特別支援学校聖母の家学園 二重 県 1995年
私 立 三愛学舎特別支援学校 岩 手 県 1996年
私 立 鹿児島城西高校 鹿児 島県 1999年
国 立 鳥取 大 学 附属特別 支援 学校 鳥取 県 2006年
私 立 光の村養護学校秩父 自然学園 埼 玉 県 2008年
(3)オープンカ レッジ
オープンカ レッジとは,大学職員・学生ボランティアなどの大学資源
を活用 し,生涯学習を支援する取 り組みのことを指す 17)。ォ_プンカ
レッジの起源は,養護学校の卒業生のニーズに対応できる継続教育 。障
害のある人の自己理解 と社会参加 を目的に,1995年度に東京学芸大学
で知的障害者を対象に「自分を知 り,社会を学ぶ」公開講座 の実践を開
講 したのがは じま りである18)。その後,1998年に大阪府立大学,1999
年に武庫川女子大学,2000年に桃山学院大学など,様々 な大学 を中心
にオープンカ レッジが開催 されている19)。オープンカレッジの運営理
念 として,①知的障害者の人権 (教育を受ける権利),②知的障害者の
変化 (発達)の可能性の保障,③地域社会に対する大学の貢献20)の3
点を掲げている。
(4)自立訓練 (生活訓練)事業を活用 した学びの場
自立副1練 (生活訓練)とは,「自立 した地域生活ができるよう生活能
力の維持向上のためのサー ビス」21)と記 されている。上述の自立訓練
(生活訓練)事業を活用 した最初の学びの場が,2008年4月,和歌山
県 田辺市に『 たなかの社・フォ レスクール』が開設 された。開設 された
背景 として小畑(2011)22)は,専攻科設置を求める運動が各地で行われ
ているが,現状 として全国で 9校しか設置 されていない。また,「オー
プンカ レッジ」「大学公開講座」の取 り組みも広がってい るが,大学の
ある都市部に偏っている。自立訓練 (生活訓練)事業 を活用 した学びの
場の取 り組みは,そうした中での緊急対策 として学ぶ機会 を作 り出す取
組みであるといえる。表 1‐2は,現在の 自立訓練(生活訓練)事業 を活用
した学びの場の設置状況である。
表 1‐2自立 訓練 事 業 を活 用 した学 び の場 の設 置状 況 23)
2008年和歌山 ふたば福社会たなかの社 「フォ レスクール」
2009年和歌山 社会福祉法人一麦会はぐるま共同作業所 「結い」
2010`手和歌 山 きの か わ福社 会 きのか わ共 同作 業所 「シ ャイ ン」
2010年和 歌 山 ひ まわ り福社 会 ひ ま わ り作業所 「ラ ?ポル テ 」
2011年岡 山 NPO法人 か がや きの社 「ジ ョイ」
2011年兵 庫 株 式会社 「エ コー ルKOBE」
2011年北海 道 財 団法人 「チ ャ レンジキ ャ ンパ ス さっぽ ろ」
2011年和歌 山 社 会福 祉 法 人熊 野 緑 会 な ぎの き作業所 「ステ ップ」
2011年京都  社会福祉法人与謝の福社会すまいる 「きらり」
2012年大阪  NPO法人大阪障害者支援センター 「ぽぽろスクエア」
2012年京 都 NPO法人 「プ エ ル タ」
2012年福岡 株式会社パー トナー来夢 「カレッジ福岡」
2012`手和歌山 社会福祉法人 「一峰会」あすなろ作業所 「ステ ップ」
2012年岡 山 発達障害児学習塾開設
2013年奈良 一般社団法人みや こいち福社会 「ジョイアススクールつなぎ」
2013年長崎  株 式会 社 パ ー トナ ー 来夢 「カ レ ッジな が さき」
第 4節 自立訓練 (生活訓練)事業を活用 した学びの場の設立背景
憲法第 26条「すべて国民は,法律の定めるところによ り,その能力
に応 じて,ひとしく教育を受ける権利 を有す る」,1947年・教育基本法
第 3条「すべて国民は,ひとしく,その能力に応ず る教育を受ける機会
を与え られなければならない」と教育権の無差別平等を定めてい る。ま
た,障害のある場合 「就学スル コ ト能ハズ」(小学校令第 33条)と就学
免除に してきた戦前に比べ,戦後の新学制が盲・聾・養護学校を制度化
し,障害のある子 どもを義務教育にしたのは画期的であった。盲・聾学
校は 1948年度か ら学年進行で実施 されたが,養護学校はその後 32年
にわたって義務制の実施が延期 された 24)。その後 1979年4月養護学
校義務制が完全実施 され,障害のあるすべての子 どもに権利 としての教
育が,国の責任 において例外なく保障 されるようになった。養護学校義
務制を皮切 りに,高等部希望者全入運動,訪問教育の充実や高等部訪問
教育の実施,乳幼児期の療育・保育,放課後・地域生活の保障に関する
運動が進められてきた 25)。
そ していま,大学全入 と言われ る時代が到来 し,高等部卒業後 の進路
問題が浮上 している。知的障害者 の高等部卒業後における学びの場が必
要であ り,それ らを求める運動が各地で行われてい る。しか し,高等部
卒業後の現状 として,多くの知的障害者には就労 (福祉就労)か福祉施
設の二者択一の選択肢 しか用意 されてお らず,高等部卒業後の進路保障
が課題である。知的障害者の生活全般に 目を向け,生活の質の向上 とい
った視点か らの学びの場の保障が求められている。そ うした中で,和歌
山県で始まった 自立訓練 (生活訓練)事業の学びの場の取 り組みは,な
にごとも意欲的・積極的に自信 をもつて取 り組める 「自立 した社会人」
を育てるために,2年間の 自立訓練事業を通 じて,地域生活や就労移行
につなげる26)ための活動を展開 している。
第 5節 研究の 目的
多 くの知的障害者の生活は,労働 を軸に生活が営まれているが,就労
現場 の実態 として職業不適応やス トレスによ り離職や退職 に至 って し
ま うケースが多い ことが問題視 されている。知和 ら (2010)27)は,
就労を実現するだけでなく就労を継続 し,定着 させていくためには,「知
的障害者の就労後の生活をいかに充実 させてい くか」の支援が求 められ
ていると述べている。第 2節でみたように,余暇は独立 して生活 を構成
する要素であ り,労働 とのバランスにおいて活動源の再生に寄与する重
要な役割を担っているといえ,余暇活動を充実 させ ることが知的障害者
の生活の質の向上につながってい くと考えられ る。また郷 間 0藤川 0所
(2007)28)は,知的障害者 自身 も余暇活動 についての知識を得,具
体的な余暇の過 ごし方を学習す る,レジャーエデュケーシ ョンの必要性
を指摘 している。
従来か ら,知的障害者の学校卒業後の学習を支える柱 として,障害者
青年学級・専攻科・オープンカ レッジが設置 されてきた。そ して,最近
では,新しい取 り組み として「自立訓練 (生活訓練)事業 を活用 した学
びの場」が立ち上げられている。しか し,新しく取 り組まれてい る自立
訓練 (生活訓練)事業を活用 した学びの場に関する実態調査や報告はほ
とんど行われていない。
そこで本研究では,新しく取 り組まれている自立訓練 (生活訓練)事
業を活用 した学びの場の活動実態の調査を通 じて,障害者 の生活 の向上
にどのような変化を与えているのかについて検討 し,自立訓練 (生活訓
練)事業を活用 した学びの場の意義 と今後の課題を明 らかにする。さら
に,障害者の高等部卒業後の学び (余暇)の在 り方について考察 を深め
る。
第2章 調査 1:質問紙調査
第 1節 目的
現在,知的障害者の学びの場や支援方法に関する研究は多く行われているが,
新しく取り組まれている自立訓練 (生活訓練)事業を活用した学びの場に関す
る実態調査や報告はあまりおこなわれていない。そこで調査 1として自立訓練
(生活訓練)事業を活用した学びの場において,どのような取り組みが行われ
ているのか,内容や方法について把握することを目的に質問紙調査を行う。
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第2節 方法
1.調査対象
2013年8月現在,自立訓練 (生活訓練)事業を活用した学びの場を提供して
いる全国の事業所 15施設 (悉皆調査)を調査対象とした。
2.調査期間
2013年8月である。
3.調査方法
郵送による配布・回収にて質問紙調査を実施した。
4.質問項目の作成
自立訓練 (生活訓練)事業を活用した学びの場の職員に助言を得て質問項目
を作成した。
5.質問項目
質問項目は,「事業所の概要について」「利用者について」「取り組まれている
内容について」「事業所の課題について」の4区分,全20項目である。また,
質問項目の区分と項目を表 2-1に示し,実際に使用した質問紙は巻末の資料に
添付した。
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表 2‐1 質問項目
I.事業所の概要についてお尋ねします。
問 1あなたの事業所は,何年に開所されましたか。
問2事業所を立ち上げられた動機について記入 して下さい。
問3職員の人数を記入 して下さい。
問 4職員の方が取得 されている資格についてお聞きします。該当するものを
全て選んで下さい。
問5あなたの施設で利用者の方に身につけさせたい力についてお尋ねします
。重要 と思われるものを3つまで選んで下さい。
問6あなたの事業所の在籍年数は何年制ですか。該当するものを 1つ選んで
下さい。
問7差支えなければ,利用者の方が負担する費用がありましたら記入して下
さい。
(個人負担額が条件により段階がある場合は基準も記入して下さい)
Ⅱ。利用者の方のことについてお尋ねします。
問1在籍しておられる方は,何人ですか。
問2在籍しておられる方の年齢について記入して下さい。
問3利用者の方の障害種について該当する人数を記入して下さい。
(重複していてもかまいません)
問 4利用者の方々が受けてお られる療育手帳・身体障害者手帳の等級につい
て記入 して下さい。
5入学前(入所前)と入学後(入所後)において,利用者の方の心理面・行動面
の変化についてお尋ねします。特に変化 したと思われるものを 3つまで
選んで下さい。
問
問6利用者の方が自己選択・自己決定できる範囲(内容)は,どのように決めて
いますか。(例)外出の範囲や費用等で決めている
Ⅲ.取り組まれている内容についてお聞きします。
問 1講座内容についてお聞きします。該当するものを全て選んで下さい。
問 2講座の実施者についてお尋ねします。頻度の高い順に番号をご記入下さ
い 。
問3卒業後の進路についてお聞きします。多い順に番号をご記入下さい。
間 4卒業後のフォローアップについてお尋ね します。実施 されている場合 ,
どのように実施 されているでしょうか。実施されていない場合でも今後
取 り組むご予定やお考えがありましたらご記入下さい。
Ⅳあなたの事業所の課題についてお聞きします。
問 1困難な点についてお聞きします。該当するものを3つまで選んで下さい。
問 2職員の方の備えるべき資質や能力についてどのように考えてお られます
か 。
問3最後に,障害者の学びの場の社会的意義に関して何かご意見がありまし
たら,お書き下さい。
第3節 結果
1.回収結果
配布数は15通,回収数は15通であつた (回収率 100%)。註1)
2.事業所の概要について
(1)事業所の開所時期
事業所の開所時期について尋ねた結果を図 2‐1に示した。2006年に最初の事
業所が立ち上げられており,2008年以降から徐々に事業所の数が増カロしている。
2006年から2013年までに全国に15施設が設立されている。
20064■  2008有■  20094「  2010勺「  2011左「   2012有
■  2013年
図 2‐1 事業所の開所時期
註 1)実際に配布したのは 16施設だつたが,1施設が2013年開所予定だったも
のが開所されていなかったため,ここでは実質的な数値を採用した。
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(2)事業所を立ち上げた動機 (自由記述)
事業所を立ち上げた動機 (自由記述)について,尋ねた結果を表2-2に示す。
自立訓練 (生活訓練)事業を活用した学びの場が立ち上げた背景として,C「支
援学校を卒業した青年たちの進路選択の受け皿が少ない」G「就職か福祉就労
しなかない」H「特別支援学校卒業後に進学という選択肢がない」といった高
等部卒業後の進路の問題点が浮き彫りになつた。また,A「地域のニーズに応
えるため」B「教育でむずかしければ,福祉で,専攻科のようなプログラムが
できないだろうか」C「法人内で就労支援や生活支援などを行う中で必要性を
感じたため」E「保護者さんたちからの要望で作った」G「我が子にもつと勉強
させたい」K「青年期の学びの場 (多様な経験,ゆつくりした移行)が必要と
感じたため」0「カレッジはその中でも全く新しいニーズ対応となる」といつ
た本人や保護者からの強い要望があったといえる。
また,自立訓1練 (生活訓練)事業の取り組みでは,B「2年間でいろんな経験
をつみ,ステップアップして社会へつなげていく」D「学ぶ機会をもつと保障
したい」I「『もう少し学びたい』願いや,2年後に一般就労にチャレンジした
い願いが実現できる場。余暇活動を楽しんだり,自分と向き合うことを仲間と
共に体験させてやりたい」J「『学校から社会へ』『子どもから大人へ』と移行す
る青年期を,もつとゆつくりじつくり仲間の中で学び 0生活する期間が必要」
L「しょうがいを持つている方にも 学｀び″という選択を提供したい」といっ
た記述から青年期の学びの場を保障するために立ち上げられたと考えられる。
13
表 2…2 事業所を立ち上げた動機
A 地域のニーズに応えるため,不足 しているサニビスを実現させるため。
B ○県に専攻科がほしい,と熱望し,活動されていた支援学校のPTA会長が,
教育でむずかしければ,福祉で,専攻科のようなプログラムができないだ
ろうか, と法人にもちかけたのがはじまりでした。教育ではないが,学校
はできないが, 自立訓練事業を使つて2年間でいろんな経験をつみ,ステ
ップアップして社会へつなげていくことを目的としました。
C 支援学校を卒業した青年たちの進路の選択する受け皿が少ないこと,そん
な状況と法人内で就労支援や生活支援などを行う中で必要性を感じたた
め。
D 学ぶ機会をもつと保障したい。青年期の充実した生活を送るためには, 2
年ないし,4年は自分と向き合える期間が必要である。
E 保護者 (日中一時支援に参加 していた保護者 さんたちからの要望で作った。
F (作業所設立)地域に障害者の人達が仕事をする場がlヶ所もなかった為,
当時の保護者達が立ち上げた。
G 知的障がいを持つた我子のもつと勉強したい,(大学生になりたい)という
「ねがい」に親達が高等部卒業後の進路が就職か福祉的就労の選択しかな
い現状に第3の選択肢として「学びの作業所」を立ち上げた。
H 知的障害,発達障害の青年たちにとつて特別支援学校卒業後に進学という
選択肢がない。学びの場がないという現実を変えたいということです。和
歌山で始まった自立訓練事業を利用しての学びの場を参考に都市部の特徴
を生かした「専攻科」を作りたいと考えたからです。
?
? 高等部卒業後,「もう少し学びたい」願いや,卒業時点では就労はむずかし
いが,後2年後に一般就労にチャレンジしたい願いが実現できる場を保障
したい。青年らしい余暇活動を楽しんだり,自分と向き合うことを仲間と
共に体験させてやりたいとの思いで立ち上げました。
J 卒後の不登校 0在宅経験のある青年の相談や居場所 (青年学級)づくりの
とりくみを通して,「学校から社会へ」「子どもから大人へ」と移行する青
年期を,もっとゆつくりじつくり仲間の中で学び 0生活する期間が必要と
考え,福祉事業を活用した学びの場の設立に至った。
K 青年期の学びの場 (多様な経験,ゆっくりした移行)が必要と感じたため。
L しょうがいを持つている方にも 学｀び〃という選択を提供したいと考えて
います。
M (地名)にお住まいの障がいのある方の,特別支援学校卒業後の進路の現
状,問題点を,自立支援協議会のプロジェクト会議で検討しました。
N な し
0 H24年に 「L施設」設置。社会福祉法人0福社会は以前より,地域の方々
のニーズに応えるべ く様々な福祉事業に取 り組んできたが,カレッジはそ
の中でも全 く新 しいニーズ対応 となる。全国の特別支援学校高等部卒業生
がどこで暮 らしていても「学びの場」の選択が可能になるように,未だ専
攻科がない九州各県や関東地方などにカ レッジを設置 したい。将来的には
学校法人を得て高等部 3年間と専攻科 2年の5年間一貫の私立特別支援学
校の設立を目標の1つとしている。
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(3)職員の人数
職員の人数 (常勤・非常勤)について,尋ねた結果を表 2‐3に示した。常勤
は,最も少ないところで1名,多いところで14名であつた。非常勤は,最も
少ないところで0名,多いところで13名と各施設で職員の人数に大きな差が
あり,常勤で勤務している職員が多い。
表 2‐3 常勤・非常勤
(4)職員の資格(複数回答)
施設の職員が取得している資格 (複数回答)について,尋ねた結果を図 2‐2
に示した。1施設を除き14施設が「教員免許」を取得した職員が配置されてい
た。次に,「介護福祉士」が6施設,「社会福祉士」「精神保健福祉士」が3施設 ,
「看護師」が2施設の順であつた。臨床心理士を取得している職員はいなかっ
た。その他の資格では,「サービス管理責任者」「ヘルパー」「児童指導員」「認
定心理士」が1施設,「保育士」「社会福祉主事任用資格」が2施設であつた。
教員免許
介護福祉士
社会福祉士
精神保健福祉士
看護師
臨床心理士
その他
14施設
3施設
3施設
図2-2 職員の資格
A B C D E F G H I J K L M N 0 計
常勤 10 4 2 2 2 144 10 2 5 3 7 1 2 3 71
非常勤 10 1 3 8 131 1 3 7 1 2 50
計 20 5 2 5 10275 10 3 8 10 7 2 4 3 121
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(5)利用者の方に身につけさせたい力(3つ選択)
利用者の方に身につけさせたい力(3つ選択)について,尋ねた結果を図 2‐3に
示した。なお,全ての項目を選択した2施設は,無回答とした。身に付けさせ
たい力では,「生活の基礎をつくる」(健康管理,食生活,セルフケア,時間管
理,安全・危機管理等)「自分らしく生きる」(自己認識,障害理解,コミュニ
ケーション,男女交際等)「社会参加する」(情報,外出,働く,余暇,社会参
加等)を選択した施設が最も多く10施設であつた。次いで「自分の生活をつく
る」(金銭管理,住居,掃除・整理,買い物,衣類管理等)が5施設,「自分の
権利を活かす」(福祉制度,施設サービス,地域サービス,権利擁護等)が1
施設であつた。その他の意見では,「話し合い (話し上手,聞き上手,コミュニ
ケーションスキル)」「2年間という短い期間です。ひとりひとりのつけたい力
があるので本人と話し合いながら支援しています。いろんな経験を通して自信
をつけて生き抜く力をつけたいと支援しています。」という記述があつた。
生活の基礎をうくる
自分らしく生きる
社会参加する
自分の生活をつくる
自分の権利を活かす
10施設
10施設
10施設
その他
図 2‐3利用者の方に身に付けさせたい力
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(6)事業所の在籍年数
在籍年数について,尋ねた結果を図 2‐4に示した。在籍年数では,「2年制」
が12施設で最も多く,「4年制」が2施設であつた。しかし,在籍年数2年制
を選択した12施設のうち5施設が「希望するだけ」「(地名)ならではの就労
移行支援事業(4年間)自立訓練2年十就労移行2年の前半を担う」「例外で3年
目の人もいる」「市長が認めれば3年間」「2～3年(どちらも可)」 という記述
があつた。
12施設
2年制     4年制
図 2‐4 在籍年数
(7)費用 (自由記述)
利用者の方が負担する費用 (自由記述)について,尋ねた結果を表 2‐4に示
した。利用者が負担する費用は,「食費」「活動費」「交通費」「その他」であり,
活動を行う際に必要となる諸経費を負担している。
食費の内訳は,B・I・M「給食代230円」COF「給食費」H「昼食代 (弁当)」
K「食費」L「食費 lヶ月6千円程度」であつた。
活動費の内訳は,B「教材・レク代・合宿代月 2000」D「活動費, レクの実
費」F「社会体験に伴う実費,調理実習,材料費,生け花代」G「日用品費,教
材費 (調理食材, 陶芸粘土)」 H「旅行積立金5000円,調理実習費実費,キャ
ンプ費実費,選択講義の費用 (外部講師,材料費)2500円,部活動 (サッカー
音6)(部員のみ)2000円」I「旅行積立金, 1か月3000円,臨時集金 (合宿実
費, レクリエーション実費)」 J「水光熱費50円,教材費 100円)1日利用ご
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とに,修学旅行積立金月3000円」K「個人専用教材」L「行事費 (lヶ月4千
円程度)」 M「調理,外出,教材等に関わる費用3000円/月程度」N「プログ
ラム実費,旅行積立金」0「行事余暇等に掛かる実費2000円～5000円/月」
であつた。
交通費の内訳は,D「交通費」G「外出時の職員の交通費」であった。
その他ではD「後援会費」E「1000o円」H「自治会費800円」M「自立訓
練事業の利用負担6000円/日の1割」であった。
表 2‐4 利用者が負担する費用
A 給食費 1回 (食)200円
飲料物 持参
他日常的にはなし
B 利用料は¥0ですが,給食代が 1食につき¥230で食べた回数です。他は,
B支援会費 (教材や レク代,合宿代等,活動の必要なお金をここから使用)
月¥2000です。
C ・給食費
・その都度実費を頂いています。
D 後援会費
活動費
交通費
その他レク等の実費
E 10000円
F 自立訓練利用者
0給食費
・活動諸費用 (社会体験に伴う実費,調理実習,材料費,生け花代 etc。
G ・日用品費
・教材費 (調理食材, 陶芸粘土など)
・外出時の職員の交通費など
月額平均3000円～4000円
H 実費負担のみ
・自治会費800円
0旅行積立金5000円
0調理実習費実費
0キャンプ費実費
0選択講義の費用 (外部講師,材料費)2500
0昼食代 (弁当注文した場合)実費
0部活動 (サッカー部)(音5員のみ)2000円
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I 昼食代 (1日230円,利用実数を負担)
旅行積立金 1か月3000円
臨時集金 (合宿実費, レクリエーション実費)
J 。水光熱費50円,
0修学旅行積立金
教材費 100円)1日利用ごとに
月 3000円
K 食費
個人専用教材
L 行事費 (lヶ月4千円程度)
食費 (lヶ月6千円程度)
M 法に基づき,自立訓練事業の利用負担がある。およそ6000円/日の 1
害J
給食費230円/1食(減免により230円)
調理,外出,教材等に関わる費用 3000円/月程度
N プログラム実費
旅行積立金
0 ・行事,余暇等に掛かる実費。2000円～5000円/月
3.利用者について
(1)在籍数
在籍者の人数について,尋ねた結果を表 2‐5に示した。在籍者は,最も少な
いところで4名,多いところで32名と各施設によつて在籍者の人数に差があ
つた。また,男女で比べると,男性の利用者の方が多かった。´
表 2‐5在籍者の人数
A B C D E F G H I 」 K L M N 0 計
男 8 7 3 13 6 1 4 21 6 16 12 10 4 2 5 118
女 3 9 3 3 2 3 7 11 5 8 4 4 3 65
計 11 16 6 16 8 4 11 32 11 24 16 14 4 5 5 183
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(2)在籍者の年齢
在籍者の年齢について,尋ねた結果を表 2‐6に示した。在籍者は,10代から
20代の利用者が多く,30代の利用者が在籍している施設は4施設であつた。
今回の調査では,30代以上の利用者は在籍していなかつた。その他の記入欄に
は,B「2年ロメンバーは,2014年3月末までに全員20歳になります。全て
高等部新卒者です。1年目:5人,2年目:11人」という記述があった。
(3)障害種
在籍者の障害種について,尋ねた結果を表 2‐7に示した。障害種では「知的
障害者」は,全ての施設に在籍していた。次に,「発達障害者」が13施設,「精
神障害者」が4施設,「視覚障害者」が1施設,「聴覚障害者」が0施設であつ
た。その他の記述では,「腎臓疾患」,B施設の発達障害者の5人は自閉症,J
施設の精神障害者の1人は,精神障害者手帳2級という記述があった。
表 2‐6在籍者の年齢
A B C D E F G H
?
? J K L M N 0 計
10代2 5 3 13 3 1 7 27 4 149 11 3 1 4 107
20イt 8 11 3 3 5 2 4 5 7 9 7 3 1 2 1 71
30代3 ?? 1 2 7
計 13 166 16 8 4 11 32 11 24 16 14 4 5 5 185
表 2‐7在籍者の障害種 (重複可)
A B C D E F G H
?
? J K L M N 0 計
視覚障害
?
? 1
聴覚障害 0
肢体不自由 1 3 2 1 8
知的障害 7 16 5 14 8 4 11 32 1023 16 7 4 5 1 163
発達障害 5 1 1 3 1 20 2 2 14 2 1 4 56
精神障害 2 1 1 2 6
計 10 22 7 16 14 4 14 52 12 27 16 23 6 6 5 234
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(4)療育手帳・身体障害者手帳の等級
在籍者の療育手帳 0身体障害者手帳の等級について尋ねた結果を表 2‐8,2・9
に示した。療育手帳では,主にB10B2の軽度から中度の療育手帳を取得して
いる利用者からAまたはA10A2の重度から最重度の療育手帳を取得している
利用者も在籍している。軽度から中度の方が在籍する施設は4施設であつた。
それ以外の11施設は,軽度から重度の療育手帳を取得した利用者が在籍してい
た。身体障害者手帳では,1級から3級の中度 0重度の身体障害者手帳を取得
している利用者が在籍しており,4級から7級の身体障害者手帳を取得した利
用者は,在籍していなかった。
表2-8療育手帳
A B C D E F G H
?
? J K L M N O 計
AOAl6 2 6 ?? 5 4 4 5 1 34
A2 7 ?? 4 1 13
Bl 1 4 3 6 2 2 4 14 2 14 10 1 3 1 4 71
B2 3 3 9 1 2 14 8 5 8 4 1 58
計 7 16 6 16 8 4 11 32 10 23 15 14 4 5 5 176
表 2‐9身体障害者手帳
A B C D E F G H
?
? J K L M N O 計
1級 1 1 1 ?? 4
2級 1 1 1 1 4
3級 2 1 2 5
4級 0
5級 0
6級 0
7級 0
計 1 1 0 1 2 0 2 3 0 1 1 0 0 0 1 13
?
?
(5)入学前 (入所前)と入学後 (入所後)の変化 (3つ選択)
利用者の入学前 (入所前)と入学後 (入所後)の変化 (3つ選択)について
尋ねた結果を図 2‐5に示した。なお,全ての項目を選択した1施設は,無回答
とした。入学後(入所後)の変化では「人に臆することなく接することができる
ようになった」が最も多く8施設であつた。次に,「自分に対する自信が高まっ
た」が7施設,「新しい知識や社会への関心が高まった」,「友達との付き合いや ,
交際が広がった」が5施設,「自分の生活を見直し改善する意欲が高まった」「話
したり書いたりすることが上手くなつた」「家族 (親)や世話人からの独立心が
強くなつた」が3施設,「仕事への関心が高まつた」が2施設,「趣味に打ち込
めることを見つけるきつかけになつた」「ものの見方,考え方がしつかりしてき
た」が1施設,「責任感が強くなった」が0施設であつた。
その他の意見として,「ひとりひとり違いますから」「様々な場面で選択した
り, 自分で選んで決めることができるようになつてきたと思う」という記述が
あつた。
人に臆することなく接することができるようになつた
自分に対する自信が高まつた
新しい知識や社会への関心が高まった
友達との付き合いや,交際が広がつた
自分の生活を見直し改善する意欲が高まつた
話したり書いたりすることが上手くなつた
「家族 (親)や世話人からの独立心が強くなつた
仕事への関心が高まった
趣味に打ち込めることを見つけるきつかけになつた
ものの見方,考え方がしつかりしてきた
責任感が強くなった
その他
図 2‐5入所後の変化
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6)自己選択・自己決定について (自由記述)
利用者の方が自己選択 0自己決定できる範囲 (自由記述)について尋ねた結
果を表 2・10に示した。A「日々の活動は時間が限られているのでその範囲で実
施している」B「集団で行う内容は決まっているが,基本全て自己選択 0自己
決定である」という記述から自己選択 0自己決定は, 日々の活動の中に組み込
まれていることが推察される。
方法及び内容として,B「いくつかの選択肢を自らえらび・学ぶ」E「調理・
置物 0行く店の内容を決める」G「いくつかのレシピを用意し,その中から選
択させて決めている。労働 (畑仕事)作業内容を提示 (3～4つ)し選択させる」
H「調理実習・外食 0店など選べるようにしている」I「毎月のそうじ分担・調
理実習のレシピ・班決め・喫茶店の仕事を選択し決定する。自由研究 0テー マ
研究など自分で考えて決める」J「登校する・しない (自分で決めている)。 授
業への参加形態 (見学,別室自主学習)」 L「調理実習のメニューを学生に決め
てもらっている」M「調理実習のメニュー決めの相談。通所するか休むかの判
断。外出先,予算」という記述があった。
また,A「週及び,月の活動予定を,話し合いで,計画を立てる」B「グルー
プ活動ではメンバー主体で話をすすめ,物事をきめる」D「利用者が提案し,
相談し,決定している」G「見学旅行の行先をフリーで議論し,数度の話し合
いで集約していく (折り合い)」 I「年度初めのカリキュラム作りで,希望をみ
んなで話し合い,やる内容を大まかに決める」L「行事や余暇活動の内容は学
生が主体となり話し合う」N「それが実現可能かを最終的に話し合い決定する」
といった利用者同士の話し合いの場を設けられている。
その際にD「行き先や費用については話し合いの中でアドバイスしている」
G「研究発表のテーマは,個人の発想で支援員と相談して決める」H「活動でき
る範囲について時間的に可能なところ。費用的に可能な範囲で考えてもらい決
めている。選択講義は第 1・2希望ぐらいまでとして調整している。」0「絶対
的に決まっている当たり前の上限,線引きというものがある。例)予算0時間・
場所,入学当初はこれらの情報をこちらから提示するが,少しずつ段階的に良
い意味での『丸投げ』を増やしていく。(ゼロから企画してもらい,後で職員が
アドバイスを入れていく)」 という記述があり,利用者が主体となって物事を決
定していく際に支援者が適宜ア ドバイスを行っている。
表 2‐10自己選択・自己決定
A 活動内容で異なつていますが。日々の活動は時間が限られていますのでそ
の範囲で実施しています。週及び,月の活動予定を,話し合いで,計画を
立て外出などは,できる範囲で立てます。年間の活動の中に,2年ないし
3年目の終了までに修了者を対象に泊まりの旅行を実施します。それにつ
いては,家庭へ返しながらできるだけ利用者の希望を取り入れた旅行内容
を実施しています。(昨年度は沖縄旅行きでした)そういう意味ではグル
ープ毎に話し合いをして決めていますので,個人個人の意見をその場で集
約しています。
B プログラムによつてちがいますが,グループ活動ではメンバー主体で話を
すすめ,物事をきめていきます。
(ドライブ行き先,旅行,調理実習メニュー等)
C 基本全て自己選択自己決定です。集団の中で内容は決まっています。
D 特に決めてはありませんが,利用者が提案し,相談し,
ます。ただ,行き先や費用については話し合いの中でア
す。
決定していってい
ドバイス していま
E 調理をする中身,置物の中身,行く店等を決めている。
F な し
G ①調理の時,いくつかのレシピを用意し,その中から選択させて決めてい
る。
②見学旅行の行先をフリー で議論し,数度の話し合いで集約していく。
(折り合い)行程も業者に来てもらい,皆の意見を聞いて業者が提案,話
し合いをくり返して決めていく。
③労働 (畑仕事)。 作業内容を提示 (3～4)して,選択させる。
④研究発表のテーマは,個人の発想で支援員と相談して決める。
H '調理実習,外食など自分の好きな食べ物,店など選べるようにしている。
・野外活動など,活動できる範囲について時間的に可能なところ。費用的
に可能な範囲で考えてもらい決めている。
・選択講義は第102希望ぐらいまでとして調整している。
?
? 年度初めのカリキュラム作りで,希望をみんなで話し合い,やる内容を
大まかに決める。
毎月のそうじ分担,調理実習のレシピ,班決め,喫茶店の仕事役割分担
等。ほぼ毎日自分で選択し決定する内容がある。        ,
自由研究,テー マ研究など, 自分で考えて決める。
(必要であれば支援あり)
J 登校する, しない
授業への参加形態
(自分で決めて,連絡する)
(見学,別室自主学習)
K な し
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L ・行事や余暇活動の内容は学生が主体となり話し合います。
・調理実習等で作るものも学生に決めてもらいます。
M 調理実習のメニュー決めの相談
その日,通所するのか休むかの判断
外出の行き先,予算など
N それが実現可能かを最終的に話し合い決定します。
0 ・絶対的に決まつている当たり前の上限,線引きというものが在ります。
例えば予算・時間・場所など。
・入学当初はこれらの情報をこちらから提示しますが,少しずつ段階的に
良い意味での「丸投げ」を増やしています。(0から企画してもらい,
後で職員がアドバイスを入れていく。)
4.取り組まれている内容について
(1)講座内容 (複数回答)
講座内容 (複数回答)について,尋ねた結果を図 2‐6に示した。
「調理・食事作法」「芸術」は全ての施設で行われていた。次に,
ション」「パソコン」が14施設,「旅行」「スポーツ」が13施設,
14施設の順であつた。
図 2‐6講座内容
「教養講座」
「レクリエー
「その他」が
教養講座
調理・食事作法
芸術
レクリエーション
パソコン
旅行
スポーツ
その他
15施設
15施設
15施設
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その他の記述は,表2‐11に示した。その他の取り組みでは,「就労」「スポー
ツ・自然体験」「教養講座」「その他の取り組み」であつた。
就労に関する内訳は,A「(就労支援講座3種)①介護施設で利用者への喫茶
店販売②障害者福祉施設の就労系利用者と共に製品販売③古紙回収に参加」C
「週1回喫茶店 (買物,デザート作り,コミュニケーション,食器洗い,洗濯)」
F「併設しているショップの当番を週に2回 (午前中)行ない,接待やお金の
計算力を身に付けている」G「就労移行・B型事業所見学・実習。喫茶マール
でのお菓子づくり。販売 (寄宿舎研究会場にて,2回)」 I「模擬体験 (喫茶ア
ンカフェのとりくみ)ほぼ一日 (2回開店)」 J「『進路』(月2回)」 であつた。
スポーツ・自然体験の内訳は,G「歩くスキー,畑仕事 (野菜の苗の植え付
け,収穫)デイキャンプ (後援会と合同行事,バー ベキュー,野菜の販売)」 H
「キャンプにおけるチャレンジツリー イング」I「自然学習 (熊野古道歩き,草
木染め,海遊び)」 M「自然と親しむ,ウオーキング」であった。
教養の内訳は,I「エコ学習 (不用品を使つて生活用品作り)」 J「こころとか
らだの学習 (性教育,月2回)」 K「科学実験,ことば,文字」0「話し合い (話
し上手,聞き上手,コミュニケーションスキル)」 であつた。
多様な内容が行える背景として,B「講師さんに来て頂き,プログラムを行
う」D「外部講師を迎え,平和学習・情操教育・オペラ鑑賞 0体操・ヨガ・芸
術 0英語・手話に取り組んでいる」G「DoCoMoの携帯教室,『悪徳商法』(消
費者センター),防犯教室 (警察署生活安全課),温水プール・図書館の利用 ,
大学との交流 (2回),国際理解 (韓国留学生)」 H「キャンパス交流 (大学生
との交流)」 等の記述から外部講師や地域資源の活用が図られている。
その他の取り組みとして,G「見学旅行 (2年生2泊3日),研究発表会 (10
2年生),今週の自分time(1週間の振り返りと発表)」 H「新喜劇,自治 (会)
活動 (月2回)」 M「ファッション,変装してみよう」であった。
また,C「クラブ活動も仲間達が立ち上げました。仲間達のやりたいことを
取り入れている」E「本人たちが決める手伝いはするが,出来るだけ待つよう
にしている」といつた記述があった。
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表 2‐11その他の取り組み
A <就労支援講座 3種>
0就労支援講座として,介護施設での利用者への喫茶店販売 (お菓子や
飲み物を持ち込み販売する)を毎月実施しています。
・この地域の障害者福祉施設の就労系利用者と共にそこでの施設,それ
ぞれの製品販売店クリエイトショップ「くりくり」での販売担当を交
替でしています。
・峰山地区の作業所4施設か集7峰山町全戸の家々からの古紙回収に参
加しています。
B 特別プログラム 0・・ そ｀の道のスペシャリス ト"
来て頂き,プログラムを行 う。現在,ジャズダンス,
フラワーアレンジメン ト
である講師さんに
陶芸,音楽療法 ,
C ・週1回喫茶店 (買物,デザー ト作り,コミュニケーション,食器洗い,
洗濯など楽しみながら自分たちで行つています)
0クラブ活動も仲間達が立ち上げました。仲間達のやりたいことを取り
入れていきます。
D ・外部講師を迎え,平和学習や情操教育にもとりくんでいる。 (オペ ラ鑑
聾l etc。)
0体操, ヨガ, 芸術, 英語,手話は外部講師を迎えておこなっている。
E 本人たちが決める手伝いはするが,出来るだけ待つようにしている。
F 併設しているショップの当番を週に2回 (午前中)行ない,接待やお金
の計算力を身に付けている。
G 0就労移行 OB型事業所見学・実習
0見学旅行 (2年生2泊3日)
・研究発表会 (102年生)
・今週の自分time(1週間の振り返りと発表)
・DoCoMoの携帯教室
・「悪徳商法」(消費者センター)
・防犯教室 (警察署生活安全課)
・大学との交流 (2回)
・国際理解 (韓国留学生)
0温水プール利用 (708月週1回)
・図書館の利用
0歩くスキー
0デイキャンプ (後援会と合同行事,バー ベキュー,野菜の販売)
・喫茶マールでのお菓子づくり (2回チュイル,ココナッツロシエ)
0畑仕事 (野菜の苗の植え付け,収穫)
・販売 (寄宿舎研究会場にて, 2回)
H 新喜濠1
キャンパス交流 (大学との交流)
キャンプにおけるチャレンジーツーリングなど
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?
? ・模擬体験 (喫茶アンカフェのとりくみ)ほぼ一日 (2回開店)(5,8,
12月は他の行事のためなし)
0エコ学習 (不用品を使って生活用品作り)
0自然学習 (熊野古道歩き,草木染め,海遊び)
J 「こころとからだの学習」(性教育,月2回)
「進路」 (月2回)
「自治 (会)活動」 (月2回)
K 科学実験
ことば
文字
数
L な し
M 0自然 と親 しむ, ウオーキングなど
0ファッション,変装 してみよう,何かに見たてて, 自分で着飾ること
で,変身願望に応える。
N な し
0 話 し合い (話し上手,聞き上手,コミュニケーションスキル )
(2)講座の実施者
講座の実施者 (頻度の高い順)について尋ねた結果を表 2‐12に示した。講座
の実施者では,施設の職員や外部講師が実施している頻度が高かった。また,
半数近くの施設で,地域住民を講師に招き講座を実施している。
その他の記述では,「特別講師」「外部講師は,退職された先生にお願いして
います」「退職教員のボランティアスタッフ20名(外部講師と授業補助)」 とい
う記述があった。
表 2‐12講座の実施者
A B C D E F G H I 」 K L M N 0 計
施設の職員 1 1 1 2 3 2 1 1 1 1 1 1 2 1 19
地域住民 4 3 1 3 3 3 3 20
外部講師 2 2 2 1 2 1 2 2 2 2 2 2 1 2 25
保護者 3 3
計 10 3 3 6 6 3 6 6 3 6 3 6 3 0 3 67
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(3)卒業後 (修了後)の進路
卒業後 (修了後)の進路 (多い順)について尋ねた結果を表 2‐13に示した。
主に「福祉就労」が最も多く,次に「共同作業所」「一般就労」「訓練施設」「生
活施設」の順であった。2011年以降に設立された6施設に関しては,「1年目
のためなし」「今年度,開校2年目のため卒業生がいません」「卒業生がまだい
なぃ」「まだ開所して2年目なので卒業生はいません」「まだ,卒所はありませ
ん」等の理由のため,デー ターが得られなかつた。その他の意見では,「在宅は
ありません」「1期生14名のみなので今のところの順番です」「現在卒業したの
は,1名です。特例で3年生が5名います。台風12号の土砂流で建物が使用不
可になり10か月仮説での取り組みでやつたことが認められました」という記述
があつた。具体的な進路先としては,A「一般就労 :病院のリネン関係の仕事
に就いている方など,福祉就労 :就労Bへ進んだ方など,共同作業所 :介護事
業へ進んだ方など」C「専修学校・職業訓練校・アルバイト (一般)」 G「福祉
就労支援B型」という記述があった。
表 2‐13卒業後の進路
A B C D E F G H J K L M N 0 計
一般就労 2 2 4
福祉就労
?
? 2 3 1 1 1 2 1 12
協同作業所 3 1 1 1 3 9
訓練施設 3 1 4
生活施設 4 4 8
計 10 3 1 9 1 1 1 10 1 0 0 0 0 0 0 37
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(4)卒業後 (修了後)のフォローアップについて
卒業後 (修了後)のフォローアップ (自由記述)について,尋ねた結果を表
2‐14に示した。利用者の卒業後 (修了後)の支援として,B「ひきつぎや移動
先に様子を見に行く。月1回の施設代表者会ギで様子も確認する。」C「年一回
集う機会がある。地域の支援センターと連携する。」D「相談センター,就業・
生活支援センターと連携する。支援員が様子を見に行くことがある。」E「他の
事業所にいかれた方の家族の相談にはお応えしている」F「定着指導は続ける
(手紙,アンケー ト,電話 etc。)」 G「引継資料 (個別支援計画等),事業所ヘ
出向き利用者のこと全般について理解を深め,定着するように努める」H「進
路でまわる際や研究会で様子を聞き,必要に応じて,電話や訪問する」0「『定
着するまで』『3年以上』は,他の機関と連携をとりながら支援したい」という
ように卒業後 (修了後)も進路先や外部機関と連携し利用者のフォローアップ
を行つている。
また,A「卒業後も日中就労系の作業所で作業をした後にパソヨンをするな
ど思い思いの時間を過ごしている」H「定期的に訪問や同窓会活動などを考え
たい」J「第103土曜日の午後に『余暇活動』を行っている。そこに卒業生も
参加できるようにしていきたい。」K「定期的な青年学級の開催」という記述が
あり,場の提供を通じて利用者の卒業後 (修了後)の居場所づくりの取り組み
が行われている。
今後の取り組みとして,I「模擬喫茶のアンカフェをB型事業所として立ち
上げ,卒業後の進路の選択肢としたい。財政面の基盤が整えば,A型へ移行で
きればと思っている。」0「ケアームからカレッジヘ通学する方は,就学後も同
ケアホームを利用して頂けるとサポー トしやすいとも考えている」という記述
から,卒業後 (修了後)も事業所の施設に就職・利用できるようなシステムが
模索されている。
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表 2‐14卒業後のフォローアップ
A 卒業後も, 日中一時事業 (15:30～17:00)を利用される方が多く。日中
就労系の作業所で作業をした後に乗られパソコンをするなど思い思いの
時間を過ごされています。そういう時間に日中の作業の様子を聞かせても
らつています。
B まずはひきつぎをしつか り行います。異動 してから様子を見に行つた り,
月 1回の施設代表者会ギで様子もかくにんします。又,異動先で困つたこ
と等あれば, レンラク頂き,必要あればケース会議も行います。
C 年一回集う機会があり,話を聞くことが出来る。又,地域の支援センター
と連携し,フォローしたケースもある。
D 同法人に,相談センター,就業・生活支援センターがあり,連携しながら
進めている。機会があれば,支援員が様子を見に行くことがある。
E 他の事業所に行かれた方の家族の相談にはお応えしている。
F 定着指導は続ける。(手紙,アンケート,電話 etc。)
G 引継資料 (個別支援計画等),卒後支援という位置づけで職員が卒後の事
業所へ出向き,利用者のこと全般について理解を深め,定着するように努
める。
H 随時進路でまわる際や研究会で様子を聞き,必要に応 じて,電話をした り,
訪問した りする。卒業生が多くなれば,定期的に訪問や同窓会活動などを
考えたい6
?
? 今後の考え方として,模擬喫茶のアンカフェをB型事業所として立ち上
げ,卒業後の進路の選択肢としたい。財政面の基盤が整えば,A型へ移行
できればと思つています。
J 第103土曜日の午後に「余暇活動」を入れ,外部の青年も受け入れてい
る。そこに卒業生も参力日できるようにしていきたい。その他未定。
K 定期的な青年学級の開催。
L な し
M な し
N 現段階ではなし。
0 ・ケアホームからカレッジヘ通学する方は,就学後も同ケアホームを利用
して頂けるとサポー トしやすいとも考えています。
・基本的には「定着するまで」「3年以上」は,他の機関と連携をとりな
がら支援したいです。
31
5。事業所の課題について
(1)困難な点 (3つ選択)
困難な点 (3つ選択)について,尋ねた結果を図 2‐7に示した。なお,全て
の項目を選択した1施設は無効回答とした。「進路開拓」「財政面」が8施設で
最も多かった。次に「利用者の確保」が5施設,「社会的認知度」「人材不足 (指
導員)」 「研修 (指導員の専門性の確保)」 が4施設,「制度基盤面等の安定性」
「学習内容」が3施設,「学習内容の評価」2施設,「外部講師との連携」「地域
住民との調和」を選択した施設はいなかつた。
その他の意見では,「進路開拓では,福祉的就労の中で就労移行支援事業の中
身の取り組みの充実が必須であると思う」「立ち上げて4年目の自立訓練事業な
ので課題は多く,A～Kまで全てという感じです」という記述があった。
図 2‐7困難な点 (3つ選択)
進路開拓
財政面
利用者の確保
社会的認知度
人材不足 (指導員)
(指導員の専門性の確保)
制度基盤面等の安定性
学習内容
学習内容の評価
外部講師との連携
地域住民との調和
その他
?
?
?
?
?
??
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(2)支援者の資質や能力 (自由記述)
支援者の方が必要な資質や能力 (自由記述)について,尋ねた結果を表 2‐15
に示した。資質や能力では,B「｀気づき〃の力。先を見通す力。」D「利用者
の考えや思いをひき出し,(表現)受け止めることができる」E「特性をとらえ
て,発達成長をお手伝いすることができる人」G「障がいや発達について理解
があり『障がい児教育』についての実践力のある人」H「愛情のある接し方が
できる。学生の気持をくみとり,話をしつかり聞き,待つことができる。学生
の気持ちをくんで講義内容を構成できる。」I「一人一人のニーズに応じられる
アイデアと技術をもち合わせている」J「学生と一緒に考え,適切な支援ができ
る力,なかまの力, 自治の力を大切に引き出す力6学生の声にしっかり耳を傾
ける力」L「ニーズを理解する力。ニーズに応えるための手立てを組立て実行
する力。」M「発達にもとづき,その人が困つている点に共に立ち実践できる」
0「教員の知識,障がいの知識,地域とのつながりを持った (作れる)職員」
といつた記述があった。
上記に挙げた取り組みを行うためには,A「広い視野を持ち,常に学ぼうと
いう意識を持つ。生活全般への広い視野。専門職としての知識,技術とあわせ
て知的な好奇心と心を持つ。」F「自己研鑽に励み,自分を高める意識を持つ」
I「人間発達,青年心理学等の知識をもち,絶えず研修する」K「常に教え,教
えられる,関係というのではなく,メンバーの気持ちや思いに寄り添い,一緒
に活動を楽しみ,作り上げていくという思い」F「自己研鑽に励み, 自分で高
める意識を持つ」N「発達における知識と実践より問題点や課題,人格を適格
にとらえる」という記述があった。
表 2‐15 支援者の資質や能力
◎フォーマル+資源 インフォーマルな資源を探りながら広い視野を持
って学びへつなげていくことが大切だと思います。
◎支援者自信も常に学ぼうという意識を持つことが大切だと思います。
◎社会の仕組みや環境を含む生活全般への広い視野も大切だと思います。
◎専門職としての知識,技術とあわせて知的な好奇心と心を持つことが大
切だと思います。
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B 利用者 1人1人の可能性を信じ,少しの変化もみのがさず,変化をプラ
スにかえていける継続した支援が行える, ｀気づき〃の力を持つ。又,利
用者 1人1人の今後の姿を思い浮かべ,そこへ段階的にステップアップ
できるよう支援する。先を見通す力も必要。
C な し
D 自分の持っている能力に過信することなく,利用者とどれだけ向き合い利
用者の考えや思いをどんな形で表現できるようにするか。支援員が指針を
示すのでなく,利用者の考えをひき出せる状況づくりがいかにできるか。
そしてそれをどれだけ受け止めることができるかではないかと思います。
E 利用者の特性をとらえて,発達成長をお手伝いすることができるきびしく
もありやさしさもある人
F 資質や能力を補うべきは,自己研鑽に励み, 日頃からスキルアップ etc。
自分で高める意識を持つことだと思います。
G 障がいや発達について理解があり,「障がい児教育」についての実践力の
ある人が望ましいと思います。
H ・学生に対して愛情のある接し方ができること。
・学生の気持をくみとり,寄り添つて話をしっかり聞き,待つことができ
ること。
・講義を学生の気持ちをくんで組み立て内容を構成できること
・青年期の仲間達の思いに寄り添い,自分と向き合う支援ができるよう努
力すること又,人間発達,青年心理学等の知識をもち,絶えず研修する
こと
・取り組みについて,一人一人のニーズに応じられるアイデアと技術をも
ち合わせているか (もしくは他の人に依頼してもよい)
」 0学生と一緒に考え,悩みながら適切な支援ができる力,なかまの力,自
治の力を大切に引き出す力
“学生の悩み 0不安・不満・声にしつか り耳を傾ける力
K 生活スキルなど,教えていくことは大事だが,常に教え,教えられる,関
係 とい うのではなく,メンバーの気持ちや思いに寄 り添い,一緒に活動を
楽 しみ,作り上げていくとい う思いが必要ではないか。
L 利用者さんや保護者の方のニーズを理解する力とそのニーズに応えるた
めの手立てを組立て実行する力。
M 利用者の持つているお力を正しくとらえようとするスタンスが大切です。
「できそ うに見えて実は難 しい?」 とい うように,困りごとが 日に見えに
くい障害ですので,発達にもとづき,その人が困つている点に共に立ち実
践できることが求められます。
N 発達における知識と実践より問題点や課題,人格を適格にとらえ,シェア
する。また, しつかり待つ。
0 現在は,教員免許所持者と福祉経験のある職員を雇用している。
も大事)教員の知識,障がいの知識,地域とのつながりを持った
職員,様々 な年代,柔軟性が求められます。
(どちら
(作れる)
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(3)学びの場の社会的意義
学びの場の社会的意義(自由記述)について,尋ねた結果を表 2‐16に示した。
はじめに学びの場の考え方として,B「どの人にも,ゆつくりと成長し,その
中で自分を見つけ,つくりだしていく時間と,仲間と,場所が必要」D「障害
ある故により時間をかけて心の充実を図つていく必要がある」F「分け隔てる
ことなく,皆が学べる場,制度が益々必要」G「じつくり・ゆっくりと学ぶ場
が必要」L「 学｀習する"という選択肢はあるべき」N「保障されなければなら
ないもの」といった学びの場の必要性を訴える意見がみられた。
学びの場の意義として,A「多くの自己選択を迫られる場面がやつて来た時,
自分で考える力になる」B「重度の方も軽度の方も,色んな経験や人との関わ
りで成長する」G「人間的成長・発達が期待でき,社会の一員としての自覚と
参加が促進できる」I「内面を豊かにし,生涯学習の基礎作りができる。自己選
択・自己決定する力を身につけることで,社会人としての生活の主体者に育っ
ていく。」M「障がい者が,より社会参加できるように,その準備の期間を保障
する」といった内面的な発達保障といった意味合いが考えられる。
そのためには,B「『自立しうる基礎を養う』という意味をもつと社会に広め
るべき」H「学びの場の必要性,学生の変化を社会に伝え,知つてもらう」J「学
びの場の意義が認知され,教育の制度として,『専攻科』のような学びの期間が
延長されることを望む」0「専攻科が設置されることが『あたりまえ』の教育
制度となり,知的 。発達障がい者の『第二の学びの扉』が開くよう,全国の専
攻科運動とリンクしながら進めたい」という記述から,現在の取り組みが社会
に認知され,当たり前の取り組みとして発展していくことが望まれる。
表 2‐16学びの場の社会的意義
A 障害のある方もない方も,「自立しうる基礎を養う」ことは人生の中で最も大き
な節日と考えます。その節日として,高等学校卒業後の2年ないし3年の期間が
飛躍的な変化が見られることが関わる中で体験することができました。学びの場
を通過せずに福祉的就労の場を選択し進まれる方も多いのですがその場合もや
はり18～20才頃の青年期は飛躍的変化のある時期だと思います。そのことから,
青年期の2年ないし3年の学びの場は「自立しうる基礎を養う」という意味をも
つと社会に広めるべきと考えます。障害があつてもなくても自立しうる基礎を養
う」という意味をもつと社会に広めるべきと考えます。障害があってもなくても
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自立しうる基礎を養うということは今後の長い人生にとつて,多くの自己選択を
迫られる場面がやつて来た時自分で考える力を発揮できるのだと思います。その
ことは,周囲をまきこみながら基本的人権を守って行くことにつながるのではな
いでしょうか?今の国が社会福祉の政策 0制度が整っていない分補う意味も含め。
B 重度の方も軽度の方も,色んな経験や人との関わり
にも,ゆっくりと成長し,その中で自分を見つけ,
間と,場所が必要だと思います。
で成長 していきます。 どの人
つくりだしてい く時間と,仲
C な し
D 国や県の方針は就労率アップを打ち出しているが,就労後の離職状況等について
は全く報告されていない。フォローの体制が準備されていない (地域では就業生
活支援センター等連携はできている)その中で障害者の学びの場を利用した人た
ちは離職があつても,そこで折れない心を育くまれ,在宅になる人はほとんどい
ない。青年期をいかに充実させるか,障害ある故により時間をかけて心の充実を
図つていく必要があると思います。
E 生活訓練の2年では短い。利用者の3人が1年延長されている。延長されたら減
算というデメリットが施設側に課せられるのはどうかと思う。
F 社会の一員として生涯,学ぶ場を必要とされる方は大勢おられると思います。分
け隔てることなく,皆が学べる場,制度が益々必要かと。        |
G 知的障がいがあるからこそ,じっくり・ゆつくりと学ぶ場が必要であり,そのこ
とにより,人間的成長・発達が期待でき,社会の一員としての自覚と参加が促進
できると思う。国際的にも先進国では 20～24才までは教育保障をする動きにな
つています。
H この事業の取 り組みは始まったばか りです。学びの場の必要性,学生の変化 (と
りくんでの)をしつか り社会に伝え,知つてもらうこと。私達は,本にまとめま
した。沢山の人に読んでもらいたいです。
?
? ・発達的にゆつくり時間をかける必要がある人達であるからこそ,高等部以降の
学びの中で, じっくりと内面を豊かにし,生涯学習の基礎作りができる。
・自分の考えを持ち自己選択・自己決定する力を身につけることで,社会人とし
ての生活の主体者に育っていくことができる。
J 学びの場の意義が
「専攻科」のような
福祉事業の限界を乗り越えるためには,社会的な問題として,
認知され,教育の制度として,希望すれば誰でも進学できる
学びの期間が延長されることを望む」
K な し
L しょうがいを持つている方にも “学習する"という選択肢はあるべきだと思いま
す。
M 障がい者が,より社会参加できるように,その準備の期間を保障することは,大
切です。
N 保障されなければならないもの。
O 未だ専攻科が設置されていない九州各県や関東地方にカレッジを創つていくこ
とで,全国の特別支援学校高等部に専攻科が設置されることが「あたりまえ」の
教育制度となり,知的・発達障がい者の「第二の学びの扉」が開くよう,全国の
専攻科運動とリンクしながら進めたい。
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第4節 考察
(1)自立訓練 (生活訓練)事業を活用した学びの場について
自立訓練 (生活訓練)事業を活用した学びの場は,障害者自立支援法が制定
された2006年から実施されている (図2‐1)。設立された背景として,G「就
職か福祉就労しなかない」H「進学という選択肢がない」といった現状のなか
でE「保護者からの要望」G「我が子にもうと勉強させたい」(表2‐2)といつ
た保護者や本人からの強い要望があったことが伺える。
また2年間04年間は,B「いろんな経験をつみ,ステップアップして社会ヘ
つなげていく」D「学ぶ機会をもつと保障したい」I「『もう少し学びたい』願
いや,2年後に一般就労にチャレンジしたい願いが実現できる場」J「『学校か
ら社会へ』『子どもから大人へ』と移行する青年期を,もつとゆっくりじつくり
仲間の中で学び・生活する期間が必要」,L「しょうがいを持っている方にも ｀
学び〃という選択肢を提供したい」(表2-2)といつた記述から青年期の学び
を保障する場であり,B「重度の方も軽度の方も,色んな経験や人との関わり
で成長する」G「人間的成長・発達が期待でき,社会の一員としての自覚と参
加が促進できる」I「自分の考えを持ち自己選択 0自己決定する力を身につける
ことで,社会人としての生活の主体者に育っていく」(表2…16)といつた障害
者内面的な発達保障 (成長)を支えている場である。
上述のことから,自立訓練(生活訓練)事業を活用した学びの場は,進学 (学
ぶ)という新しい可能性を切り開く取り組みを通じて,青年期障害者の内面的
発達保障を支える機会であるといえる。
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(2)自立訓練 (生活訓練)事業を活用した学びの場の取り組み内容について
就労に関する取り組みでは,A「①介護施設で利用者への喫茶店販売②障害
者福祉施設の就労系利用者と共に製品販売」C「週 1回喫茶店」F「併設してい
るショップ当番を行なう」G「喫茶マールでのお菓子づくり,販売」I「喫茶店」
(表2-11)という記述があった。喫茶店を通じて,作業能力をあげることが
目的ではなく,活動を通じてお金の計算力やコミュニケーション等の社会的ス
キルや働く喜びについて学ぶ取り組みであると思われる。また, 日々の活動の
中でG「図書館・プール等地域の公共施設を利用している」(表2-11)「地域
住民を講師に招き講座を実施している」(表2-12)という記述があった。今回取
り上げた施設の取り組みでは,地域の公共施設や地域住民を巻き込みながら,
地域に密着した取り組みが行われている。
さらに,自立訓練 (生活訓練)事業を活用した学びの場を卒業後 (修了後)
も,B「ひきつぎや移動先に様子を見に行く。月1回の施設代表者会ギで様子
も確認する。」D「機会があれば,支援員が様子を見に行くことがある」E「他
の事業所に行かれた方の家族の相談にはお応えしている」F「定着指導は続け
る (手紙,アンケー ト,電話 etc。)」 G「引継資料 (個別支援計画等),事業所
へ出向き,利用者のこと全般について理解を深め,定着するように努める」H
「必要に応じて,電話や訪問する」0「『定着するまで』『3年以上』は,他の機
関と連携をとりながら支援したい」(表2-14)といつた記述があり,卒業後 (修
了後)も進路先や外部機関と連携し利用者の支援にあたつている様子が伺える。
また,A「日中就労系の作業所修了後に来られ,パソコンをするなど思い思い
の時間を過ごしている」J「第 1・3土曜日の午後に「余暇活動」を行つている
(外部青年)。 そこの卒業生も参加できるようにしたい」K「定期的な青年学級
の開催」という記述があった。自立訓練 (生活訓練)事業を活用した学びの場
を卒業後 (修了後),利用者がスムーズに進路先に移行できるための取組と就労
後も利用者にとつての居場所という2つの役割を果たしている。
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(3)自立訓練 (生活訓練)事業を活用した学びの場の利用者について
主に知的障害 0発津障害 0肢体不自由 (表2-7)の10代から30代(表2-
6)の若い利用者が在籍している。障害の程度では,療育手帳AlからB2,身
体障害者手帳1級から3級(表2-8,表2-9)を取得している利用者が在籍
しており,利用者の多様性を示している。
また, 自立訓練 (生活訓練)事業を活用した学びの場を通じて「人に臆する
ことなく接することが出来るようになった」「自分に対する自信が高まった」(図
2-5)等の自己の変化がみられる。その理由の一つとして, 日々の活動の中で
B「いくつかの選択肢を自らえらび・学ぶ」D啄J用者が提案し,相談し,決定
している」(表2-10)といつた取組の成果であると思われる。日々の活動の中
で,支援者側から与えられた学びではなく,仲間と共に話し合い考え実行する
という経験の積み重ねが,自分自身に対する自信や自分の意見を述べるという
力につながっていると思われる。
4)自立訓練 (生活訓練)事業の学びの場を支える職員について
施設の職員は,主に教員免許及び介護福祉±0社会福祉士・精神保健福祉士・
看護師 (図2-2)等の資格を有する職員が配置されている。O「現在は,教員
免許所持者と福祉経験のある職員を雇用している。(どちらも大事)教員の知識,
障がいの知識,地域とのつながりを持つた (作れる)職員」と述べているよう
に,教育と福祉の両側面の視点から取り組まれている事業であるといえる。
また,職員の必要な資質や能力(表2‐15)では,K「常に教え,教えられると
いう関係ではなく,メンバーの気持ちや思いに寄り添い,一緒に活動を楽しみ,
作り上げていく」という記述からも分かるように,学校教育とは異なり「教え‐
教えられる」という関係性ではなく,利用者側の学ぼうとする意欲を引き出す
支援が求められているといえる。
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第3章 研究Ⅱ :授業の会話記録
第1節 目的
P県の自立訓練 (生活訓練)事業を活用した学びの場の活動実態を明らかに
する。また,授業の会話記録を行うことによつて,支援者が利用者に対してど
のような関わりをしているのか,利用者自身が自立副1練
｀
(生活訓練)事業を活
用した学びの場を通じてどのような学びを得るのかについて明らかにする。
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第2節 方法
1.調査対象
P県のQ施設を対象とした。
2.調査期間
2013年4月～9月末である。
3.調査方法
週 1回の参与観察を行い,支援者及び利用者の会話をICレコーダーでの録
音及びノー トヘの記述を行つた。
4.表記について
対象 とした Q施設は福祉施設であるが,支援者のことを 「先生」,利用者の
ことを「学生」と呼称 している。本文中では,「先生」「学生」とい う表記で示
す。また,会話の表記を教師は,Tl・T20講師,学生をその他のアルファベッ
トで表記する。なお,会話文の内容は逐語録を引用すると冗長になるため,会
話の流れを学生の状況が分かるように要約 し記述 した。,会話内容の詳細は,巻
末資料に添付 した。
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第3節 結果
(1)青春講座
講座名 :青春講座 (1年生)
日 程 :2013年6月24日(月)
概 要 :①人と喋る時の距離について,実演する (近くから,遠くから話しか
ける)。
②パワーポイントと配布資料を使用し,パー ソナルスペースについて
説明する。
③実験 1では,同性のペアを組み①45 cIIl②75 cIIl③120 cm④210 cm⑤
310 cmの距離まで離れ目を合わせる。その時に感じた事をワークシ
ートに記入する。
④実験2では,学生が椅子に座り教師が近付き,嫌だなと感じる距離
について測定する。学生がその時に感じた事をワークシートに記入
する。
【授業の導入】
授業の導入で,TlがCに極端に近づき,「男と男ならこんな風に近づいても
いい?」 と利用者に投げかけており,良い/悪いといつた二者択一で答えられる
聞き方をしている。それに対し,A「あかん」B「lmぐらい」と言つた近すぎ
るといった意見が出た。その際にTlは,Bの言う約 lm離れもう一度「これ
ぐらい」と学生に尋ねる。すると,Aが「もつと」離れた方がよいと答えた。
その際にTlは,「D君とひそひそ話をするのもこれくらい (離れるの)?」(遠
くに座っている)と尋ねている。上述の会話から,人との距離は極端に近すぎ
ても,遠すぎてもダメな事や場面に応じて距離が変化する事を利用者に気付か
せたいためだと思われる。
【事例の提示①】
人との距離について勉強する事を学生に伝え,はじめに2つの事例を提示す
る。1つ日は,「まだ仲良くない人がいた場合,急に近づかれたら離れたくなる
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のが分か りますか?」 と問いかけ,スライ ドに怖い人 (イラス ト)がTlに近づ
く様子を提示する。その際にAが「ビビる」と発言 し,Tlは「ビビる。 ビビ
ッて,離れちゃうよね。」とAの言葉を捉え行動を明確化する。 しかし事例 1
では,一部の学生 しか反応を示 していなかつた。次に,「電車で空席 (ばか り)
なのに知 らない人が自分の横に座ったらなんか嫌な感 じしますよね?」 と学生が
身近に利用 している電車の例を使用 し学生に問いかける。
上述の2つの事柄について,Tlは,「人は無意識のうちに人との間に距離を
取つて快適な空間を保 とうとします。その空間のことを, 日には見えませんが
パーソナルスペースと呼びます。日には見えませんが,T2もH君もI君にもJ
君にもあります。」と説明し,「自分の身体の間に線が引いているわけじゃあり
ませんよね。例えば,仮面ライダーにパーソナルスペースを書いたとしたらこ
んなのかもしれません6」 とパーソナルスペースのイメージ図を提示 した。その
際に,「俺にもこんなのがあるんだ」という発言がみられた。
表3-1 事例の提示
①O～75 cm(エヴァンゲリオンの戦闘シー ンの絵)
②75～lm20 cm(カードゲームをしている写真)
③120～210 clll(話しているイラストを提示)
上述の3点(表3-1事例の提示)は,相手や場面によって距離が変わること
を説明している数字である。1つめの「0～75 cIIl」は,恋人・家族 0ものすご
く親しい人との距離であると説明し,授業の導入でTlとDの距離が近かつた
場面を想起させる。そして,Tl「この距離は特別な関係だと思われる距離であ
り,近すぎると相手に不安を与えてしまいます」と学生に説明する。
2つめの「75～lm20 cm」は,友達や先輩後輩同士で用いる距離 (カー ドゲ
ームや通信の際に離れるぐらいの距離)であることを説明する。
3つ日の「120～210 cm」は,仕事をする時に仲間でいる距離と説明し,「今
まだ皆は,お仕事していませんがお仕事の仲間同士の距離はこれぐらいになる
のかなって (思います)」 と学生に説明する。
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【実験 1】
実験1では,同性のペアを組ませ①45 cm②75 cm③120 cm④210⑤310 cmの距
離を測り,ペアの人と目を合わせた際にどんな気持ちがするかについて実験を
行つた。その際に,①～④どの距離も「普通」「喋りやすい」と答えるAに対
し,Tlは「いつもこの距離で?」 等という問いかけを行つている。最終的にA
は「う―ん,話しやすいけど,聞きにくい」と会話が成り立っていないことを
認める。上記の会話から,Tlが「その距離は喋りにくいよね」と伝えることは,
簡単であるが,Tlは答えを述べるのではなく,問いかけを通じてA自身がこ
の距離は喋りにくいという答えを導きだしている。表 3‐2は,「人との距離につ
いて」勉強した学生の感想である。
表3-2 学生の感想
0「近かつたりとか, ちょっと遠いと喋りにくい」
T「喋 りにくい距離つてい うのに気付きましたか。ありがとうございます」
D「男女のパーソナルスペースが違 うのが分かりました。男子やつたら卵型 ,
女子やつたら丸型で円になっていることが分かりました。少しぐらい」
I「実験 2の時に椅子に座るのが緊張した」
J「実験 2すごく緊張した」
G「えっとね,ちょっとね。T2が近づいてくるのが緊張しました」
A「えっと,感想は必要以上に相手に近づかない,あと適正距離」
(2)帰りの会
講座名 :帰りの会 (1年生)
日 程 :2013年6月24日(月)
概 要 :①今 日1日の振 り返 りを実施する。
②明日の予定の確認をする。
表3-3-日の流れ
9:30～ 朝の会
9:50～10:30 自主講座
10:45～午前の講義 調理について
昼食 いかり作業所製
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13:10～午後の講義 青春講座
15:10～ 役員会
表 3‐3は,2013年6月24日の 1日の流れを示したものである。
表3-4 学生の感想
(3)役員会
講座名 :役員会 (102年生の代表者 )
日 程 :2013年6月24日(月)
概 要 :①収入・残金を確認する(会計報告)。
②意見箱に投書された意見を確認する (1年生・2年生)。
③土曜登校の予定を確認する。
【意見箱】
1年生の意見箱に「土曜登校を2つのグループでもいけるようにして欲しい
です。例えばシネマとカラオケをどっちも行つたり来たりできるようにどつち
も実行する。」という意見が投書された (シネマとは,レンタルDVDを借りて
事業所で視聴する。カラオケは,事務所の隣にあるカラオケ屋に出かける。)そ
れに対し,A「そうですね。ちょっと2つに分けたらちょっと会計もややこし
くなりますよ。それに今この時点で絶対どつかでパンクすると思います。」F「ま
あ,お金がいっぱいあったらいいけど」E「土曜登校を2つに分かれるグルー
プとしたらちょっとね。お金は問題だしね, う―ん,ちょっともう少しお金が
溜まってからでいいんじゃない。」といつた問題点が挙げられた。その際にT2
は,「う―ん。お金は 1万円以上あるよ。」と問いかける。A「でも,これでも
A「今日の感想は,T君とポケモンのバトルをして勝てて嬉しかつたです。」
B「今日の昼休みT君とポケモンバ トルしました。勝ちました。」
T「それ,自慢することか。」
G「えっと今日は,調理についてで,僕はハンバーグを意見しましたが外れて
しまいました。青春講座で実験をしました。様々な実験をなんとかできまし
た以上です。」
表 3‐4(学生の感想)は,帰りの会で学生が発言した感想を掲載している。
しも仮になんですが,ボー リングとカラオケを一緒にしたいつて言われたら難
しい。カラオケで32人全員が行きますと9886円でだいたいそれぐらいするの
で。」と意見を述べる。T2は,Aの意見を受け会計担当のDから前回のカラオ
ケ代を確認し,Aが指摘するようにカラオケとボーリングを一緒に行うことは
難しいことを全体で確認する。
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次にT2は,「他に分ける方向で考えるとどういう組み合わせがある?」 と問
いかける。それに対し,I「えっと例えば,1つは何やつたけ。ボーリングとか
そういうとこともう一つは固定でシネヤ。」F「シネマメンバーの人数を作る」
E「シネ々をもう一つにする」といつた意見が出た。しかし,Aから今後の活
動費に支障が出るのではないかという指摘があり,土曜登校を2つに分ける案
は困難を極める。しかし,T2が「お金がかかるけど何かメリットってあります
か?」 と問いかけたのに対し,Iが「先生,メリットつて選べる自由性 (です)」
と発言したのを境に話の流れが変わる。2つに分けることが難しいと述べてい
たFも「それがなかつたら終わりやな (選べる自由性)」A「無理かもしれま
せんが,2つということも一応不可能ではないなと」といつた発言の変化がみ
られた。
(4)就労選択
講座名 :ハー ブ
日 程 :2013年7月1日 (月)
概 要 :①前回の授業の振 り返 りを実施する。
②作業の役割分担を決める。
③地域の花壇に自分達が育てたハーブとミントの苗を植える。
④授業の振りかえりを実施する。
【役割分担】
講師「新しい命を育てましょう」というテーマで育てたハーブとミントの苗
を地域の花壇に植えることを伝える。次に,作業内容を説明し,各自の役割分
担を決定する。講師「名札,ここにハーブガーデンって向こうで書いてくれる
人?それから,小さな名札にミントって書いてくれる人いります。名札やりたい
人?」「他にゴミを拾つてくれる人?」 等と学生に問いかけ,挙手性で役割分担を
決定していた。また,共有の荷物を運ぶ際に学生同士が声を掛け合い, 自主的
に道具の振り分けを行つている様子がみられた。
(5)役員会
講座名 :役員会
日 程 :2013年7月1日(月)
概 要 :①収入 0残金を確認する (会計報告)。
②意見箱に投書された意見を確認する (1年生02年生)。
③選択講義の内容について確認する。
'④7月11日の予定について確認する。
⑤7月31日野外活動について確認する。
⑥8月31日の内容について確認する。
⑦次回の土曜登校について確認する。
③前回出た意見箱の話し合いについて確認する。
【前回の意見箱について】
前回の自治会にTlが不在だったため,代表の学生が前回の意見箱の話し合
いの結果を伝える。それに対し,Tlはみんなの意見を受け入れ実行することは
良いことだと了承し,「全体の活動を行う良さもあると思うので全部を2つに
分けるつていうわけでなくてもいいかなと思います」という意見を述べている。
Tlの発言は,決まったことは必ず行わなければいけないと固執するのではなく,
柔軟な発想をもつて取り組んでぃきましょうという意味合いが含まれていると
思われる。
(6)青春講座
講座名 :資生堂ビューティセミナー
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??
?
?
2013年7月22日(月)
女子 0男子に分かれて,資生堂ビューティセミナーが開催 された。女
子の会場では,お化粧の仕方についてレクチャーを受けた。
【学生の反応】
学生の実態として,普段から化粧をしている人は少ない。当初は,B「めん
どくさい」といった反応を示す学生もいたが,化粧が進むにしたがって C「素
敵」I「何か自分ではないみたい」といった驚きの声があがる。当初,めんどく
さいと発言していたBも周囲からの賞賛により,「いいやん」「恥ずかしい,化
粧取りたい」といつた発言がみられるようになり,学生自身が化粧について興
味を持って取り組んでいる様子が観察された。講座終了後も男子学生や男性教
師に会うのを恥ずかしがる様子や「明日化粧してこよう」「化粧落としたくない」
「お母さん見たらびつくりするやろうな」といつた発言がみられた。しかし,
次に行つた際に化粧をしている学生が日立って増えていることはなかった。
【学生からの感謝の言葉】
授業の最後に代表者が講師に向けて,」「えつと,こんな素敵な楽しい時間
を頂いてありがとうございました」学生「ありがとうございました」J「これか
らもずつとあの,お出かけするときにお化粧したいなと思います。きおつけ,
これにて終了,ありがとうございました」と感謝の言葉を述べている。
(7)役員会 (102年生)
講座名 :役員会
日 程 :2013年7月22日(月)
概 要 :①収入・残金の確認をする (会計報告)
(1・2年生)。②意見箱に投書された意見を確認する
③野外活動の予定について確認する。
④オープンキャンパスの内容について確認する。
⑤7月31日の野外活動の予定について確認する。
⑥8月5日の土曜登校について確認する。
【野外活動について】
各班の行き先 0集合場所・解散場所・雨の日の予定の確認を実施した。その
際にAのIJIが当日の集合場所が現地集合に変更になったことをTlに伝える。
さらに,前日に板書で班のみんなにお知らせをしてもいいですか?と相談し,
Tlはいいですよと了承している場面があつた。Aの発言は,班で相談したこと
をTlに伝えるに留まらず,班のリー ダとしてみんなをまとめるためにはどう
したらいいのかを考え,前日に板書を通じてお知らせをするという案を考え出
している。
(8)研究ゼ ミ
講座名 :研究ゼミ (1年生)
日 程 :2013年9月2日 (月)
概 要 :①今まで,エクセル 0ワー ドを使用してきたことを確認する。
②次回の発表会では,パワーポイントを使用し発表することを知る。
③パワーポイントの操作方法について確認する。
④教師がパワーポイントを活用し,プレゼンテーションを実施する。
⑤パソコンルームに移動し,各自で作業を実施する。
【研究ゼミの内容】
自分の興味のある事や好きな事をについて自由にテーマ決定する。内容は,
ファッション (柄の種類)・料理のレシピ・お金 (硬貨)・いいともの出演者・
車 0動物 0ゲゲゲの鬼太郎のキャラクターなど様々である。
(9)就労選択
講座名 :ハー ブ
日 程 :2013年9月2日 (月|)
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概 要 :①質問タイム (染物に関するクイズ)を実施する。
②講師が染物の実演をする。
③2人ずつのペア (学生)を組み,染物を実施する。
【染物クイズ】
講師が染物について勉強することを伝え,「みなさんが,今着ている服は,色
が付いています。白い物にも何か模様がついていますね。この色は,何からで
きて色がついているでしようか?」 と学生に質問する。それに対し,C「分から
ない」複数「木 0植物」D「川」等の答えが返ってくる。次に,講師は石と板
書のヒントを出すと,Dが「石ころ,石油」と答える。講師は,「そうです。石
油から出来ています」と説明する。その後,今回の授業で使用する藍染の布を
提示し,講師「これはなんだと思う?実は,初めに皆が答えてくれた草や木で染
めました。昔の人は,石油を知らなかつたので草木で染めています。今日は,
みなさん昔の人が出した同じ色を出してもらいます」と説明する。学生からは,
「あ―」「木・草」等の驚きの声があがつていた。
【染物の実演】
藍染液の抽出から輪ゴムやヒモを活用し模様付けを行つていた。輪ゴムを何
重にもくくる学生や葉っぱを細かくちぎる作業に没頭している学生まで様々な
姿が見受けられた。どの学生も仲間 (ペア)と協力し,藍染体験を最後までや
り遂げていた。
(10)自治会
講座名 :自治会 (102年生)
日 程 :2013年9月2日 (月)
概 要 :①収入・残金を確認する (会計報告 )。
②前回の土曜登校の振り返りを実施する
③次回の土曜登校の予定を確認する。
④専攻科の集いについて話し合いを実施する。
【専攻科の集いについて】
Tlが専攻科の集いの趣旨を説明し,全体での交流活動の内容を自治会で決定
することを伝える。Tlは,全体の交流会20分間を色んな人が楽しめる活動つ
て何かな?と学生に問いかける。学生からの意見として,E「あのね,例えばダ
ンスもいいし」D「歌」G「人の名前を聞いていく」G「○×クイズとかいいか
も。○×みたいなの作つてやってみたら面白いんじゃないかな。」E「じゃあ,
新喜劇とかは?シナリオはパソコンでみれば」といつた実に様々な意見が出され
る。なかには,実際に行うことが難しいと思われる活動もあるが,Tlはダメと
否定するのではなく本当に集まった150人のみんなで出来るの?楽しめるの?と
いつた問いかけと共に最低限の情報提供を行い, 自治会全体で考えさせる場面
を設けていた。例えば,G「人の名前を聞いて行く」と意見に対して,Tl「人
の名前を聞いていくというのは,どういうことやろうか?100人の名前を聞きま
すか?」 と問いかけている。
(11)青春講座
講座名 :食べる事は,大切 (栄養,カロリー )
日 程 :2013年9月9日 (月)(1年生)
概 要 :①前回の青春講座の内容の振り返りを実施する。
②食べること「食事」についてのイメージを学生に尋ねる。
③三大栄養素について勉強する。
【授業の導入】
Tl「今日は,食べること食事についてやります。食事って聞いて何を思い浮
かべますか?」 と学生に尋ねる。F「カロリー 」G「ソムリエ」H「賞味期限」F
「タンパク」I「お行儀」F「栄養素」J「カルシウム」など様々な意見が出さ
れる。Tl「色々出てきましたね。今出てきましたが,カロリー って何E君?」
E「カロリー 制限」Tl「それつて何?」 E「ダイエットしている人がカロリー 制
限している」Tl「じゃあ,エネルギーって何?エンジンとか?」 といった会話を
繰り返し学生から出たキーワードについて尋ねていく。その後Tl「何か,よく
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聞いたことあるけど何のためのものかよくわからないですよね,ばんやりして
いませんか。それをちょつと勉強して,食べること,脂質やタンパク質などそ
の辺をちょっともう一度学び直して,今自分の身体がどうなっているのかをち
よっと調べられたらなと思つています。」と述べている。上述のことから,食ベ
る (栄養)ことについては,今までの学校生活で習っている事柄であるが, Tl
の問いかけによつて知つているようで案外知らない (説明できない)事がある
と学生に気づかせ,興味・関心をもたせるための導入であったと考えられる。
その後の授業の展開では,三大栄養素について勉強し,適切なカロリー 摂取は
1日に何カロリー かな?といった実生活に結びついた学習を行つていた。
52
第4節 考察
(1)授業内容の特徴
Q施設の参与観察で得られた授業は,「青春講座」「就労選択」「研究ゼミ」「役
員会」「終わりの会」である。各授業の概要と取組内容の特徴を以下に示す。
青春講座で,Tlが「大人に向かつての勉強をする。つまり,知識をつけてい
きましょうという時間です。」と説明していた。学生が社会に出た際に必要とな
る「生活に関わること」や「コミュニケーション」について取り組まれている。
また,「1年生 02年生それぞれの学年の状況や段階に応じて必要な授業内容を
組んでいる。2年後に社会に出て働く際に必要となつてくる課題やスキルを考
え授業内容を設定しています。」と説明された。
就労選択では,ハー ブ・レザー・パソコンの3つの選択肢の中から自分が行
いたいものを選択し取り組んでいた。9月に行われる専攻科の集いに向けての
製品やチラシ作りなどに力を入れていた。また,作業が始まる前に「もう一度
意識してほしいのが,売れるもの,工夫をしつかりしたものなら売れるかなと
思いますので,きれいにとか丁寧にということを少し意識してやりましょう」
という声掛けを行っていた。学生自身が作りたいものを作るだけでなく販売活
動を通じて,自分が作つたものが売れる喜びや根気強く作業に取り組む力や今
後の働く喜びにつながっていくと思われる。
研究ゼミでは,学生自身が設定したテーマについて調べ,ワー ドやエクセル
にまとめる作業を行っていた。自分で調べる・まとめる・伝える力は,今後の
社会生活に必要なスキルである。また, 自分のテーマと向き合った成果として
研究発表会があり,その中での充実感や達成感は本人が1年間続ける中で得ら
れるものである。
役員会では,1年生・2年生の各学年の代表者が集まり,一つ一つの議題に
ついて話し合いが行われている。主な内容として,運営方針や活動内容なども
自治会の話し合いで決定する。役員会のメンバーは,自ら立候補し投票の結果
選ばれた学生達である。
Q施設の取り組みは,福祉施設であるが,授業の始まりと終わりに朝の会と
終わりの会が設定されている。また,利用者のことを学生,支援者のことを先
生と呼んでおり,学校の様なスタイルが取られていた。
(2)教師側の働きかけについて
教師側の働きかけの特徴として,①学生に考えさせる,②自己選択 0自己決
定を促すという2つの特徴がみられた。1つ日の「学生に考えさせる」では,
2013年6月24日の青春講座「人との距離,実験①」において,どの距離も喋
りやすいという学生に対し,Tl「いつもこの距離で?」「この距離が話しやすい
ならいつもこれぐらいの距離でみんなと話したらいいやん」といった問いかけ
を学生との対話の中に盛り込んでいる。教師は常に学生の意見に対して,正解
/不正解や答えを述べるといつた関わりは行われておらず,学生との対話を通
じて学生自身が答えを導き出すような支援が行われていた。自立訓練 (生活訓
練)事業を活用した学びの場で取り組まれている内容は,今までの学校で習っ
てきた数学・国語の授業のように明確な答えがあるわけではない。そのため教
師は,常に学生の自由な発想を引き出しながらも,学生自身に気付きや考えさ
せる場面を設けながら答えを導き出している。
2つ目の「自己選択・自己決定」を促すでは,2013年9月2日「専攻科の集
い」の話し合いにおいて,学生からの意見を引き出すために事例の提示や学生
が発言するまで待つ(沈黙)姿勢が取られていた。学生達から出される自由な発
想に対して,「出来る/出来ない」という線引きを教師が行うのではなく,最低
限の情報提示を行い学生自身が最終的に「実行する/しない」という最終決定
を行つていた。その過程には,教師が間に入り軌道修正を行つているが,教師
が答えを誘導するのではなく,学生自身が自己選択・自己決定できる判断材料
を提供していた。
(3)学生自身の学びについて
学生自身の学びでは,2つの特徴がみられた。①自己選択・自己決定,②折
り合いをつけるといつた2つの特徴がみられた。1つ目の「自己選択・自己決
定」では,2013年7月22日「野外活動について」の話し合いのなかで,Aは
自発的に班で話し合ったことを教師に相談し了承を得ている場面があつた。こ
の様に自己選択 0自己決定し行動するといつた経験は,教師から与えられる学
び以上に意義深いものである。また, 自己選択・自己決定の力は,今後社会で
生きていく上での重要な力となつてくる。
2つ目の折り合いをつけるでは,2013年6月24日「土曜登校」についての
話し合いの中で,金銭面から2つにわけることが難しいという意見が多かった。
しかし,I(発言数が少ない)が2グループに分けることは,「選べる自由性 (で
ある)」 と述べたのを契機に 2グループに分ける話し合いが行われた。以上の
ような他人の意見を受け入れ, 自分の意見を変えるといつた場面は他の活動内
でも見受けられた。参与観察を通じて,必ずしも自分 (利用者)が希望した意
見が通るわけではない。しかし,学生達は自分の意見が通らない場面があつて
も不満を吐露する姿は見受けられなかつた。その一つの理由として,希望 (意
見)を出した人が納得いくまで議論が行われているためだと考えられる。また,
違う話し合いでは自分自身の意見が採用される,自分の意見が否定されないと
いう環境が整っているためだと思われる。
55
第 4章 総合考察
第 1節 自立訓練 (生活訓練)事業を活用 した学びの場のカ リキュ
ラム
自立訓練 (生活訓練)事業を活用 した学びの場では,主に衣 0食・住・
健康 0経済・余暇・就労 。その他に関す る取 り組みが行われてい る。つ
ま り,利用者の 日常生活全般に関わることから余暇・就労な ど今後社会
に出た後に必要 となって くるスキルについて も幅広 く学んでい ること
が分かる。
就労に関す る内容 (調査 I,表2-11)では,喫茶店販売を通 じて ,
C「買い物,デザー ト作 り,コミュニケーシ ョン,食器洗い,洗濯」F
「接待やお金の計算力」を身につけているとい う記述があった。 また ,
(調査 Ⅱ)では,人との適切な距離 (パー ソナルスペース)や化粧 (女
性)について学んでいる。上述のことか ら,「働 く」 ことに関連 した取
組を通 じて,コミュニケーションや身だ しなみなど社会生活 を送 る うえ
で必要 となつて くる力 (スキル)について就労 と関連 させて取 り組まれ
ている。また,自立訓練 (生活訓練)事業を活用 した学びの場で取 り組
まれている内容は,職業訓練校の様に作業の効率をア ップ させるといつ
た技術 を身に付 けさせ る場ではない。む しろ,様々 な就労に関す る講座
や体験活動 を通 じ,利用者 自身の「働 く」意識 を育てること,自分 自身
で進路 を選択す る力を育てる事業であるといえる。
また,就労だけでなく,余暇に関する取 り組みも行われている。この
ことは,B「講師 さんに来て頂き,プログラムを行 う。ジャズダンス ,
陶芸,音楽療法,フラワーア レンジメン ト。」(調査 I,表2-11)とい
う記述か らも明 らかである。余暇に関す る取 り組みは,各施設多岐に渡
つてお り,個人で行 うものか ら集団で行 うものまで様 々である。活動を
通 じて,利用者 自身が余 1隈を楽 しむ力が養われている。余暇 を自分 自身
で作 り出す力を身につけることは,今後の社会生活を豊かに してい くた
めにも必要な学びである。福祉施設 とい う強みを活か し,日常か ら就労
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に結び付いた体験や利用者の生活の幅 を広げるための余暇の取組 が行
われている。
さらに,自立訓練 (生活訓練)事業を活用 した学びの場の特徴 として
0「絶対的に決まっているあた りまえの上限,線引きと言 うものが在 り
ます。例 えば,予算 0時間・場所など,入学当初はこれ らの情報をこち
らか ら提示 しますが,少しずつ段階的に良い意味での『 丸投 げ』を増や
していきます。」(調査 I,表2-10)とい う記述に見 られるよ うに,日々
の活動の中で話 し合いや 自己選択・自己決定の場が重視 されてい ること
が挙げ られ る。同様の記述は,他の機関か らも寄せ られてお り,この点
を充実 させてい くことが期待 されている。
以上のことか ら,自立訓練 (生活司1練)事業を活用 した学びの場では ,
学校のように知識 を教 える場ではなく,実生活 に結び付いた学びの場で
あ り,就労に関連 したスキルや 自ら余暇を楽 しむスキル,その他の実生
活 を送 る うえで必要 となるスキルに関す る取組が行われている。
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第 2節 利用者 にとつての自立訓練 (生活訓練)事業を活用 した学びの
場
利用者の入学前 (入所前)と入学後 (入所後)の変化 (調査 I,図2-
5)では,「人に臆することなく接することができるようになった」「自
分に対す る自信が高まった」といつた自己の内面的変化に関する意見が
み られた。
また,調査 Ⅱでは,①折 り合いをつける② 自分で考えて行動す るとい
つた場面が見受 けられた。1つ目の 「折 り合いをつける」では,自治会
活動の中で「土曜登校 を 2グループに分けてほ しい」とい う意見の際に ,
金銭面か ら2つに分けることが難 しいとい う意見が多 く話 し合いは難
航 していた。支援者が分けることによるメリッ トは何かな?と学生に尋
ねた際に,Iが選べる自由性だ と答 えたのを契機に周囲の学生の考え方
が変わる。お金がかかるか ら難 しいと述べていた Fも「それがなかつ
た ら終わ りやな」A「無理かもしれませんが,2つとい うことも一応不
可能ではないかな」 とい うように Iの発言を受 け,F・Aの考え方が変
わつている。その後の発言でもAは「ただ,難しいだけだ とちょつと
理由としてやっぱ り分か りにくいです し」と述べてお り,みんなが納得
するような理由を明確にした話 し合いを行わなければいけないとい う
気付きが生まれている。
2つ日の「自分で考えて行動す る」では,自治会活動の際にAが自発
的に発言 している場面がみ られた。野外活動の 日程や 当日の行動 を自治
会で確認 している際に,Aが班を代表 しTlに相談 している。Aの班は ,
当 日の集合場所が施設の最寄 り駅ではなく,現地集合 になつたため同じ
グループの人に確認のためにお知 らせ をしてもいいか とTlに尋ねる。
それに対 し,Tlはいいです よと述べ,Aは礼を述べている会話である。
その他の授業の会話記録においても,支援者が利用者 に対 して「否定/
指示」す る場面はあま り見受けられず利用者の活動を見守ってい るとい
う様子であつた。利用者にとつて,自己選択 0自己決定 し行動す るとい
う経験は,おそ らく今まで少なかったと思われ る。自己選択・自己決定
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することにより,失敗 も成功 も同 じぐらいにす るが,その経験は支援者
に与えられた受 け身の学びでは得 られない達成感や充実感が得 られる
のではないだろ うか。もちろん,利用者主体 といっても方向性や不可能
なことに関 しては,その都度支援者が間に入 り,軌道修正を行 う必要が
ある。
こうした内面的諸力の形成・育成の必要性について,当事者 0保護者
はどう捉 えているのであろうか。本研究で対象 とした Q施設ではない施
設の利用者 と特別支援学校専攻科の保護者の感想が紹介 された資料が
あつてので少 し長いが以下に引用 してい くことにす る。
【当事者の声】
私は,3年前に養護学校 を卒業 し,いまは,作業所で働 きなが ら,週
に 1回ポポロのヤングクラスに通つています。高等部 を卒業 して作業所
に行ってがんばろ うと思っていたけれ ど,自分が何をしたいのか分から
なくて,お休みの 日も,どこに行つた らいいのかわか らな くて,何か違
う,こんなんでいいのかな?とすっきりしなくて,ヤンクラに通い始め
ま した。 (中略)作業所に行って,何か違 う…こんなんでいいのかな?
とすつき りしなかったのは,もつと勉強 していろいろ知 りたいことがい
つぱいある,もつと自分を知って 自分を好きになりたい,自分の ことは
自分でちゃん と考えたい,そんな気持ちがあつたか らだろ うな,と最近
になって気づきま した29)。
【保護者の声】
A:高3にな り周囲は就労に向けて実習へ行き始めま したが,息子はな
かなか「働 く」とい う気持ちになれず,何に対 しても「わからない ,
わか らない」と逃げて しま う自分を変えたいと,専攻科への進学を
決めま した。現在,親か ら離れて大阪市内も通勤寮で生活 していま
すが,自己決定す る力が少 しずつついてきたことや,友達や周 りの
B:
人 との関わ り方においても柔軟に 自分 をコン トロール できるよう
になったのは,専攻科で先生や仲間 とつちかつた 2年間の経験があ
つたか らだ と確信 しています。
仲間 と楽 しみ,いろんなことを経験できる学生生活がもつと過 ごせ
た ら…。それが専攻科への進学を希望 した大きな理由で した。や し
ま学園の専攻科での 2年間は本当に短いもので したが,その 2年間
を楽 しく過 ごせただけでも充分,行つたかいがあった と思つていま
す 。そ して卒業 した今でも,学生時代にできた仲間とのつなが りを
大切に して,交流を続けていることは,これか らの生活で心強いこ
とだ と思つています。
卒業後の進路を考えた時,「18歳で社会へ出て働 くのはまだ早すぎ
る,青年時代で しか味わえないような楽 しい経験 をもつ といつぱい
させてあげたい」 とい う思いがふ くらみ,「専攻科を考 える会」で
活動を始めました。息子 も一緒に参加する中で,自然に専攻科へ行
くことを決めや しま学園の専攻科に入学 しました。バス と電車を乗
り継いでの通学,みんなで話 し合って決める文化祭や卒業旅行など ,
自分で考え実行す る機会が増 え社会性が広が りま した 30)。
以上の記述か らも分かるように,青年期の学びの場 を通 じて自己決定
す る力,コミュニケーシ ョンカ,自分で考え行動す る力な どの自己の内
面的変化を促す ことが示唆 された。さらに,専攻科で学んだスキルや仲
間との繋が りは,専攻科終了後も本人が生活 してい く上での力になって
いる。このように挙げられている特徴は,Q施設の参与観察でも見 られ
たことであ り,高等部卒業後の学び (余暇)の場の重要性について示さ
れた。また,保護者の声か らも分かるよ うに専攻科で も柔軟 なカ リキュ
ラムが展開されていることが確認できた。このことか ら,自立訓練 (生
活訓練)事業を活用 した学びの場の取 り組みが専攻科の枠組みで行 える
可能性 も示 された。
C:
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第 3節 自立訓練 (生活訓練)事業を活用 した学びの場を支 える支援者
支援者の現有資格 (調査 I,図2-2)は,教員免許 (14施設),介
護福祉士 (6施設),社会福祉士・精神保健福祉士 (3施設)等の免許を
所有 しているとの回答が示 された。また,様々 な分野に特化 した専門性
を持った支援者が配置 されていることはもちろんのことであるが,支援
者側の姿勢 (考え方)も利用者の学びを支える大きな役割を果た してい
る。自立訓練 (生活訓練)事業を活用 した学びの場を創設 した第一人者
である小畑 (2011)31)は,実践 (学校)を通 じて①青年が求めるもの
を教育内容に,②集団 と連帯 と感動を大切に,③自己肯定感 を持てるよ
うに,④失敗 して考える力を,'⑤友達を通 して 自分を観 る,⑥自己選択
の力を,⑦主体性 を育てるをキー ワー ドに障害者の学びを支援 している
と述べている。今回の調査でも,調査 I(表2-15)D「自分の持つて
いる能力に過信す ることなく,利用者 とどれだけ向き合い考 えや思いを
どんな形で表現できるよ うにす るか。支援者が指針 を出すのではなく,
利用者 の考えをひきだせ る状況づ くりがいかにできるか。そ して,それ
をどう受け止めることができるのかではないか と思います。」とい う意
見が得 られた。
調査 Ⅱでは,①利用者に考えさせ る,②利用者 自身が自己選択・自己
決定す るように促す といつた特徴がみ られた。1つ目の「利用者 に考え
させ る」では,青春講座で人 との距離について勉強す る際に,話す内容
に関連 させ 2人の距離が定まって くることを理解 させ ようとしている。
2つ日の 「利用者 自身が 自己選択・ 自己決定する」では,専攻科の
集い (全体活動のプログラム内容)についてである。話 し合いの中で ,
150人以上が楽 しめるプログラムについての話 し合いの際に,非現実的
な提案 を除いて,実質的なレベルでの話 し合いが行われるよ うに導いて
いる。
上述のことか ら,利用者の答えが出てから批判0否定するのではなく ,
選択肢の中か ら考えを展開させ るように助言を行っている。つま り,選
択肢 を示す ことにより,現実的な回答を得 ることができ学生たちにとつ
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ても実現可能な方策を採用することができる。最初は,学生側の 自由な
発想で話 し合いを行わせた としても,最終段階では実質的な活動へ繋げ
てい くための方策を示す ことがポイン トといえる。
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第 4節 自立訓練 (生活 訓練)事業 を活 用 した学 び の場 の意 義 と今 後 の
課題
自立訓練(生活訓練)事業を活用 した学びの場の第一人者の榎本(2011)
32)は,「フォ レスクールで身につける『働 く』ための力 とは, 日に見
えるスキルアップではあ りません。その前に,青春を大いに楽 しみ,仲
間 との関わ りの中で 自分を見つけ,新しい 自分をつ くってい くとい う,
内面を豊かにし,次へ とつなげてい く橋渡 しの役割 を担っている。」と
述べている。
自立訓練(生活訓練)事業を活用 した学びの場は,今後の人生を送 る中
で必要 とされ る,就労 と向き合 う力や余 1限を含 めて豊かな人生を送 るた
めに必要 となるスキルを学ぶ場であるといえる。本研究を通 じて,自立
訓練 (生活訓練)事業を活用 した学びの場では,障害者が 自分の思いや
意見を表現する力,人の接 し方など,日に見えない力を伸ばす支援が行
われていることが実証 された。このことか ら自立訓練 (生活訓練)事業
を活用 した学びの場は,障害者が生きてい くためのスキルを育てるだけ
でなく,内面を豊かにす るうえでも非常に意義があると考 えられ る。
その一方で,事業所の課題 として「進路選択」「財政面」「制度基盤面
等の安定性」(調査 I,図2-7)の課題が挙げ られている。まず 1つ目
の 「進路選択」では,2年目04年目卒業後 (修了後)の進路を課題に
挙げている。自立訓練 (生活訓練)事業を活用 した学びの場 は,高等部
卒業後の受け皿であ り,次へのステ ップア ップヘ繋げて行 く橋渡 しの機
能が求められている。自立訓練 (生活訓練)事業を活用 した学びの場を
卒業後 (修了後),利用者 自身が どういった就職先に進むのか,2年間 0
4年間の学びが どう生か されてい くのかについて今後の調査で明 らか
にしていかねばならない課題である。 さらに,2年間 04年間学んで終
了ではなく,学んだことを継続 し発揮できる環境や場が今後求め られて
くると思われる。
2つ自の 「財政面」では,自立訓練 (生活訓練)事業を活用 した学び
の場の通所にかかわる本人負担費用は,自立支援法に定め られている 1
割負担の利用料がかかる。それ以外のお金は,市より助成 されてお り,
給食代 7000円,活動費 2000円が支払われている。また,社会福祉法
人に入 る報酬は,年間 1200万円で経営はギ リギリである 33)。施設ヘ
の増額はないが,職員 を確保するための人件費は,毎年値上が りしてい
く。そのため,経営は年を追 うごとに圧迫 されていることが予想 される。
3つ目の 「制度基盤面の安定性」では,福祉制度の事業で行われてい
るため,事業廃止への不安や教育制度に比べると事業費が低い34)とぃ
つた課題が存在す る。そ ういつたなかで,教育の枠組みのなかで 「専攻
科」を実現する課題 も意識 され始めている。現在設置 されている専攻科
の取 り組み内容 は,卒業後の地域生活 も視野に入れ,集団生活を中心に
自分の趣味や余暇を充実 させ る講座や,集団生活を学ぶ授業 を中心に据
えている35)。上述のように専攻科で取 り組まれている内容は,小・中・
高に比べ,現在の福祉事業で取 り組まれている内容 と同等に柔軟なカ リ
キュラムが組まれている。そのため,福祉事業で取 り組まれてい る内容
を教育の枠組み (専攻科)で行 うことにより,上記の制度基盤面等の安
定性や財政面の不安は払拭 される。しか し,小畑 (2011)36)は,特別
支援学校が現在職業訓練校化 している点を挙げ,このような現状のもと
で,たとえ専攻科が設置 されても,就職 を目指 した教育内容 になってし
ま うことが危惧 されると指摘 している。そのため,二概に自立訓練 (生
活訓練)事業を活用 した学びの場の取 り組みを教育制度に切 り替えるこ
とは,現在は難 しい と思われる。青年期の学びを支える重要 な機 関とし
て,今後慎重に議論 されていかねばならない課題である。
以上の意義 と課題を踏まえ,自立訓練 (生活訓練)事業を活用 した学
びの場の今後の方向性を考察することで,本研究を閉 じたい。保護者の
声 として「障害のない青年のように青春時代を思いっき り楽 しませたい ,
もつとゆっくり学ばせたい とは思つているけど,反面,若い『旬』のこ
の時期に就労 しない といけない,間に合わないのでは…・と追い立てら
れ,焦りもあるんです」37)とぃった声が挙がつてい る。自立訓練 (生
活訓練)事業を活用 した学びの場の意義や重要性が世間に広 く理解 され
受け入れ られるよう,今後 自立訓練(生活訓練)事業を活用 した学びの場
の取 り組み内容や成果を社会に広めてい く必要性がある。そ して,社会
の中で障害者 も学ぶ環境が当た り前のこととな り,一つの選択肢 として
位置づけられることが望まれる。
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資料
調査I:質問紙調査
・依頼文 (学園長・施設長)
・「知的障害者の地域における生涯学習の実施状況と課題に関するアンケー ト」
にっいての質問紙   `
調査Ⅱ:授業の会話記録
0逐語録 (計11回)
平成25年8月吉日
兵庫教育大学特別支援教育専攻
修士課程 棟上彩香
教授 (指導教員)河相善雄
知的障害者の地域における生涯学習の実施状況と
課題に関するアンケートについてのお願い
拝啓 猛暑の候、ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。
私は現在修士課程において、「知的障害者の地域における生涯学習について」
研究をしてお ります。従来から知的障害者の地域における学びの場 として、障
害者青年学級、オープンカレッジ等があります。そして、最近では新しい取 り
組みとして、福祉事業型の 「学びの場」が立ち上げられています。現在、知的
障害者の学びの場や支援方法に関する研究は多く行われていますが、新しく取
り組まれている福祉事業型の学びの場に関する研究は、まだ少なぃようです。
そこで、本研究では全国の学びの作業所において、どのような取組が行われて
いるのか、内容や方法について把握することを目的としています。
このアンケー トにご記入いただいた回答や内容については秘密を厳守し、研
究 目的以外に使用することはありません。また、回答結果は数値化 した後、統
計的に処理 され、個人や施設が特定されることはありません。ご回答いただい
たアンケー トは、すべて研究終了後、確実に処分致 します。
この調査について、ご不明点やご質問がありましたら、お手数ではございま
すが下記にお問い合わせ下さい。なにとぞ本調査の趣旨をご理解の うえ、ご協
力くださいますようお願い申し上げます。
敬具
【問い合わせ先】
〒673-1415  兵庫県加東市下久米942-1
兵庫教育大学大学院特別支援教育専攻
障害科学コース 棟上 彩香
e‐mail:m1211810hyogo―u.acojp
指導教員 :兵庫教育大学特別支援教育専攻
教授 河相 善雄
知的障害者の地域における生涯学習の実施状況と課題についての調査
兵庫教育大学大学院特別支援教育専攻
修士課程2年 棟上彩香
指導教員 教授 河相善雄
【調査者連絡先】
〒673-1415 兵庫県加東市下久米92-1
兵庫教育大学学生寄宿舎4号棟207号室
e‐male:m12118h(⊇hyogo¨u.ac.jp
該当するものを選び ( )に/をつけてください。
間1 あなたの事業所は、
[
何年に開所されましたか。
年 ]
問2 事業所を立ち上げられた動機について記入して下さい。
問3
間4
職員の人数を記入して下さい。
A 常勤  [    人]
B 非常勤 [    人]
職員の方が取得されている資格についてお聞きします。該当するもの全て選んでください。
A( )教員免許
B( )社会福祉士
C( )介護福祉士
D( )精神保健福祉士
E( )臨床心理士
F( )看護師
G( )その他 [
X理玉ヨになつている質問については、
X巨≡ヨになつている質問については、[ ]または□の欄ヒ回答を書き込んでください。
差支えがなければ、
事業所名 [
代表者名[
1.事業所の概要についてお尋ねします。
事業所名と代表者名をご記入ください。
]
]
あなたの施設で利用者の方に身に付けさせたい力についてお尋ねします。重要と思われるもの3つ
まで選んで下さい。
A( )生活の基礎をつくる (健康管理、食生活、セルフケア、時間管理、安全コ危機管理等)
B( )自分の生活をつくる (金銭管理、住居、掃除口整理、買い物、衣類管理等)
C( )自分らしく生きる (自己認識、障害理解、コミュニケー ション、男女交際等)
D( )社会参加する (情報、外出、働く、余暇、社会参加等)
E( )自分の権利を活かす (福祉制度、施言け ―ビス、地域サー ビス、権利擁護等)
F( )その他
問6 あなたの事業所の在籍年数は何年制ですか。該当するものを1つ選んで下さい。
( )1年制
( )2年制
( )3年制
( )4年制
( )その他[      鋼
問7 差支えなければ、利用者の方が負担する費用がありましたら記入して下さい。
(個人負担額が条件により段階がある場合は基準も記入して下さい)
問5
I.利用者の方のことについてお尋ねします。
間1 在籍しておられる方は、何人ですか。
[男性    人 女1生
間2 在籍しておられる方の年齢について記入して下さい。
A 10代 [    人]
B 20代 [     人]
C 30代 [     人]
D その他[
?
?
?
?
?
人]
2
問3 利用者の方の障害種について該当する人数を記入して下さい。(重複していてもかまいません)
A 視覚障害者
B 聴覚障害者
C 肢体不自由者
D 知的障害者
E 発達障害者
F 精神障害者
G その他
?
?
?
?
?
?
間4 利用者の方々が受けておられる療育手帳・身体障害者手帳の等級について記入して下さい。
<療育手帳>
AまたはAl[     人]
A2    [     人]
Bl    [    人]
B2     [     人]
<身体障害者手帳>
1級[    人]
2級[    人]
3級[    人]
4級[    人]
5級[ ~  人]
6級[    人]
7級[    人]
間5 入学前 (入所前)と入学後 (入所後)において、利用者の方の心理面・行動面の変化についてお尋
ねします。特に変化したと思われるものを3つまで選んで下さい。
新しい知識や社会への関心が高まった
自分の生活を見直し改善する意欲が高まつた
仕事への関心が高まつた
友達との付き合いや、交際が広がった
趣味に打ち込めることを見つけるきつかけになつた
話したり書いたりすることが上手になった
人に臆することなく接することができるようになつた
自分に対する自信が高まった
ものの見方、考え方がしつかりしてきた
責任感力淘螢くなつた
家族 (親)や世話人からの独立心力淘童くなつた
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
3
間6 利用者の方が自己選択・自己決定できる範囲 (内容)は、どのように決めていますか。
例)外出の範囲や費用等で決めている
Ⅲ 取り組まれている内容についてお聞きします。
間1 講座内容についてお聞きします。該当するものを全て選んで下さい。
A( )教養講座 (礼儀・エチケットロ男女交際口健康)
B( )スポーツ
C( )レクリエーション
D( )旅行
E( )調理口食事作法
F( )パソコン
G( )芸術
H( )その他 特色ある取り組みや工夫されている点がありましたら教えて下さい
間2 講座の実施者についてお尋ねします。頻度の高し瑚贋に番号をご記入下さい。
A 施設の職員 (   )
B 地域住民  (  )
C 外部講師  (   )
D 保護者   (   )
E その他
4
間3 卒業後の進路についてお聞きします。多い順に番号をご記入下さい。
A 一般就労
B 福祉就労
C 共同作業所
D 訓練施設
E 生活施設
F 家庭
G その他
間4 卒業後のフォロー アウプについてお尋ねします。実施されている場合、どのように実施されている
でしょうか。実施されていない場合でも今後取り組むご予定やお考え等ありましたらご記入下さい。
あなたの事業所の課題についてお聞きします。
問1 困難な点についてお聞きします。該当するものを3つまで選んでください。
A( )財政面
B( )学習内容
C( )学習内容の評価
D( )外部講師との連携
E( )進路開拓
F( )地域住民との調和
G( )研修 (指導員の専門性の確保)
H( )人材不足 け旨導員)
I( )利用者の確保
」 ( )社会的認知度
k( )制度基盤面等の安定性
L( )その他
5
間2 職員の方の備えるべき資質や能力についてどのように考えられておられますか。
間3 最後に、障害者の学びの場の社会的意義に関して何かご意見がありましたら、
お書き下さい。
これで、アンケートは終了です。ご協力ありがとうございました。
<資料送付のお願い>
バンフレットやカリキュラムがありましたら、同封
して頂きたく存じます。よろしくお願い致します。
6
(1)2013年6月24日
Tl「じゃあ,男と男やつたらこんな風に喋つてもいい」
Tl「これぐらいじゃないとダメ?」
Tl「10mぐらしゝ C君とひそひそ話これぐらい」
Tl「そうかな。それじやあ,実際に何mttmがどれくらい
の,例えばC君と先生が20 cm」
Tl「めっちゃ近いよね」
Tl「どれぐらい力ヽ いヽ?」
Tl「腕一本分つてどれぐらい。自分が人と話していて,こ
う近いと嫌な気がしますよね」
Tl「遠くてもちょつと喋りにくいですよ力劉
Tl「E君と喋るにも遠いよね」
Tl「そういう距離,ちょうどいい距離を今日は測つてみよ
うかなと思います。で,えつと今からパソコンに色々
出してやりますけど書くもの用意してください」
Tl賂前をまず書いてくれます。えつとざつと見てもらっ
たら無意識のうちに他人人との間に距離を取り快適な
,空間をとろうとするこの空間のことをと問題みたいに
書いていますもこの下には何cmから何cmって書いてい
ます。今から前のスライドに色々でてきます。それで
書いてもらってつかんでもらおうかなと思います。人
との距離は, どれぐらいがいいのかなというのを知つ
てもらいたいと思います。その下に実験1つて書いて
います。実際にメジャーを使つてこの長さどんな感じ
がするか人と人の間」
Tl「そうそう,その恥ずかしいとかいう気持ちとかちょつ
と遠すぎてなんか話しづらいなとかそういう気持ちを
ここに書いて欲しいなと思いますし実験2っていうの
は,段々 近づいて人と違和感,そういつた恥ずかしい
とかなんかちょっと嫌な感じがするというのをちょつ
と測つてみようかなと思います。そういうプリントで
す。まずは,前を向いてもらつてやりましょう。えっ
と電気を消してもらつてはい, じやあ女台めたいと思い
ます。他人との距離ということで人との距離をテーマ
に青春講座をやりたいと思います。今,ペンを置いて
もらって前を向いて下さい」
Tl「みんなは人との距離っていうのを考えたことあります
か,さつきもC君との距離が近かつたね。それでは,
会話がしにくいよね」
Tl「汗かいていますよね」
A「いやいやいや,あかん」
B 「lmぐらい離れないと」
A「もつと」
B「いや-lmぐらいじゃない」
A「あかんやん」
A「気持ち悪い」
Bありえへん,おかしい
D「腕一本分」
微   「はい」
複数「はい」
F「そうです」
C町ば かしい」
表5-1 青春講座
移理女「はい」
Tl
Tl
Tl
Tl
Tl
Tl
Tl
Tl
Tl
「C君が言つてくれたように近すぎるとちょつと恥ずか
しいという感覚気持ちがあるつていうのは誰でもちょ
つと近いと離れたいなつて見えないけど空間を持つて
いるんです。みんな,見えないけどあつこれちょつと
遠かなって,これが近いの力ちそういうのを今日は勉
強します」
「まずは,まだ仲良くない人つていうのがいたとして,
急に近づかれると思わず離れたくなるのみんなわかり
ますか?」
「知らない人が近づいてきたら, うん,なんやなんやつ
て思つたりしますよね」
「人間には,そういう本能があるそうです。例えヤ£ Tl
が出て来てここに立っていますと怖い人がこうやつて
近づいてきたら」
「ビビる, ビビッて,離れちやうよね。そういうのみな
さんわかります力可
「みんなわかる?」
「電車のシートに座る時もガラガラやのにいきなり知ら
ん人が隣に座ったらなんか嫌な感じがしますよれ
「ちょつと離れて座って欲しいなつて思いますよね」
「そうそう。そういう本能があるそうです。人との距離
をとって欲しし、男1に電車のシートは自分のものでも
ないですけどなんかちょつと嫌な感じしますよ矛礼 そ
れつて,嫌がろう嫌がろうつて思つているわけじやな
くて来たらなんか勝手に思いますよね。あっ,恥ずか
しいとかなんやおうちょつと嫌やなつて無意識勝手に
起こる感情です。それでプリントの1番最初にでて来
ている文章無意識のうちに人との間に距離をとつて快
適な空間ちょうどいい空間をね保とうとします。せそ
の空間,見えないんですけど空間のことをパーソナル
スペースと呼びます。それぞれ書いてくれます力可
「みえませんよ力礼 みんなあるそうです,先生も持って
います。Gさんも持つていますし,T2も,H君にもI
君にもあります。みんな持つています。見えないです
よね」
「自分の身体の間に線が引いているわけじゃないですよ
力亀 例えば,この仮面ライダーのパーソナルスペース
をかいたとしたらこんなんだろう。みんなにもこうい
うスペースが」
「見えないけど,こんな空間を持つているのかなつて。
これイメージれ
「パーソナルスペースってじやあ,初めて聞きました
か ?」
Tl
Tl
複数「うん」
複数「あ―」
A「ビビる」
複数「はい,わかります」
微   「はい」
A「なる」
B「なんやねん」
複数「はい」
D「俺にもこんな感じであるんだ」
複数「初めて」
A「俺聞いたことある」
Tl「パーソナルスペースについて説明します。まず,一番
最初0～75 clllこれつてどれぐらいやろ?0つていうのは?
くっつきますよね,友達とくつついて話する?」
Tl「普通話しないです力劉
Tl「気持ち悪いですよね,逆に75 cll1 75 clllってこれぐらい
です」
Tl「75 clll,これはねあのパーソナルスペースつていうのを
発見した博士がいて,これぐらいの距離はこういう人
がとる距離だろうと言つています。O clllから75 cmつて
いうのは」
Tl「まず,恋人または家族とか」
Tl「ものすごく親しい人それ書いてもらえます力Ъ初めの
所に」
Tl「お嫁さんは家族に入るよ」
Tl「はい,もう一つはどちらかが相手に触れるぐらいの距
的
Tl「75 cmまでっていうのは, とりあえず先生とT2が75
clllの距離をとったとしたら。これが今75血離れていま
す。T2も触れます,先生も触れますよね。片方の人が
手を出したら触れる蹴 それが75 clllぐらい腕2本分
ぐらい」
Tl「他人がこの距離 75 cmまでにいると無意識の間に不愉
l央あとは緊張します。これは,人間みんな,逆に言う
と自分が他の人の75 cmの前に立ったり75 clllよりも前
に近寄ると緊張します。ちょつと嫌だなという気持ち
が生まれます」
Tl「逃げちゃいたくなるかもしれませんれ
Tl「初めに書いたやつと同じようにね恋人とか夫婦家族以
外の人がこの距離に入るとあいつらなんかlXiしいなと
かなんか近すぎてちょつと気持ち悪いなつていうよう
な特別な関係なんじゃないかと思われることがありま
す。むやみやたらに75 cmよりも近づくとCくんと先
生は何か特別な関係があるんじゃないかつて」
Tl「ヤバいと思うよれ
Tl「ヤバいと思う人がいるかもしれませんね」
Tl「急に近づいたらビックリするやろ」
Tl「それが,C君のパーソナルスペースに入つていつたん
ですれ
Tl「ものすごく仲良い人との距離と思つて下さい」
Tl「まず,初めて会つた人がここまで近づいてはあまり来
ないですよね」
Tl「来ないですよ力劉
複数「ない」
A「気持ち悪い」
B「だいたいそれぐらいで喋ることある」
A「あつ,それなんか言つていたな」
B「親戚のおばちゃんと力可
D「恋人とか家族とか嫁とかは」
D「どういうこと」
A「でも,あんまり触りすぎたらセクハラや
しね」
A「逃げる」
A「先生それヤバい方向になつている」
D「思いました」
A「先生男同士やん」
A「先生そういう趣味があるんかと思う」
C「びつくりした」
C「なんか嫌」
A「あら―」
A「チンピラ以外」
Tl「これは,相手の人も同じことなんだけど勝手にねあま
り入れないようにするので知らない人と力Ъ先生とK
君は知つているからまだ大丈夫でうけど先生がもし初
対面だつたらドキドキするよれ
Tl「逃げちゃう」
Tl「みんな朝満員電車乗つています力」
Tl「知らん人とこう,あたつたりとかしていますよね」
Tl「あれは,なんか嬉しいです力」
Tl「嬉しくないよね,でもぎゅうぎゆうやからしょうがな
いのはしょうがないよねЭぶつかつてきたりして, し
ょうがないんだけどなんか嫌だなって思うのは,パー
ソナル スペース」
Tl「そうそうそう。パーソナルスペースの中に他人が入つ
て来ているからまさにこれですね不愉快で緊張する。
そういう気持ちが生まれるから満員電車は嫌ですね」
Tl「他の人もねぶつかろうと思つてぶつかっているわけじ
ゃなくてみんなぎゅうぎゅうやからしょうがないんだ
けど嫌だなつていう気持ちが生まれます」
Tl「帰りはね3時ぐらいは空いているかな」
Tl「だいたいわかった。 lm以下つていうのは,むつちゃ
仲良い人,しかも家族と力可
Tl「本当に親しい人,恋人とかね」
Tl「隣のおばちゃんと自分家のお父さんお母さんは」
Tl「ちょっと違うからね,家族というのとはもちろん先生
も大学のもおのすごく仲良しつて言える人居ますけ
ど,そう人でもあんまり近づかないよね」
Tl「まず0～75について確認しました」
Tl「エヴァあるよ力礼 あれもパーソナルスペースのイメー
ジかもしれないね。手が入つて来ているよね。だんだ
ん自分のパーソナルスペースが侵されている。だから
嫌な気持ちになつているかも知れないれ 5号機がか
もしれません」
Tl「じゃあ,次は75 cm～120 clllぐらいまで」
Tl「そうそうそう。l m20つていうのは,」
Tlこれぐらいの長さになります。
Tl「先生の腕の長さぐらいかな,120 clllはこれぐらいやな。
この長さつていうのは,相手の気持ちの変化等を表晴
を通して知ることができる距離」
A「逃げるんちゃう」
F「たまにある」
D「満員電車はよくありますよ」
F「あたったりあてられたりする」
複数「蜘
F「最悪つて思う
D「全員辛いと思う」
複数「全員が」
F「行は,混んでいるけど帰りは空いている」
D「8時ぐらいにたまに乗つたら満員電車や
けど」
D「親しいノЧ
A「隣のおばちゃんとは俺仲が良い,良く韓
国料理作つてくれる」
A「仲良し」       ′
A「えつ」
D 「lrn 2 0cm」
D「身長ぐらいじゃなし、 月ヽ学生の」
D「腕の長さ」
D「相手の気持ち」
Tl
Tl
Tl
Tl
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
「ちょっと難しいオ、 もちろん表情だけでは全部人の気
持ちなんか分かりませんけどだいたいこれぐらいの距
離は知りやすい,表情の変化が見やすい距離かなと思
います」
「次,友だちや先輩,後輩同士で離れる距離,用いる距
離。用いるつて難しいな。友達とかお話しする時にお
互いにちょうどいいと感じるぐらい,むしろ嫌だなと
かなんかちょっと不愉快だなと感じにくい場合」
「まぁ,先輩にあたるんかな,イメージは力亀 遊戯王の
龍で表すとこれぐらい。青昌ってこれぐらい離れますよ
れ 例え|£ K君と先生の距離は,109 cm離れていま
す。だいたい遊戯王のカードゲームする時これぐらい」
「あれは,ものすごく離れていますよね」
「モンスターが出てきたりするよね。あれは,ちょつと
違うかな。自分がデュエルのカードゲームする時かな」
「そうかな」
「まぁ,みんなカードゲームと力」
「する時これぐらいの距離かな,あとDSの通信とかか
な,離れても出来るしれ
「だいたいカードゲームしましょうかつてなつたら勝手
にこれぐらいの距離をみんなつくつています。だいた
いね」
「例えば,こんな近くでカードゲームしようかって」
「ないですよね」
「これは, 自分達がパーソナルスペースであんまり近づ
いてほしくないなみたいなのを自分達で勝手に調節し
ている,脚 で力、 だいたい,班勘翠できたかな」
「もうちょっと離れた距離で話す時もありますよね。こ
れぐらいですね,今110とか20と力■120から210」
「うん。2m10まで伸びました。身長よりも長いですよ
ね」
「今,まだみんなお仕事していませんがお仕事する時に
お仕事の仲間同士っていう距離はごれぐらいになるの
かなつて。それとか,初めてあつた人と話す距離やっ
ぱり初めて会つた人とは,どうもはじめましてってこ
んな近いことあんまりないですよね。やっぱりこれぐ
らい離れて210いったら遠いな。でも,まぁちょつと
挨拶してだんだんどうもどうもつてこういうものなん
ですよつて120ぐらい。これぐらいがいいのかなつて
思います。ずっとこの距離を保つているわけじやなく
てだんだん仲良くなつてきたら,もう少し近づいて相
手の人と近づきます。もう少し近づきたくなる」
?
?
?
?
?
Tl
Tl
Tl
?
?
?
?
?
?
D「表情を通して」
D「先生はどんな距離です力可
「じゃあ,ほんとの遊戯正のバ トルもそれ
ぐらい」
「モンスターが出てくる」
「俺たまに一人遊戯王するで」
「先生らと喋る時もそれぐらい」
「離れすぎても聞こえない時がある」
「します」
「遠く離れても通信できる」
「ならない」
「それはない」
D 「2メー トル 10」
A「チェ0ホンマンみたい」
?
?
Tl「まぁ,途中の人もいますがじゃあ人とね,話す時は一
定の距離をパーソナルスペースがあって,ちょつと距
離を取りたくなる。逆に遠すぎるとちょつと知りたい
ので近づきたくなる。そういう本能が人間にはあるら
しし■ まぁ,それは実際に何cm,何蠅つてやつていき
ましたけどここで実験 1」
Tl「に移りたいと思います。さつき言つたように人との距
離を測つて実際に体感してみましょう。じゃあ,L君
ここにメジャーがあります。今ちょつとT3に何本か
メジャーを持ってきてもらいますので,同じ同性の人
男やったら男,女やつたら女の人で周りの人とCtt clll
②75 m③120錮④210cm⑤360clllつていいうことで人と
の距離を測つて45 clllは例えば恥ずかしいなとかすご
い嫌な感じするなとか360は,例えば75 clllもこれでも
ちよつと恥ずかしいなつて思う人がいるかも知れませ
ん」
Tl「うん,測つてみないとわからないよれ 120 clllこれぐ
らいがちょうどいいなとハ 嫌僕はもう少し離れたい
なとか,もうちょつと近くてもいいかなとか,そうい
う感じたことをねここに書いていつてほしいなと思い
ます。で,女性は女性で座ってほしいので,ここの3
人席を替わってくださしヽ プリントとペンを持って,
女の子ここの前の席に移動してください。A tt C ttD
君立ってこっち行こう力、 ちょつと,メジャーが3つ
しかないの対瞑番にやつていきますけれ ①番から⑤
番までじゃあ,この辺でやります力」
(ペアを組んでいく)
Tl「見ていてくださいね,もつと近くもつと近く,もつと
近く,はしゝ これが45 clIIです。みんな見てね」
Tl「今,D君どんな気持ちですか」
Tl「A君どんな感じ」
Tl「じゃあ,45 cmって書いて,少し緊張すると書いて下さ
い。そつちの女の子も同じようにやりましょうか」
(実践中)
Tl「で, 日を合わせてみてください」
Tl「どうやった」
Tl「はし、 じゃあE君とF君,日を合わせて。なんかどう
です力、 ないの全然」
Tl「じゃあ,G君とH君」
Tl「先生とやる?」
Tl「遠慮する」
Tl「じゃあ,G君とE君」
Tl「じゃあ,先に75 clllどうですか」
Tl「じゃあ,H君とI君」
Tl「目を合わせて」
Tl「どうですか, 日を合わせて」
複数「はい」
A「でもわからへんで」
?
?
?
?
「恥ずかしい」
「ちょっと緊張する」
「なんか笑つてしまう」
「びつくりした」
「特に」
「すっごく緊張する」
G「それはちょつと」
「ふつう」
「緊張する」
?
?
?
?
?
?
?
H「大丈夫です」
Tl「はいじゃあ,E君とD君」
Tl「45 cm, 日を合わせて下さい。どんな感じ?」
Tl「なんか感じたこと書いて下さい」
Tl「どんどんやってくださいれ
Tl「∝ 120 cm」
Tl「どう思いました」
Tl「はい,E君この距離で」
Tl「後,36Q360っていったらここまで」
Tl「なんでやろう」
Tl「120がまだの人 75もまだη
Tl「このメジャー を使ってもらって, 日を合わせてどんな
感じ,どんな気持ちです力」
Tl「ここは,次210やな」
Tl「じゃあ,120もそのままやっちゃおう力」
Tl「はい,日を合わせてどうかな」
Tl「じゃあ,75 clllどう」
Tl「相手と目を合わせてよ。どうかな。話しやすい」
Tl「なるほど,それぐらい離れているということやな」
Tl「120こ, 日を合わせて, どうです力、喋りやすい」
Tl「そうやつて書いといて力亀 話しづらい」
Tl「そしたら,D君メジキーを持つて離れて, 日を合わせ
て会話してみよう」
Tl「この距離話しやすい」
Tl「いつもこの距離で」
Tl「なんで」
Tl「この距離が話しやすかつたらいつもこれぐらいの距離
でみんなと話したらいいんちゃう」
「なるほど,そう書いておこうか聞きにくい」
「じゃあ,また210～,離れてもらつて」
「喋りやすい」
「ほんならいつもこれぐらいの距離で喋った方がいいか
な。これぐらいの距離がちょうどいい」
「どうして」
「それつて,話しにくいから」
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
I「ふつうになる」
「ふつう」
「ふつう」
「俺,全く緊張しゃあへんで」
D「緊張してる」
E「異常なし」
E「全然」
D「齢 ぎる」
E「話しにくい」
D「耐 ぎると,ちょっと声が聞こえなくな
る」
H 「75もまだです」
H「少しためらいがち」
D「測りました」
D「まぁまぁ」
A「ましになつた」
A「叫んだらいい。ぎゃ―らてゃっほ―つて」
A「話しやすい」
D晴舌しづらい」
A「さようなら」
D「鬼太郎見た?」
A「みましたよ」
A「しやすい」
A「それは嫌だ」
A「えっ,なんやろ理由が分からない」
A「う―ん」
A「言舌しけ いけど」
A「聞きにくい」
B「喋りく弓■い」
B「M」
Tl「Eラロは」
Tl「じゃあ,この距離がちょうどいいつてこと」
Tl「どの距離でもいける, じやあそうやつて書いておこう
か」
Tl「えっと,次はF君かな。じゃあ,前出てきて。F君と
G君かな。腕を伸ばして,日を合わせて。ちょつと話
してみよう力、
Tl「じゃあ,逆にG君質問してあげて」
Tl喘tやすい」
Tl「どうして」
Tl「それは,遠いから」          ‐
Tl「G君は」
Tl「ここまで離れるとしにくい」
Tl「どうしてかな」
Tl「例えば,マクドに行つた時にこれぐらいの距離離れて
喋るかな」
Tl「それはどうしてだろう」
Tl「あつ,さびしい感じになる。なるほど,それも書いて
おいて力礼 今の210に書いておいてください」
Tl「それは,関係ない距離はどうかな」
Tl「なるほa2人はどうです力可
Tl「なるほど」
Tl「いつもこれぐらい離れて友達と話している」
Tl「なんでかな。これぐらい離れると聞こえにくい?」
Tl「じゃあ,そうやつて書いておこう力」
Tl「みんな実験1終わりましたかれ はいそれぞれ書いて
もらったことを聞きたいと思います」
Tl「G君,C番どうでした」
Tl「緊張する,他にも緊張するつて書いた以外の人います
力、①番。Dさん」
Tl「他に①番どんな気持ちでした力可
Tl「Mさんどうでした」
Tl「ドキドキした」
Tl「Hくんどうですか」
Tl「うん」
Tl「ためらいがちになつてしまった。ちょつと
Tl「C君はちょつとびっくりしていた力劉
Tl「近すぎる」
Tl「E君は」
Tl「特にないのか」
E明りになんもないよ」
E「俺どの距離でもいける」
F「G君」
F「昨日何していた」
F「話しにくい」
F「聞きにくいから」
G「別に何もない」
G「しにくいといえばしにくい」
G「もうちょつと近くてもいいかな」
G「遠いと少し聞きにくい」
G「ない」
G「さびしい」
G「わかりました」
G「悲しくなくてむなしい」
A「B君がずつとにやけているんやけど」
A「だいぶ離れている気がする」
A「離れすぎや」
C「大声で言わないと届かないと思う」
C「まぁまぁ,声が聞こえるんですけど」
C「いえ,そんなことはありません」
C「聞こえにくいときがある」 :
C聞こえづらい」
G「緊張する」
D「えつと,近かつた」
L「緊張する気持ち,緊張した」
M「ドキドキした」
H 「45 cm」
H「ためらいがち
C「僕の場合はちょっとね,近すぎました」
E「特になかった」
Tl「緊張したリドキドキしたり,近すぎるなと思つたり,
特にないという人もいましたね。なんな みんな緊張
してたんかな」
Tl「務く)番」
Tl「F君どうでしたカマ」
Tl「近 壕ヾ じがした」
Tl「G君2番どうでしたか?」
Tl「ちょっと緊張する」
Tl「Nさん②番どうでした
Tl「あつ,近い」
Tl「D君2番どうですか?」
Tl「中ぐらいってことは,①番なんてかいたん」
Tl「C暦1120 cm」
Tl「Oさんどうでしたか?」
Tl「あつ,話しやすかつた」
Tl「あっ,一緒力Ъ話やすかつた人③番」
Tl「Mさんは?」
Tl「D君どうでしたか?」
Tl「あつ,話しやすい」
Tl「緊張しない」
Tl「お―話しやすい,ここ話しやすい人が多いか
な」
Tl「④番210 cm,A君どうですか?」
Tl「相手を呼ぶ。お―いって感じ」
Tl「あ―,こう会話をする感じではない,ちょっと呼んで
近づこうかなっていう感じ」
Tl「B君④番」
Tl「ちょっと声が聞きにくい」
Tl「Mさんどうですか,④番」
Tl「ちょっと遠い」      ‐
Tl「Nさんどうですか?」
Tl「遠いです力」
Tl「最後⑤番D君どうですか?」
Tl「聞こえない,話しにくい」
Tl「なるほど」
Tl「逆にE君」
Tl「声が月ヽさいと聞こえないかもしれないなと,ちょつと
話ずらいなと」
Tl「F君どうですか?」
Tl「大きい声じゃないと,逆に話しづらい」
Tl「G君どうですか⑤番?」
Tl「そうですよね」
F「近い」
F「はい」
G「ちょつと緊張した」
N「近い」
D「えつと中ぐらい」
D「えつと,近い」
O「話しやすかつた」
A「同じ」
B「ちょっとだけ話しやすかつた」
C「緊張しないで話せた」
M「ちょっとは,マシになつた」
D「話しやすい」
D「緊張しない」
D「そう,話しやすい」
A「えっと相手を呼ぶくらいの曲
A「なんか前におつて呼ぶような感じ」
B「声が聞きにくい」
M「ちょっと遠い」
N「ちょつと遠い」
D「えつとね,ちょっと相手の話し声が聞こ
えない」
D「はい,ちょっとオヽ 遠すぎるとれ 相手
の話声が聞こえない,何言つているかわ
からないなって思っちゃいます」
E「えつと,話しにくかったのとガヽさいと聞
こえない」
F「もうちょつと大きい声がよかった」
G「遠かつた」
Tl
Tl
「じやあ,手を挙げてもらおうかな一番話しやすかつた
距離に手を挙げてくださし、①番の45 cmが人との距離
として1番話しやすかつたなつていう人手を挙げて下
さい。45 clllこれぐらいです。いないです力劉
「②番の75 cll1 2人,3」
「③番の120 cmぐらいがいいなつていう人。③番が一番
多いかな」
「④番210 cm。これはいない」
「じやあC暦お60 clll」
「はい,だいたい②番か③番が友だちとして先輩・後輩
同士で用いる距離というのがみんな当てはまっていま
すれ 75～120ぐらい。それぐらいが一番会話しやす
いかなっていうのがあります。はい,実験①終わりま
して,次にでも2番,私は,3番僕は,2番,俺は,3
番つていう人がいましたよね。話しやすい距離ってね
一人一人差があるんですよ。パーソナルスペースには
個人によつてその人によつて違いがあります。前を向
いて下さいね。一人一人が持つているものなので,そ
の距離感は個人差があります。私はもうちょつと近い
方がいいけどこの人はどんどんはなれていくなと力、
なんかもつと離れたいなと力ちでも,自分の判断で僕
はこれぐらいの距離が話やすいからこれぐらいの距離
で近づくねって言つても相手の人はどうかな?」
「話しにくいよれ 自分はよくても相手がすごく嫌かも
しれないな。A君あれ見た」
「そうやね近いれ
「お―つてなるよな。ちょつと近いな」
D「話しにくい」
「それは近い」
「お―」
「近いし,家族でも俺嫌や」
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
Tlじゃあ,逆にH君今日のお弁当何食べたれ H君,遠
いよね逆に。僕は丁度いいと思つていても相手にとつ
てはめっちゃ遠いかもしれない。なんであんな遠くか
ら喋るねんって思うかもしれない。このとうに一人一
人違うので自分の感覚だけで話する。近づいていく 0
遠くにいるそうなるとちよつと不た え―この人ちよ
つと話しづらし、 この人いつも近づいてくるから苦手
やなとか,あの人声小さいくせに遠くから話するから
聞こえへんねんとかちょつと嫌な気持ちになる可能性
があるのでちょっと注意が必要になります。人と話す
距離ねこの人はどれぐらいがいいのかなつていうのを
考えてあげることが大事かなと思います。この人は近
いのがいいと思つているかもしれないよね。肩に手を
置いて誰かは別にどうでもいいんですけどあの子の人
は近くにおりたい喋りたし、 でもこの人の日向こう向
いていますよね,嫌やなつて思つている場合があるか
もしれなし、 それにこの人は気付いていませんよれ
このyシャツしている人ネクタイしている人嫌がつて
いること気付いていないかもしれないオ乳 このように
自分のパーソナルスペースばっかり意識して,話をし
にいくと相手が嫌だなという気持ちになるかもしれま
せん。で,もう一つひとによつて違うっていうのを言
いましたよね。それは,実ヤシ ―ヾソナルスペースを発
見した博士の人が更に発見をしまして男性と女性でも
違うそうです。男性のパーソナルスペースの形
Tl「女性のパーソナルスペース」
Tl「これも,また個人差があるそうですけど男性と女性で
も少し違うそうです。これをもつともつと詳しく話し
ていくとどんどん難しくなつていくので,男性と女性
ではちょっと違うっていうのをみんな覚えておいて下
さしゝ ここで実験2に移りたいと思います。」
Tl「あなたのパーソナルスペースつてちょつと測りました
けど実際どれぐらい,人が近づいてきてちょつとうん
と思う距離,ちょつとストップつて思う距離を今から
測りたいと思います。だんだん近づくT2にストップ
してほしいと感じる距離を教えてくださし、 ちょつと
やつてみますれ これで今さつきやつた360です。こ
こセ班 つてもらってT2が近づいてきます。日は合わ
せといて下さい。ちょっと恥ずかしいけど力亀 ゆつく
り近づいてくるので,なんかこう迫力が出てきてなん
か嫌やなストップこれ以上近づいてくると不安になる
んちゃうっていう距離を,今80 cЩぐらいでした。これ
は,自分の80 cmじゃないといけないというわけではな
くて自分の気持ち・感覚で変わります。いいかな。こ
れが実験2です。じゃあ,A君から」
Aリロみたい」
A「丸」
Tl「そこに座ってもらって。他の人もちゃんと見といてく
ださいよ,パー ソナルスペースはどれくらいなんかな。
じゃあ,まず目をあわせてもらつて,T2が近づいて下
さしヽ 日見て。はい,そこでストップしたら120,戻
って120って書いて下さい」
Tl「はしヽ 分かりましたね」
Tl「知らん人やつたらもつと長いかもれ
Tl「はい, 日を合わせてゆっくり進みます。目を合わせて
ね」
Tl「55 clllMさんいきましょう力」
Tl「みんな目を合わせるの緊張するかな」
Tl「目を合わせてください,だんだん近づきます。日あわ
せて力劉
Tl「85 clllでした」
Tl「Nさん」
Tl「感覚の問題なので頑張れではないですけどオ劉
Tl「はし、 じゃあ近づいてくださし、 日を合わせて力乳 だ
んだん近づきます
`嫌
って感じるところで伝えてれ
Tl「103 clll」
Tl「0さん,まず目を合わせて,だんだん近づく」
Tl「110 clllって書いて下さいれ
Tl「C君」
Tl「目を合わせてどんどん近づきます」
Tl「62 cm」
Tl「D君」
Tl「はし、 日を合わせてだんだん近づきます」
Tl「106 cml
Tl「E君」
Tl「前に出て座って下さい。T2と目を合わせます。目を
見てください。嫌なところでストップ」
Tl「早いな。205って書いて下さい」
Tl「E君目を合わせて,だんだん近づきます。ストップ,
76 cml
Tl「前座って,T2の目を見て,だんだん近づきます。止
まってほしいところでストップ」
Tl「7 6cm」
Tl「H君は,パスでいいかな。パスやな」
Tl「F君, 日を合わせてだんだん近づきます」
Tl「124 cm」
Tl「はい, 日を合わせてだんだん近づきます」
Tl「50 clll」
Tl「はし、 だんだん近づきます。目を合わせてよ」
Tl「58 cm」
A「もし,知らん人やつたらどうする」
B「ストップ」
M「見た瞬間′晰 が飛び出すわ」
M「ドキドキする」
B「ストップ」
A「がんばれ」
N「ス トップ」
O「ストップ」
O「はい」
C「はい」
C「ス トップ」
D「ストップ」
D「ストップ」
E「うわ」
F「ストップ」
G「先生なんで近づいてくるの,ストップ」
G「近すぎや」
G「先生笑つているもん」
Tl
Tl
Tl
Tl
Tl
Tl
Tl
「はい,H君がラストかな。はい目をあわせてだんだん
近づきます」
「77 cm」
「ありがとうございました」
「はい,えっとストップしてほしいと感じた距離Lさん
はどれでした」
「55 cm」
「D君何c■l」
「Nさん」
「F君」
「124」
「このように自分の距離と人の距離は違いましたね。な
んで自分の気持ちだけで近づいちやうと他のひとにと
つては嫌だなと思わせちゃうかもしれない。逆にもう
少し近づいてほしいのになちょつとあの人遠すぎるな
というのもあるかもしれません。人それぞれ違うとい
うことがわかったと思います。何回もやつていますが,
最初からパーソナルスペースのまとめをしようと思い
ますので,前を向いて下さい」
Tl「人には,入つてほしくない空間があつてそれは人によ
って違う個人差があるということが分かりました。それが
パーソナルスペースとうことです。さつき言つたように自
分の距離感がすごく良い僕はすごく感覚の良い物をもつて
いるんだだからこれでいいんだと思つていても相手は嫌か
もしれませれ 本目手は,この人近いから嫌やなと思われて
いるかもしれません。さらに男性と女性でも空間に違いが
ありま丸 卵型と丸型と個人差人によつて違いがありま丸
これも分かつたと思います。で,パー ソナルスペースつて
いうのは全然違うので,絶対 120 cmつて毎回測つて話しま
せんよ力、 いつもメジャー持つているわけじゃありません
し
'Lこ
の人は75 clllこの人は120 cmとかものさしで測つて
話はしませんよね。でもだいたい相手のこと,相手の気持
ちいい距離を考えて接してあげるということは人とか良く
なるためにとても大切なことかなつて思います。なので,
自分が良いと思っていても相手は嫌がつているかもしれな
いなと思いながら上手く距離を使つて距離を保つて人づき
あいをしましょう。それが,今後仕事をする進路ね。今2
年生が進路を考えていますけど面接の時の相手との距離,
仕事中の相手との距離,仕事仲間との開鼈 例えばお客さ
んの商売をしている場合お客さんとの距離どれぐらいがい
いのかなっていうのは何回も色んな経験をしてつかめるも
のですから意識していけたらいいかなと思います。はい,
近いのがいいわけでもないですしオ礼 遠いのがいいわけで
はないからちょうどいい距離つていうのをこれから考えて
いつてほしいなと思います。もちろん距離がちゃんととれ
ていたとしてもアホとかボケとか汚い言葉を言つたりして
いたら相手の気持ちは勝手に離れていくから,すごく嫌な
気持ちになります。だからこの物理的なメジャーで測れる
?
?
?
?
?
?
?
?
~H「ストップ」
L「55 cnl」
D 「106」
N  「103」
F「124」
距離もそいでうけど気持ちの距離も今後は考えていけたら
なと思います。いいかな。きょうは,パー ソナルスペース
他人との距離について少し学びました。実際に測つてみて,
聞いたことあるやつたことあるつていう人もいますが,改
めてあなた達は18歳の時に感じたパーソナルスペースの
感想を最後書いてみましょう。感想を好きに書いて下さい」
Tl「ちょっと感想発表してもらおうかな」
Tl「Oさん」
Tl「人との距離を考えてみてどうでしたか?」
Tl「喋りにくい距離っていうのに気づきました力ヽ ありが
とうございます。
Tlじゃあ,D君
Tl「I君どうでしたか?」
Tl「実は,このパーソナルスペースはこれぐらいでストッ
プしてほしいかもしれませんね」
Tl「目があつて近づかれるのとぜんぜん目が合ってなくて
近づかれるのとまたちょっと違うよオ、 色々状況があ
ると思いますけど」
Tl「」君どうでした力、
Tl「なるほど」
Tl「G君どうですか?」
Tl「自分のパーソナルスペース分かりました」
Tl「出ていた。出ていた」
Tl「それじゃあ,A君どうでした力可
Tl「ほ―」
Tl「ちょうどいい距離をね,必要以上にこう近づくとなん
やこいつ,なんか以外に緊張したり,相手は意外に緊
張しているものだから相手との距離をちょうどいい距
離っていうのをつまみましょう。目安としては,相手
が手を伸ばしても簡単には届かないぐらい。あともう
ちよつとで届くかなぐらいが一番問題なくいけるか
な。だいたい,120オ礼 覚えておいてください力礼 じ
やあ,プリント回収します。感想とか見せてもらつた
また直ぐに返します。じゃあ,以上にしましょう力、
O「初めてやりました」
O「近かつたりとか,ちょっと遠いと喋りに
く い」
D「男女のパーソナルスペースがそれぞれ違
うんやっていうのが分かりました。男子
やったら卵型,女子やつたら丸型で円に
なつているのがわかりました。少しぐら
い」
I「実験2の時に椅子に座るのが緊張した」
J「実験2すごく緊張した」
A「俺も」
G「えっとね,ちょっね,先生が近づいてく
るのが緊張しました」
G「最初,先生とサングラスをかけたj肺いお
じさん出ていましたよれ
G「なんかエコール新喜劇の脚本家さんに似
ています力劉
A「えつと,感想は必要以上に相手に近づか
ない」
A「あと,適正帥
N「起立,これで青春講座を終わります。
ネL」
表5-2 り弔りの会 (1年生)
?
?
?
?
「お疲れ様でした」
「Nさん久しぶりに来ていきなりの日直の仕事お疲れ様
でした。元気そうでよかつたです。今日,O君遅れて
きたのですが次どこのIJIでしたいか聞いたところ何が
いいつて言つていた?調理何したいんですカマ冷麺かビ
ビンバか焼きビー フンかどれやつた」
「ビビンバが良いそうです。C君,G君,M君のチーム
でお願いします。4人になつてTlとT2で人数が増え
たのでまた考えて下さしヽ よろしくお願いします。は
しヽ 以上です」
「今日一日お疲れ様でした」
「先生居なかったので調理つてどんな感じになったんで
すカマ」
「韓国料理
「みんなで韓国料理を作るんかな」
「楽しみや力礼 韓国料理みんな食べたことあるの」
N「起立,礼,お願いします」
N「今日は,6月24日(月)朝自主講座,調
理について,お昼いかり,青春講座,放
課後役員会です。感想を言つて下さい」
N「A君」
A「今日の感想は,T君とポケモンのバトル
をして勝てて嬉しかつたです。
B「今日の昼休みT君とポケモンバ トルをし
ました。勝ちました」
T「それ自慢すること力可
G「えつと今日は,調理についてで,僕はハ
ンバーグを意見しましたが外れてしま
しました。青春講座で実験をしました。
様々な実験をなんとかできました以上
です」
A「もういいんじゃない」
N「明日は,6月25日伏)自主講座,7月
3日の野外活動について,いかり,午後
は,調理,先生からのお話あります力、
T3お願いしま句
全員「お疲れ様でした」
O「ビビンバ」
N「Tlお願いします」
全員「お疲れ様でした」
B「韓国料理」
A「冷麺,ビビンバ,チヂミ」
全員 「はい」
A「あります。家と居酒屋で,チヂミ」
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
Tl「明日野外活動の話がありますけど,先生ちょっと休み
です。野外活動は,7月2日のハーブについて行く話が
ありますコ年生と2年生と別々の行動をする時があり
ます。一緒にいくけどね6でその中でも細かく分かれ
る見学の時など1年生は名前の順で分けました。だい
たい4人ずつが1つのIJIです。名前の順で分けました。
なので,2年生がどうやつて分けているかしりませんけ
ど。1年生は名前1贋で分けました。バスの座席の相談を
みんなでします。明日また調理の相談も合わせてあり
ますから,韓国料理失敗しないように準備は大事です
からしてください力軋 では,以上です」
T2「今日は,Tlが出張でおられないので始めましょう力」
T2「はい,誰か進めてくれますか」
T2「私書記やります」
T2「では,会長さん」
T2「入つたお金が0ですか?」
「Dちゃん,分からないんだつたら先生のところに聞き
に来て」
「これやつて」
「9千6百86円あつていますカマ」
「1万千百32」
「あっています力可
N「起立,これで振り返りを終わります。あ
りがとうございました」
A「えつとこの流れの通りでよろしいです力」
B「はい」              |
A「えつとこれ読むのは,本当は会長さんの仕
事なんですが」
C「え―,今から役員会を始めます。礼」
全員「お願いします」
C「1番会計報告,Dさんお願いします」
D「はし、 えっと,収入は0」
C「入つたお金,出たお金?」
D「なし,お金0入つた」
A「なにが,収入つて書いてある?」
A「収入は入つたお金」
D「入つたお金はない,0」
D「はい。えっと,収入は 0」
D「はい」
C「出たお金は」
D「出たお金は…」
D「わからない」
D「9千6百86円」
D「はい」
D「残金は,1万千百 32」
D「はい」
C「ありがとうございます」
C町ま跡 」
E「はい,今日はね1年生が2枚入つています」
C「はい」
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
表5-3役員会
T2「■l■登校2つに分けてやりたいですという意見でいい
でしょう力」
T2「ちょっと待つて力、 はい」
T2「はい,1つ日の意見が土曜登校今は1つでやつていま
すが2カ所はなんて言つていた例えば
T2「2カ所でするのはどうですかという意見でした」
T2「自治会としての意見は?」
T2「他の意見はありますか?」
T2「1個日だけ」
T2「う―ん。お金は1万以上あるよ」
T2「これ,全部のカラオケ代です力可
T2「Dさんこの前にカラオケいくらやつた?」
T3「Dちゃん無理に答えんでいいから落ち着いて喋ってみ」
「ちゃんと見ながら行つてみ,8」
「次は,」
「87」
「Dちゃん,ちゃんと見て87
「0ついていない」
「どこについている0」
「その前」
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
E「えつとね,つくもはらおうかさん (匿名)
がね土曜登校を2つのグループでもいける
ようにし欲しいです。例えばシネマとカラオ
ケをどつとも行つたり来たりできるように
どつちも実行するという意見です」
E「はい」
E「でね,もう一枚あります。もう一枚は」
E「もう‐枚は,Cさん城崎マリンワー フレドに
も行つてみたいです」
E「シネマとカラオケつて言つていた」
A「はい」
A「う―ん」
A「そうですね,ちょっと2つに分けたらちょ
つとなんか会計もややこしいことになり
ますよ。それに今この時点で絶対どつかで
パンクすると思います」
F「まぁ,お金がいっぱいあったらいいけど」
E「2つ日もですか
'」E「1個日はオヽ 土曜登校2つにわかれるグル
ープとしたらちょっとねお金は問題だし
力礼 う―ん,ちょっともう少しお金を貯金
していつぱい貯まってからでいいんじゃ
ないでしょうかれ
F「もう少しお金を」
A「そうです力可
Fでももうちょつと
A「でもこれでもしも仮になんですが,ボー リ
ングとカラオケを一緒にしたいつて言われ
たらこれは難しい」
F「むずい」
A「だつてもう,あのカラオケで32人全員が
行きますと9千8百86ってだいたいそれ
ぐらいするんで」
A「あっ,違うと思うんですけどただこれは,
8千とかそういうお金だと思うんで」
D「えつと,800ちゃうわ」
D 「80, 75」
D「8」
D「7」
D「5」
D「875円」
D「あつ,0が3つだ」
D「えつ,5の」
T3「もう一回言つて」
T3「87の」
T3「どっち」
T3「0は5のとなり,Dちゃん見て」
T3「書いているよ,ちゃんと見て」
T3「それで言って」
T2「8750ですかどうですか?」
T2「00?」
T3「落ち着いて」
T2「あれちょつと,0ついてないの?」
T2「はい。前回のカラオケのお金は8千7百50円だそうで
す。だからカラオケとボーリングが重なると少し無理
かなと思います」
T2「他に分ける方向で考えるとどういう組み
合わせがある」
T2「いまプラス何かだつたらお金がかからずにいけるんじ
ゃないかっていう意見ですね。あつています力」
T2「シネマメンバーってこと」
T2「今, 2つの意見が出ましたけど他になんか意見ありま
すか?」
T2「シネマは,1枚あたり?」
T2「会計的にややこしくなるつていうのは,Dさんどうで
すカマ」
T3「ボーリングだったら団体割引が使えるよ。いつもより
少し安い値段でボーリングは出来るよ。本当に2つで
するんだったらシネマという方法だつたらいけるかも
しれないけど一回の土曜登校でお金は無くなると思い
ます」
D  「87」
D  「87 θD O」
D「0」
D「書いてへんよな」
D「本間や」
D  「8750」
Dうん
D「あ―」
D「いや」
G「困るよ」
H「こりゃあ,あかんわ」
A「これ,5のとなり0ですか?」
D「8千7百50」
A「そうですね」
H「えつと,例えば1つはなんやっけボーリン
グとかそういとこともう一つは固定でシ
ネマ」
E「あ―なるほど」
A「う‐ん。できるかな」
F「シネマメンバーの人数をつくる」
F「シネマをもう一つにすると力可
A「う―ん」
F「ボーリングよリシネマの方がましやと思う
んですけど」
A「シネマだったら人数に関わらず3～4枚借
りて350円で借りられました」
A「いえ,3から4枚ぐらい借りたんですがそ
の時は,350円ぐらいでだいたい500円以
内で納まりました」
G「私とIさんどっち会計行つた方がいいのと
かない?」
A「私は,そうではなくあのこの値段を半々に
分けるのはちょっと難しいと思います。どつ
かしら足りなくなるということが見えてい
ると思うんです。多分,ボー リングにしても
だいたい1万円ぐらいか,多分それぐらい遊
んでいたと思うので」
F「1日で無くなる」
T3「シネマは安いんだけどね」
T3「一番安いのはシネマだと思います。シネマと何かを組
み合わせるんだと思うんだけどでもそれつてどうやつ
て決めるの?団体で割引があつていう団体割引もある
し…」
T3「難しいと思う」
T3「みんなが納得できるようなことがいいかなと思います」
T3「今月は,土曜登校はすごく沢山あるから
れ
T3「そう」
T3「D君の意見は,また違う話になつちゃう」
T3「ちょっと違う話になつちゃうからそれは,違うかな」
F「シネマの方がやっぱり安いな」
E「難しいれ
A「難しいと思う」
G「考えよう」
A「う―ん」
A「ただ,難しいだけだと,ちょつと理由とし
てやつばり分かりにくいですし」
F「全て土曜登校で行うと」
F「土曜登校できれいさつぱりなくなってしま
つ」
F「それはあかんな」
A「ものすごい金がある時じゃないと,■l■が
毎週あるときにボーリングはちょつと痛
いかも」
F「自治会では厳しい」
G「自治会の意見をまとめません」
A「う―ん」
F「ちょつと自治会にとつてイタイ」
A「う―ん」
F 「俺は, 無理やと垢璧う」
A「確実にボーリングが」
A「イタイと思います」
H「カラオケぐらいし力」
I「カラオケとシネマぐらいかな。出来るとし
たら」
E「シネマとかあとお茶会と力可
A「シネマの時にお菓子だしていましたよ」
F「じゃあ,お茶会でいいやん」
A「シネマ見ながらお菓子食べたり,ジュース
飲んだり」
F「その方が安いけどオ劉
A「お菓子とジュースぐらいだったら,予算
3千円だつたらお金が残つていた時もあり
ました」
E「あつ,そうだいいこと思い付きましたよ。
例えばあの会計を分けるのが難しいのなら
例えば自治会費とは別に募金箱を作つたら
いいんじゃないですかれ
F「でも,誰も払つてくれへんと思うけどな」
D「可愛い絵を貼つて募金お願いします」
F「無理やろ」
E「そうかな」
T2「お金がかかるけうヽ かメリットはありますカマ」
T2「良い意見もあるし悪い意見もあるしつていうのがいい
かな」
T2「I君」
T2「選べる自由性」
T2「今まで出てきた意見を整理すると,お金があるときは,
2つする時があってもいいんじゃないか,お金がないと
きは止めましょうっていう場合ですかね」
T2「こんな意見がでていますよっていうのを」
T2「お金の残金を見てお金があつたらこういうこともでき
ますよみたいな流れになる」
T2「もしかしたら無理かもしれないけどそういう感じでい
いです力可
T3「それを決める前に今度の土曜登校を2つに分けてどう
する」
T3「1人か2人でもシネマはしますカマ」
T3「もし,シネマが何人以上だったらいけるとかそういう
のにしますか?」
T2「お金がある時に2つに分けます3でもシネマにある程
度の人数が集まらないといけません。何人以上集まっ
たら?」
A「う―んデメリットしかないんですよオ劉
I「すいません,先生」
I「時々2つは」
F「時々とかは嫌や,自治会としてもお金があ
った方がいいやれ 少ない時にやつても意味
ないし。金が無くなるだけやし。シネマをや
るとしても」
I「月に1回とかは」
A「う―ん」
I「lヶ月に1回とかは,例えばの話やけど」
I「先生メリットって,選ドる自由′1/L」
F「それがなかったら終わりやな」
複数「そうです」
F「3万円以上とかになったら」
J「そんなんならんで」
A「前あつたで,10万ちょつと貯まった時もあ
るし」
F「じゃあどうするねん」
A「1回日と2回は出来るやろうけど」
A「かもしれない」
F「お金がないから無理やと思う,お金貯まら
んし」
A耽生その分は」
A「う―ん,しない方がいいと思う
G「何人以上だろ」
E「6人ぐらい」
F「6人以上と力」
A「6以上はちょっと厳しくない力可
A「う―ん。もし2グループでしたらあの多分
この人数,エコー ルが32人なのでだいた
い半分が16,16になるので10人以上ぐら
いに分かれたら」
F「鯉 じゃない」
A「無理かもしれませんが,2つということも
,応不可能ではないなと」
」「シネマやから」
G「5から」
T3「2つに分けるのは制限があります。何人以上だったら
シネマをしてもいいかな?」
T2「とりあえずの基準は一回つくつてみます
か ?」
T2「どうしましょう。まず,整理してれ はいじやあ聞く
オ■ 6人以上が良い人?10人以上が良い人?8人以上?4
人以上?」
T2「はし、 じゃあ,ここの2個でもう一回挙げてもらつて
いいですカマ」
T2「じゃあ,6人以上,8人以上が良い人 とりあえず,8
人以上6人以上でどうですかということでいいです力」
T2「6人以上で」
T2「まとめます。シネマプラス何かですれ
T2「お金のあるときにやるイメージで」
T2「学生自治会の時に伝えてください。自治会の意見では
こういうのが出ていますつていうことを報告してくだ
さい」
T2「では,2つ目2番城崎マリンワー ルド」
E「15人は多すぎる」
A「少ない方がいいと思うな」
」「10人」
A「ちょつと条件が厳しい, 10人はちよつと
厳しいと思う」
C「8人ぐらい」
A「8メめ可
F「そこまで挙げてくれるかも分からへんで。
やつてみないと分からない」
A「そうれ
E「最初に言つていた4人はどう?」
A「予定ではいいんじゃないの」
複数「はい」
複数「はい」
複数「はい」
F「月に1回ぐらいやろ」
G「集まる時に言わないとあかんね」
B「城崎マリンワー ルド」
A「う―ん」
F「困る,遠いし」
A「城崎つて言つたら日本海側ですしね」
A「全然知らないけど城崎マリンワールドは,
豊岡市ですしオ劉
F「遠いな,むっちゃ遠いやろ」
F「土曜じや無理やし」
A「バス代もかかるし,ちょっと時間も問題で
すしオ劉
G「JRで行つても結構かかるよ」
E「乗り換えて,乗り換えて,行つたらそんな
に」
G「時間がかかる」
T2「この意見が参考になるかわかりませんが,秋のオータ
ムキャンプをするところは,確か兵庫県の北部に近い
ですよ。新長田から尼崎市営公園だたので確か尼崎に
近いところなんです。そこはあのだいたい3時間ぐら
い高速道路使つての距離だったのできのさきは豊岡市
なんで日本海側になるんです。なんでいってすぐかな
と思うんです。でも, 日帰りではちよつと面白くない
と思いますよ」
T3「2時間ぐらいかかるとは思います力劉
T2「前回どこに行きたいと言つていましたっけ」
T2「そうですね」
T2「同じような感じでちょつと距離の問題があることを」
T2「城崎ヤリンワールドつて何があるの?」
T2「そうやれ
T2「遠くてどこまで行きましたカマ」
T2「それはどうやって?」
T2「全員で行つたんですカマ」
T2「それは,何でしたつけ?」
T2「通常の土曜日の野外活動では,一応14時下校になって
いますね」
T2「その時間帯ではちょつと厳しいかなと」
T2「よろしいでしょう力可
T2「次行きますよ」
G「2時間ぐらいでおわっちゃうよ」
F「オータムキャンプは1時間ぐらいちゃう」
E「ちょつと難しいな」
A「大阪」
F「それでも無理やん」
A「無理がありますよ」
F「無理や,土日いくなら,日帰りでは無理や」
G「討 ぎる」
B「水族館」
I「どこまでなら行けるとか決めておかないと
あかん,少し遠いは」
A「確力ヽ こ意見は正しいけどちょつと」
A「遠くて六甲山まで行きました」
A「とりあえずみんなで交通機関を調べたので
すが,その日はケーブルが点検か何かで行く
のが難しい十日寺間がかかるということでバ
スをチャーターしたんです」
複数「はい」
A「それから神戸市から出てないです。少なく
とも」
F「出たらアウトや」
A財申戸市を出たとなりますとちょっと例外で
親子参力日の土曜登校で明石公園の方に行き
ました」
A「土曜登校,確か6月ぐらいだつたと思いま
す」
複数「はい」
F「無理でしょ」
A「厳しすぎるなと」
F「行つて1時間ぐらいで終わるやん」
はい (4Jミ)
F「土曜登校の活動する時間がちょつと短くな
るみたいな」
A「出曜登校の時間が決まっているのでさらに
厳しいかなと思います」
F「行つて終わりや」
B「■RI登校カラオケの振り返り」
F「ないよ,俺」
B「F君休んでいたから,振り返り」
F「先生,俺休みから振り返りなし」
??
?
?
?
?
?
?
?
?
?
T2「はい」
「この前の土曜登校にメンバーを変えましたよね。それ
はどうでした?」
「特に問題は無かつたですか?」
「これつて見える」
「メンバーの人数が,メンバーの関係で当日メンバーを
変えても問題は無かつた」
「書けたでしょうカマ」
「では,今後の予定なんですが運動がないということな
ので6月の27日,7月の3日,7月12日,それぐらい
です力礼 7月30日は?」
「31日学生自治会は午後からありませれ 8月5日は7
月の予定配られたと思うんですが,まだ確定ではない
ので (予定)なので」
「7月31日は,8月の土曜登校についてですか力劉
「この日に土曜登校について,8月の土曜登校の話し合
いになると思います。その時は,誰が司会するんか
な?」
T2「前休んだF君やれ
T2「元気になつたから今度1番からなので,この日は詢
T2「休みだつた人は,そのまま飛ばしたままでいいんです
か?」
T2「では,もう一度お願いします。司会は」
「ホワイトボードが⑦さん」
「その他何かあります力可
A「意見ではなく私の所の感想なんですが」
A「えつと,途中から遅れてきた人が一人いる
んですがその人の所は,ちやんと自然と流れ
るように設定をしました。その人が来るまで
は,席で回していたんですがその順で回すこ
とができたのかなってそんなことがありま
した」
複数「はい」
A「あれは」
A「はし、 ちゃんとそのIJIを変えていいつてい
う人は快く」
F「先生俺休みだつた。休みやつた俺別に話す
ことない」
A「はい。大丈夫です」
G「当日のグループ同士ってなんかおかしし、
よくみたらおかしい。
複数「はい」
A「土曜登校ですね」
F「水曜日にあるつてことは,土曜登校が」
A「全部土曜登校はいつていたよれ
複数「はい」
J「土曜登校」
B「F君」
A「えっと,前の時がJ君と⑤君なので」
」「はい」
F「俺,あの日寺土曜登校でやんかつた。俺休み
やつたから」
A「えつと司会がH tt Gさんとなつています」
G「はい」
A「H君とGさんになります」
B司会がH君です。
B板書がGさんです
G「はい」
A「特に大丈夫ですけど」
A「見る限り今日はないようです」
複数「はい」
B「これで役員会を終わります,ネLありがと
うございました」
?
?
?
?
?
?
?
?
T2「じゃあ,よろしいでしょう力」
??
?
?
?
?
(2)7月1日 表5-4ハーブ
「誰か号令お願いします」
「何でよ」
「Bさん、お願いします」
講師「では、先にちょつとお話しします力軋 前に『みなさ
んが新しい命を作りましょう』でハーブとミントを植
えました。どうしたら新しい命が見えるかな。皆のは、
土の中で見えませんが、そつ―と出してみると、みん
なの中もこんな風になつているんですよ。土の中でこ
んな風に根つこが出て新しい命がこうやって今できま
した」
講師「で、今日みなさんが作つたのを家で育てたい人は、
家に持つて帰つて家の土に植えます:家に持つて帰
って育てないという人は今から市民花壇に行つて植
えます」
講師「はし、家に持って帰る人居ます力」
講師「自分が作った新しいミントをお家に持つて帰つて植
えるという人?」
講師「Dさん植えますか?」
講師「持って帰る。持って帰る人は、テーブルに置いとい
て下さい、自分の。持つてり予らないという人は、向
こうに持っていきますが、ハーブをどのように持つ
ていきましょうか力劉
「一人ずつ持つていけます力」
「じやあ、後で行くときにこつちに集めて持つていき
ます」
「では、今日ね朝見てきたらものすごいしげみがあり
ました。今日は、全員で道にはみだした草をず―つ
と切っていきます。いいですか、それはみんなでし
ます。それから、ハーブを植えるつていう人も持つ
ていかないといけません。それと、名札、ここに今
からハーブガーデンって向こうで書いてくれる人、
それからちっさな名本Ыこミントって書いてくれる人
いります。名札やりたい?」
「G君とFさん、えっFさん違う」
「じゃあ、G君ともう一人ぐらい誰かいなし、 じゃあ、
G君一人でやつてくれる。じやあ、先生はTlが名札
でしたね。では、Tlと名本Lをやつてください。それ
では、ゴミ」
講師「ありがとう」
講師「他にゴミを拾つてくれる人?」
A「嫌だ―」
(手が挙がる)
B「起立」
A「嫌です」
B「今からィヽ―ブの授業を始めます、
いします」
ネLお願
?
?
?
?
?
複数「お―」
A「マジつす力可
「はい」
「えっ」
「はい」
「シー ン」
「はい」
E「袋」
E「はい、袋」
G「はい」
(笑い)
Tl「先生、僕ゴミがいい」
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
H・I「はい」
講師「HさんとIさん、じゃあこの3人でゴミ拾いをT2
とやつて下さい。じやあ、T2お願いします」
講師「じゃあ、それから」
講師 bり込は残りの人、行つたらすぐに刈込します。これ
は、T3とやります。植え込みは、私と一緒にやりま
す。いいです力ち そしたらまず、植える苗を一人ず
つ持つのは大変なので、ここに持つてきてもらいま
しよう力Ъ お家にもつて帰らないという人は前に持
つてきてくださしヽ ここに入れて下さい」
T5「Cさんは、置いておいていいよ」
講自雨「はいでは、お水をくみました力、準備してください」
講自雨「はい、これ持つて行つてくれるカ
講自市「ハサミ酉己つて下さい」
T5「ペットボトル2本とハサミも持って行つてくださいね」
講師「これは、F君持って行つてくれる」
講師「ホウキ、ゴミの人、G君、Hさん、I君、Jさん」
T5「ハサミ全員持つていますか」
T5「はい、他に持っている人居ますか、持つて,持つて」
講自市「M君持てるの。はい、持って,持つて頑張って」
T5「皆ハサミ持つている」
講師「はい、N君バケツ持つて」
講師「では、参ります」
(帰宅)
講師「本間に暑かったと思います。水分をとって下さしヽ
それでは、明日は私のハーブ園でお会いしましょう。
それから、その次のハーブの勉強はロー ズマリー で
とつてもさつぱりするシャンプーを作ります」
講師「で、みなさんはお家に持つて帰るにはそのまま持つ
て帰れないので入れ物。100 olllのこんなちつさいので
いいですよ、ペットボトルの入れ物を用意しておい
て下さしゝ シャンプーを入れる物を用意しておいて
下さいね。 はい、 先生から」
T5「今日、20本用意していたんですけど2本足りませ規
出すの忘れている人いませんか」
講師「いません力可
講師「あっ、G君持つている。あと一人?」
講師「あっ、あった。ありがとう」
講師「じゃあ、挨拶する元気がある」
講師「じゃあ、A君お願いします」
」「先生篇」
A「先生大丈夫やで」
K「はい、L君」
複数「持つている」
A「M君」
G「落とさないでね」
複数「出発」
複数「え―」
」「知りません」
C「知らない」
A「M君」
M 「はい」
A「はい」
A「気を付けこれでハーブの授業を終わりま
す、ネLありがとうございました」
利用者
I「起立、これから役員会を始めます、ネLお
願いします」
表5-5役員会
T2「どっちがいうの、この前言つていたな?」
Tl「それは、何のお金」
Tl「最後が聞こえない」
Tl「32円、もう一回言つて、大丈夫です力」
Tl「2番」
Tl「何、誰か代わりに読んでくれます力」
Tl「分からへん」
Tl「M君に確認して次回役員会でそれをまとめたものを報
告してください」
T2「一番上の残高が前回の残金言つてもらえます」
Tl「現在の残つているお金の残金つてところに9千800
円」
Tl「はい、じゃあ3番」
Tl「選択講義ですが、夏の特別選択講義というのがありま
す。その話をホームルームの時間で決めなければいけ
ませんbホー ムルームの時間に決まられなければ学生
自治会の時間を使いますということになつています。
学生自治会として決めることは特にないので、今みん
なで話合うものはないので、例えばホームルームの時
に選択講義の話が全部終わらなかつたら集まらずに各
学年で話してもらおうと思います。大丈夫ですね。学
生自治会で集まらなくても急いで決めないといけない
ことは今ないですからいいです力」
Tl「次は」
Tl「11日金曜日に変えて下さい」
Tl「あっ、11日の木曜日やれ 7月12日の12日を11日に
して下さい」
Tl「12日を消して11にしてくださυヽ 木曜日は合ってい
ます。オッケー」
Tl「はい、30日に野外活動があります」
Tl「それの相談が必要です。司会とかは、前回飛びました
よれ 1回、飛ばしたままで行きましょうかってなつて
いたと思いますけどせつかくの司会や板書なので休ん
でいた人ちょうど2人いたと思うのでF君とHさんが
I「会計報告、お願いします」
D「えつと、」
D「K君言つて」
K「収入で入つたお金は、1万1千」
K「1万千130円“。入つたお金」
K「払つたお金、千430円」
K 「32」
I「意見箱2年生」
G「!まい」
F「1年生はないです」
G「2年あるよ」
I「どうしたんです力」
G「M君が。‥先生これ読めない」
A「えっとなんて書いてあるかつていうと」
A「えっと、」
G「お願い」
G「はい」
K「支出が9千800円」
I「7月3日ですが、選択講義」
複数「はい」
I「7月12日(木)」
A「7月12日金曜 日?」
G「どつちか間違っている」
(学生が予定表を確認する)
E「あの、なんて言いましたか」
E「はい」
H「7月30日水曜の野外活動について」
複数「はい」
A「そうです力劉
G 「7月11日に」
いっぺん」曜登校の時にとんでいるんかな。なので、
その2人に次の司会と板書をしてもらつたらいいかな
と思います」
Tl「前回は、飛ばしたでいきましょうかということでした
けど、まぁせっかくの司会と板書の機会なのでそこだ
けふつと戻る」
T2「7月17ですね」
Tl「次回の板書の人は、前から決めているでしょ」
T2「紙はないの」
Tl「じゃあ、次」
Tl「ここは、ちょっと来週、再来週の時に相談しましょう
力」
Tl「来月は自曜登校沢山あります。することが決まってい
るところもあります。ですが、末の方はちょっとこう
開いています。開いていますというかみんなで相談す
る日になっています。そこをいつ相談始めるのかとい
う、ここの31日にするのか今週あたりに決めましょう。
内容はまだでいいですけれ 学生自治会をもちますよ
というのだけ覚えておいて下さい」
Tl「予定表を見て下さい力礼 2時下校になります」
Tl「これも同じです。予定です。変わるかもしれないし、
あの土曜登校の相談をどこかでしないといけないので
覚えていてください」          ヽ
T2「前回意見箱に出た意見をまだ全体に伝えられていない
と思うんですけど」
Tl「それは聞かしてもらつていいです力、前回出た意見箱
について、誰でもいいので言つて下さい」
Tl「まず、その意見箱に出た意見を聞かせてもらえません
か」
T2「Tlがおられなかったので、どんな意見が出て、どんな
風になったのかを」
Tl「で、その後どうしましたか?」
Tl「なし」
F「俺板書、先生多分板書やつたと思う」
F 昴在かにに俺板書やで」
A「ありました。えっとその時の和角牢がF君が
司会でGさんが板書です」
I「8月31日」
複数「はい」
はい 0夏夕0
I「土自由登校について」
F「あ―」
A「えっと、7月3日に話に出た分なんですが、」
A「えっと、前に出た意見でえつと6月24日
に城崎マリンワー ル ドに行きたいつて言
う意見とあと土曜登校はあの野タト活動み
たいに2つずつに分けたいと言う意見が
ありました。で2年生はその時0票でした」
A「えっと、城崎ヤリンワールドの件ですが、
2時間か3時間ぐらいかかるということで」
A「そういうことです。無しになりました」
E「却下ということです」
Tl「えっと8人以上っていうのは、どつちかの地
Tl「は―」
Tl「8人以上来たら」
Tl「は―、なるほどJ
Tl「会計ややこしくなりそうつていうのはいいかつてこと
になったんやれ
Tl「これは、前回夕 てヽいるのでいいんちゃいます力」
Tl「えっとじゃあ、絶対シネマ+なになにの方がいいつてな
つたんですか?カラオケとボーリングじゃダメなんで
すか?」
Tl「あ―、じゃあシネマ+なん力」
Tl「なるほど。まぁ、確力ヽ こそれはそうかもしれないオ礼
シネマだったら最低 300円でいけるので8人で全員が
同じやつ見るつてなつたら100円ですよね。1本しか借
りないってなつたら100円ですよね。その分、むしろ
安くなるかもれ カラオケ代が8人分ということやか
ら、むしろ安くなる。で、前の時にこれを確認してい
るからこれをみんなに伝えないといけないよね」
Tl「じゃあ、7月3日」曜日に伝えましょう力可
Tl「少しだけ時間をもらって、でえっと土曜登校の相談に
なると7月31日か8月5日かその時にももう一度話し
ましょう。ちょつと案内をしてから土曜登校まで 1か
月ぐらいあるのでみんなが忘れちゃわないかなつてい
うのがあるのでその時伝えます」
Tl「じゃあ、皆に伝えてくれる担当者誰か言つてくれませ
んか ?」
Tl「はい、Aさん、F君いいです力」
Tl「えっと、なのですがみなさんにとつては、今までの上
曜登校例えばカラオケ、例えばエコールシネマ、例え
ばボーリングって 1個だけやって運営していました。
カラオケならカラオケをずつとやつていましたが、こ
れから2つになりますよ力亀 えつと、シネマだつたら
シネマ何を見たいカヰロ談とカラオケの相談を一緒の時
間にしないといけないということになりますから役員
の仕事としては、増えます。増えますけど確力ヽ こ土曜
登校が2つに分かれる案が出たり」
Tl「K君今喋っているよ」
A「で、えつと2通目の土曜登校を2グループ
に分けたいという意見は、みんなで相談した
結果2つに分けるとえつと会計がややこし
くなりそうでえつとお金がある時は2グル
ープにするという意見で、条件として人数が
集まるということです、例えば、カラオケは
8人以上集まれば他と組み合わせてできるか
なと」
A「はい」
A「えつとシネマの方も8人以上ですオ劉
H「シネマ+ボー リングと力」
D「はい」
A「あの、人数集まったら」
A「ダメです。えつとあの予算の関係で自治会
費の関係で無理そうなんo
A「そうですね、その方が安いかなと」
A「はい」
移彩女「はい」
(手が挙がる)
複数「はい」
K(独リヨ
??
?
?
?
「だから、あのこれが出来るようになると他の学生の希
望をより聞けるかなと思います。まぁ、いいと思いま
す。全体が1つの活動をするつていう良さもあると思
いますから、何でもかんでも2つに分けるつていうわ
けじゃなくてもいいと思います。みんなでカラオケ行
こうねっていう日があつてもいいと思うし、今回は 2
つに分けようかつていう日があつてもいいと思うし
力、 じゃあ、Aさんお願いします。その他、まだ時間
があるので今思いついたとかでもいいし」
「城崎の案を出したのは、Cさんですれ
「えつと、まぁ皆に伝えましょう力、皆もこういう案が
あつてでもこういう原因でこれは実現できませんつて
なりましたよ力礼 皆にも知つてもらっていたらものす
ごく遠いところは,案を出しても駄目なんだなという
ことが分かると思うので」
「明石とかも行つていたりしていたので、まぁ大丈夫か
なと思います。あまりにも遠いかなつていうのが、こ
れも含めて」
「城崎の意見の返答でいいかな」
「じやあ、その他ないです力■ オッケー。はい、じゃあ
今回は早いですが終わります」
「キャンプに向けての事前学習等みんなで話し合う時間
はあまりありませんbなので、学生自治会としては、
仕事が少ないです」
「時期によっては、ものすごし｀にしい月等偏つています
けどそれが役員かいなんでオ礼 今月はちょつとゆつた
りしているつてことでいいかな。じゃあ、他何もなけ
れば終わりましょう力可
(3)2013年7月22日 表5-6 青春講座
A「えっと、城崎マリンワールドに行つてみた
いということなのですが、これは野外活動の時
間つていう感じでいいです力」
C「はい」
C「じゃあ、ネ申戸は?」
E「う―んとれ 去年は宝塚までは行きました。
西宮とかあの辺まで全然大丈夫です」
C「それじゃあ、明石と力」
A吻胎 」
A「はい」
移蒻攻「はい」
全員「おはようございます」
A「したい」
(笑い)
?
?
?
?
?
講師
講師
講師
講師
「はい,ではみなさんおはようございます」
「あの,去年も来させて頂いたんですが,資生堂のビ
ューティー講座としてお化粧をしていきたいと思い
ます」
「T4がおっしゃっていたのですが,綺麗になつて恋を
しようと思いますので」
「特にねЭ女性はね,化粧することで気持ちがすごく
ね,元気になりますし,前向きになるし,ちょつと
どこか行こうかなつていう気持ちになりますしオ、
今日は,楽しんでもらえたらなと思つています。今
日は,よろしくお願いします。私は,資生堂の●と
申しますιよろしくお願い致します」
全員「よろしくお願いします」
講師「あの,今日は,遅れてすいませれ もうちょつと早
く来る予定が新民速が遅れて,もうね」Rどこか遅れ
たら全て送れますねもまぁ,そんなことは,どうで
もいいのですが,ではお手元に色 置々いていますの
でそのご案内をまずしていきたいと思います。えつ
と,テキストが2冊,ピンク色とこのオレンジ色が
あります。あのね,これ色 載々っているんですが,
これを見ながらやつていくと時間がかかつてしまう
ので,終わつた後に先生こんなん言つていたなとい
う復習に使って下さしヽ また見てもらえれヤカ いヽか
なと思います。こっちのオレンジの方は,資生堂の
商品が色々載っているのでちょつとおもしろそうだ
なと思つてもらえればいいかと思いますので,暇つ
ぶしに見ていただければと思います。はい, じゃあ
その次に黒い鏡がありますね,パカつと開けてひつ
くり返さずにこんな感じで立てて下さし、開けてち
ょうど止まるところがあります。ひっくり返さずに,
出来るかな～?」         ・
個 囲の先生がサポートに入る 「ひつくり返さずに」)
講師「自分の顔が見える位置に鏡を置いてもらつて, じゃ
あお洋服汚れないようにガードするケースつていう
のがありますので,広げてもらつてあと両方が点線
で繋がつているんですけど,点線をピット離してあ
げるとこんな状態になります」
講師「切つちゃだめだよ」
講師「プチプチっとヒモになります。点線で繋がっている
ところ全部離して下さい。はい,準備ばつちりだね,
後ろでくくって化粧品がお洋服に付かないように落
ちた時に汚れないようにガードをしていきます」
講師「あと,ブルーのピンで前髪をですね,おでこのギリ
ギリまで化粧水とかを塗つていきますので邪魔にな
らないように」
講師「先生にやつて欲しい?」
講師「化粧水いつも塗つているカ
講師「一人だけ?」
T2「ちゃんとしてるんや」
講師「はい, じゃあ汗もかいていると思いますので,まず
化粧水で肌の汚れをとりつつ,栄養を肌の中に取り
込んでいきたいと思いますので,テー ブルの上にあ
るこのシートと化粧水が置いてありますЪまず,コ
ットンを手に取つていただいて,少し横長真つ直ぐ
じゃないですね少し長方形になつていますので,こ
の状態で利き手いつも使う手の方の4本指の上にコ
ットンを置いて, 4本指の上に置いて人差し指と小
指で挟みます。人差し指と小指で挟みます。人差し
(イ愕業中)
B「前髪ないよ」
C「あるよ」
B「めんどくさいよ,
B「なんでやねん」
(僕中)
D「たまに」
化粧水付けるの」
?
?
?
?
?
?
?
?
講師
講師
講師
講師
講師
指と小指で挟みます」
「挟めた?は―い,挟めたね。挟んだらこの中指と薬
指が肌に当たるようにしていきます。お顔の中で一
番面積が広いところは,ほつぺったなのでほつぺた
を拭いていくんですけど顎先から鼻の横を通つて耳
の前を通りこうして,こういう外向きの指でこの2
本の指で拭いていきます。ゆつくりとしてくださし、
顎先から鼻の横を通つて耳の前くるくると203回外
向きの円で,コットンが肌にピタッとあたるように
ね。で,2・3回グルグルしたら反対のほっぺたも同
じように,左のほっぺたも鼻の横から耳の前に」
「はい,話聞ききや, じゃないと話しがすすまないか
らね」
「彼女よう知つてはるは」
「で,その次に広いところは額ですので額は真ん中か
ら右・左っていう風に拭いていきます。たてたまん
まね,おでこね,右・左,どっちでもいいねんで,
右左どっちでもいいので拭いていって下さい」
「今度は,瞼, 日の上ですね,瞼,反対の
瞼」
「今度は鼻,鼻は立体的なので右の側面,左の側面を
拭いていって下さい,一回でいいですからね,右と
左と拭いて下さい」
「じゃあ,今度は回の周り顎先から,顎の先つちょか
ら鼻の下を通つてくるつと日の周りを拭いていきま
すしくるくると拭きます」
「コットン汚れていませんか?」
「汚れている, じゃあ汚れていたらコットンを綺麗な
方を出します。裏返しましょうか,裏返して,さつ
きと同じように4本指の上に置いて人差し指と小指
で挟みますも今度は,削
「首,汚れやすいし, 日焼けしやすいので付け根から
上に向かつて上に向かつて拭いていきましょう。ゆ
つくり首のところを伸ばしながら,みなさん若いの
で気にならないと思うんですけど年齢を重ねると首
にしわが入つちゃいますのでぐ―っと伸ばしといて
くださしヽ 出来たかな,下から上で意外と汚れてい
るのが耳の後ろもふいといて下さし、 耳の後ろ,反
対の耳の後ろ,耳の後ろも意外と汚れているよね」
「じやあ,首も耳も拭けたら後は腕ですね」
「乾燥していると,とつても日焼けしやすいので,拭
いてしつかり潤わして下さい」
「雑でもいいよ,指先までね,指の先まで拭いて下さ
い。拭けたら反対の腕も乾燥しないようにしつかり
潤わせてくださし、 じゃあ,拭けたらゴミ箱に捨て
て下さい」
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
囃談)
D「はい」
B「汚れている」
B「えっ」
E「腕」
B「雑でもいい」
B「予防接種打つているみたい」
講師「はい, じゃあ化粧水がぬれたところでこのままだと
ね,水分が抜けて乾燥してしまいますので乳液をつ
けていきます。はい,3番と書いたところにコットン
が2つ折りに置いてあります。そして,ちよつと広
げてもらうと化粧水とは違つて光つた感じだと思う
んですけど,これが乳液です。じやあ,広げてもら
つて,横長の状態でいつも使う方の4本指の上に置
いて人差し指と小指で挟む。挟めたね。挟めたらさ
つきと全く同じ方法でほつぺたから順にゆつくり円
を描くようにしていつて下さい。ゆつくりと,3回ぐ
らい外向きの円ですれ くるくるくるつと3回拭け
たら反対のほっべたをくるくるつと,ほつぺたが拭
けたら次おでこを真ん中から右・左と,次は瞼目の
上ね,鼻, 日の周りもくるくるつと日の周りも拭い
てくださし、拭けたら首とか腕とか拭いてみてくだ
さい」
講師「拭けたらゴミ箱に捨てて下さいね」
講師 :「必ずね,化粧水・孝L液朝晩しつかり使つてもらう
と乾燥しなくて疲れ知らずの美しい肌になります
ので頑張つて続けて下さいね」
講師「はい,今日は本当にお天気がいいので日焼け止めを
使つていきたいと思いますが,テー ブルの上に一個
だけ置いています。それです,まずよ―く振つても
らっていいですかカチャカチチャつていうまでよ―
く振つて,音鳴っている?しつかり振つてね,はい
しつかり振ったら,いつも使っていない反対の掌に1
円玉ぐらいだしてもらっていいです力、 いつも使う
方じゃない掌に1円玉ぐらい出してもらっていいで
す力■1円玉ぐらい出してもらっていいです力、でき
るかな,1円氏 おつ,上手ばつちり,すごいな。ち
ょつと待っていてね,出したらそのまま待つていて
力■ 1円玉ぐらい出してください。1円玉ぐらい出せ
た。バッチシやれ
講師「はい,それじゃあね今出してくれた1円玉の量の半
分,半分をいつも使う方の手の中指ですくいます。
すくつたら顔にトントンとのせます。はい,のせて
くださいよ。半分をほつぺたにのせて下さい」
講師「半分だけほつぺにのせて下さし、 はい, じゃあ,残
り半分をとったらおでこと鼻にのせます,残り半分。
あとは,顔の中心から外に向かつてさ―つと伸ばし
ていきましょう。じやあ,お顔全体に広げていつて
ください。お顔の中心から外に向かつてお顔全体に
伸ばしていきます。細かいところまでしっかり伸ば
して下さいよ。お顔全体がほんのり自くはなるけど
ね,自く残らないようにだけ気を付けてもらつてお
顔全体に伸ばしていきましょう。全体に伸ばして首
の所もつけておいてくださいね。白く残らないよう
にだけ力劉
E「綺麗やな」
T2「今白いのが見えているね」
T2「一本の指だけじゃなくて全体の指を使つて伸ばして,
伸ばして」
T2「それは,使い切つていいからね,首までぬってね」
T2「まだ余つているの」
講師「じゃあ,手にも塗つておこう力ちそれは,顔と体に
使えますからね」
T2「塗りましたっていう顔になつているで」
T2「ちょっともうちょつと伸ばそうかな。ちょつと自いな。
大丈夫だよ,綺麗にぬれているよ」
T2「伸ばし,伸ばして」
T2「どう,まだ白いところ見える?」
講師「白い線がまだ残つている人はいません力、ちょつと,
顎の下とかまだ白いね。素晴らしい,美人のコツで
すよ」
講師「はい, じゃあその次はファンデーションを使つてい
きます。今日みなさんにお配りしているこの中にス
ポンジ,少し大きめのスポンジとファンデーション
マキアージュ,ブルーパウダリー というファンデー
ションがあります。ファンデーションとスポンジを
出してください。今使うのは,ファンデーションと
スポンジのこの2つだけ出して下さし、 この2つだ
け出してくださし、 はい, じやあまずスポンジです
ね,スポンジはビニール袋がねくるまっていますの
でビニールが重なつているところをピット引つ張る
と簡単に開けることができます。そうするとぼけつ
とみたいになつて,使い終わつたスポンジもこの中
に入れて持ち帰ることができます。ぴっと引つ張つ
たら簡単にあきますんでれ
講師「簡単に開きますよ。はい,であとファンデーション,
ファンデーションをパカッと開けると2つ出てきま
す。今日は,小さい方のファンデーションを使いま
す。そしたら, どうしようかな。はい, じゃあスポ
ンジを縦長の状態で4本指の上において親指で支え
る。親指で支える,これが基本的な使い方で九 4
本指の上に縦において親指で支える。はい,こんな
使い方でいきます」
?
?
?
?
?
「うん」
「少し余つた」
「つけた」
H「かたい」
講師
講師
講師
「はしゝ では,スポンジに軽くですね3回ぐらいシュ
シュと付けていくとスポンジの半分くらいにファン
デーションがついてきますので,こんなぐらい半分
ぐらいつけてもらっていいです力Ъちよつとずらし
ながらね,スポンジの半分ぐらいつくように取つて
もらっていいです力ちはい,スポンジの半分付けら
れたらこれが顔の中の半分の量です。なので,顔の
半分につけていきます。ほつぺたから軽くしゅつし
ゆつしゅつで額,瞼,鼻,という風に軽く伸ばして
いきます。ほっぺつたからねしゅっしゅっしゅつと
額,瞼,鼻,軽くでいいですよ。力を入れて何回も
こすつたら取れてしまいますので,簡単にお顔の半
分だけつけてもらつていいです力、で,顔半分使え
たら,またさらに半分ですね,同じようにシュッシ
ュッと半分ぐらいいけたら残り半分も,軽くでいい
ですよ。ぎゅっとはつぶらんでいいよ。あんまりこ
すりすぎると取れてしまいますので,簡単にスッス
ッとお顔の中心から外に向かつてすつ―と付けてい
つてください。あんまりたつぷりつけてしまうとね
お化粧しましたっていうお顔になってしまいますの
でそうならないように気を付けて下さい。あの,厚
化粧にならんようにね」
「細かいところもね, 日の周りとかもね,鼻の横とか
ね塗り残しが無いように。鼻と目の下もね塗り残し
がありそうなので。同じところ何回もこするとねせ
つかくつけたものが取れてしまうのでファンデーシ
ョンもサッサつと付けた方が,こすったら取れちや
うので短時間で仕上げた方がファンデーションは綺
麗ですよ」
「じゃあ,ファンデーション付けられた人は,蓋をし
めてまた明日朝とか使つていただければと思いま
句
「では,その次に眉を書いていきたいと思いますので」
明はね,簡単に描こうと思つていますので,眉ブラ
シが2人に1本ぐらいしかないんですけどこれで眉
の中に入ったファンデーションを取つていきましょ
うか,ブラシの黒い毛の方で眉の中に入つたファン
デーションを取つていきます。ますは,眉の中に入
つた,黒いやわらかい方で眉の中に入つた粉をちょ
つとだけはらっていきましょう力ちできたら,次の
方に貸してあげて下さいね。軽くねいらない粉だけ
払つて下さい。出来たら次の方に渡してあげてくだ
さい」
B「先生厚化粧していんな」
I「明日してこようかな」
B「マジで眉毛」
?
?
?
?
講師「はい, じゃあ次眉描いていきますが,ちょつと太め
の鉛筆がありますのでお一人1本とつてもらつてい
いです力ち はい,ではみんなもつていますかね。ち
ょつと簡単に描けるタイプのやつです。で,キャッ
プを取つてさしといてください。元々ある自分の眉
の上をやわらかくこすつてみてくださしゝ 今ある眉
の上をやわらかく,力入れると粉がボロボロくずれ
ちゃいますのでやわらか―く気を付けて色付けて下
さい。ちょっとこすっただけで色がつきますの■
やつてみよう力ち ゆつくリカ礼 ゆつくり細かく足し
ていけば失敗がないと思いますのであんまりやりす
ぎないようにだけ。眉描くだけで一気にお顔がねキ
リットなっていきますので,ちょつと眉を描いてい
きましょう。あんまり,いつぱいいっぱい描きすぎ
ないでいいですよ。ちょつとこするだけでいいです
から力、 眉はねちょっと描くだけでねきれいな人だ
なとしっかりしたきつちりした人だなという感じに
見えますので眉毛は描いて下さい」
講師「はい,ではその次アイシャドウを付けていきましょ
う。アイシャドウのチップを出してもらっていいで
す力、 アイシャドウのチップ,細い方とね太い方が
ありますので細い方を使つていきたいと思うんです
けど,アイシャドウが紫とかグリー ンとかブルーと
か茶色とかあるんですけど好きな色を,夏やからね
明るい色の方がいいかなつて言う人はブルーとかグ
リー ンとかれ この時期しか特に使えない今の時期
とても生える色です。グリー ンとかブルーとかつけ
てみてくださし、選べましたれ 選んだ:紫もある
よ,紫は女らしいイメーカ
講師「緑は,元気な生き生きとした感じ」
T2印贋番に使つたら,グリー ンを後で貸してもらい」
講師「青,青もあるよ」
T2「青も素敵やんね」
講師「青は,クー ルなイメージ,涼しい」
講師「はい,色決まりました力■大丈夫かな」
T2「借りる」
T2「じゃあ,Cさん終わったら貸してあげて
油
講師「じゃあ,使う色が決まったらアイシャドウのチップ
の太い方ですね,太い方で薄い方の色ありますよれ
薄い方の色をたつぷリチップの太い方にこれぐらい
たつぷりと薄い色をたつぷりとります。はい,アイ
シャドウの薄い色をたつぷりとつてくださし、 もつ
とチップ全体についている方がいいかな。順番に取
つたら次に回してくれるかな。先つちょだけじゃな
くて面に先を立てるのではなくねかして,それぐら
いでいいです。いきなり,付けると色がはっきりで
るので手の甲でちょつと色の出方を確認して下さ
A「ヘー (選局 これ,これ力」
(緑を選択した生徒が劾
B「T2の色や」
I「うん」
??
??
い。じやあ,次に日につけていくんですけどちよつ
と目をつぶってもらつていいです力、 ちよつとみん
なの方に向いて, 日をつぶりながらぎゅつとしすぎ
やれ 目頭から目じりまです―つと線を引きます。
今度は, 日頭からちょつと丸くなんかかまばこ切つ
た時の形分かる?そんな感じで両方とも,日頭から目
じり, 日頭から丸く,ちよつと足りないなと思えば
伸ばしてみてください。日頭から目じり」
「Jさんの目頭はどこから夕台まっている?」
「目頭から目じり, 日頭から半円を描くように。円の半
分ですね,色がつくように」
講師「ついてる」
講師「ゆつくりね,上はつけていいけど下は塗らんでもい
いかな。瞼の上だけな。やつてみてよ恥ずかしがら
んと。あと色はっきりでるからね一色だけで十分目
元があかるくなりますんで力亀 ちょっと難しいけど
ねチップの広い面を使つてねしつかり色を出してく
ださい」
講師「ちゃんと目を開けて色が分かりますれ 何色付けて
いるよというのが分かるぐらいに色付けて下さい」
講師「この時期は,グリー ンとかブルーとかいいですよ。
目元は色々したいかもしれませんけどとりあえず一
色付けられれば, 日の際も付けられるようになると
いいですよ」
T2「グリー ンかわいいですオ劉      、
講師「すごいいいでしょ」
講自市「ちょつとグリー ン付けてみましょう力」
T4「じゃあ,T2やってもらいましょう」
T3「いま,すっぴんなんでいいわ」
講師「アイシャドウ変えるだけでこんなに変わります」
講師「本当に色で印象が変わりますのでベージュっぱい色
を選んだ方は,肌のなじみが良いので自然な仕上が
りにはなるんですけど,あの夏場やからねちょっと
明るい方がいいかなつて思います。オレンジとかい
れてもいいかもしれませんね。ないけどね,今」
講師「さぁ,次どんどんいくよ。じやあ口元いきましょう」
D聯卿 や」
D聯卿 や」
C「お―,きれいやん」
B「マジで」
B「先生もやつたらどうなん?」
わ― (歓詞
A「T2が」
C「先生変わった」
D「T3は?」
(歓詞
塗彗ミ「はい」
講師「紅筆を出して頂いて紅筆と落ちない唇つて書いてい
るのとグロスがセットになつているものがあるのでま
ず,紅筆をですね,紅筆を出して頂いて,透明のビニ
ールいらないので捨ててもらいます。透明の硬いキャ
ップを外してなくすといけないので紅筆の後ろにさし
といて下さい。はい,透明の袋からね無くすといけな
いので外したら紅筆のおしりに後ろのほうに付けてお
いてくださしゝ 無くす人多いのでね。新しい筆先は固
まっていますのでやわらかく指でほぐしてくださしヽ
今回の口紅は,この2つ入つているんですけどこれが
一本のセットになります」
講師「3色のペアで3つあるんですけど,下の口紅を付けて
から上のグロスを付けるつていうパターンになりま
すので出して頂いてまずこの下ですね,下の3色の
うちどれを使うかまず1色決めてもらつていいです
か?」
講師「6色入つていますけどとりあえずこの下の3つのうち
どれを使うか?」
講師「この綺麗な色3色どれを使うか選んで下さい。決ま
りましたか,この3色ありますよね,下の3色りこ
こがオレンジ,ピンク,これもピンク,かわいいピ
ンクかベージュっぽいピンクかまずどれか一色決め
てくださし、例えば,真ん中のベージュっぽいこの
ピンクにしようかなと思つた人はこの上にあるこれ
がセットでここがグロスになります。なので,ます
は,下,下の色を矢印ついていますよねこの後ろに
ピット引つ張つてもらつて紅筆にいつぱい付けてま
ずは両方とも上唇下唇に付けてもらってみていいで
す力Ъ矢印引つ張つてもらうと色が出てきますので
後ろね,後ろこの矢印引つ張つてもらうと」
講師「どの色使うか決めたら,まずはこのメインの色を筆
に付けて唇全体に伸ばしてみてください。結構ピタ
ッとつきますので,あんまりつやがない状態だと思
います」
講師「ちょっとつやがない状態でピタッと付きますので落
ちにくい口紅になります。上でも下でも大丈夫よ。
とりあえず,唇に同じようにぬってみてくださしゝ
唇の形どおりにぬってみてくださし、唇の形どおり
にはみ出さないように力劉
T2「お―すごいなんか色っぽくなつたれ
講師「で, 日紅が付いたらそのピット開けたところを上に
引き上げてもらうとつやつやのグロスが出てきます
ので,今使つた紅筆でいいですので口紅の上につや
つやを塗ってみてくださしヽ はみださないようにね,
自分の唇からはみでないように, 自分の唇の輪郭通
りはみでないように塗つてみてくださし、はい,グ
ロスはたつぷりとつやつやになりますので,グロス
もはみださないようにれ
C「マジで」
B「どれにしよう」
C「赤色いやだ―」
A「何にしようかな」
A「よし決めた,これにしよう」
D「あぶない」
講師「あんまり,塗りすぎるとてんぷら食べた後みたいに
なるから力劉
T2「大変,大変」
講師「はみでないようにねつやつやにしてみて下さい」
T2「上の形も良く見て」
T2「おっ,上ぬったん,素敵」
講師「この日紅3色で入つているので, 日替わりで使つて
もらったらいいかなと思います。日紅ね,ちょっと
明るく仕上げてもらってつやつやに仕上げてくださ
い。とりあえず,3色々試してもらえればと思いま
すので」
T2「マニキュアじゃないよ」
講師「はし、 じゃあお化粧の仕上げはチークですのでチー
クをつけていきましょう」
講師「今度は,チー クを入れていきましょうか
れ
T2「自分の顔じゃないみたい,恥ずかしいみんな」
講師「そうなの,普段とは違う自分もいいよ」
講自市「はい, じゃあチークつけていきましょうか力亀 チー
クは2色入つているんですけど,チニクはこのよう
に2色入つていますけど混ぜちゃてブラシで混ぜて,
ほっぺた貸してね。混ぜていきなり付けると粉がバ
ーつと飛んじゃいますので手の甲でぎゆ―つと押さ
えながらここの表面に付いていた赤い粉をブラシで
中にぎゅつぎゅつといれます。入れていきます,全
然粉っぱくなくなりました。そしたら,につこり笑
ってね,につこり笑つたらきゅつと持ち上がるとこ
ろがあります。笑うとそこにポンと置いて丸く」
T2「わ―かわいい」
講師「ポンと置いて丸く入れていきます。丸くかわいくい
れようね。正面から見て,色がしっかり分かるよう
に, じゃあ同じようにやつてみましょう」
講師「かわいいよ」
講師「色がね,色のバランスはチークで取れてきますので,
お化粧の一番最後にチークは使つて下さいオ、 アイ
シャドウ薄かったかなとか口紅薄かったかなと思つ
ても頬紅入れたらすごくお化粧がはえてきますの
で,一番最後ににつこり笑つてね,につこり笑つて
力、 にっこり笑つて丸くいれよう力ゝ にっこり笑つ
てくるくるくるつと丸く入れましょう力Ъ につこり
笑いながら,につこり笑いながらにつこり笑つて丸
く入れましょうね,につこり笑いながら」
講師「やっぱリチーク入れるとねお化粧がはえますよれ
お顔全体が明るく」
T2「いいやん,なんかすごく」
(笑い)
D「女王様やな」
C「きゃ―素敵やん」
B「すごい,恥ずかしいわ」
B「うわ―,恥ずかしいな」
I「なんハ ちょっと自分じゃないみたい」
D「いいんじゃないです力可
C「綺勘
B「いいじゃないの」
講自雨「につこり笑いながらね, につこり笑いながらそうそ
うそう。バッチリだ力礼 につこり笑いながら丸く入
れます」
T2「いいやん,いいオ劉
講師「にっこり笑いながら,頬の高いところにね」
T2「取らんときいや」
講師「お化粧が終わつたら最後頭皮のお手入れをして終わ
りたいと思います」
講師「頭皮のお手入れもしていきます。紫外線が当たると
直撃です。後頭部とか日焼けしやすいです。日焼け
すると髪の毛がパサパサになったりとかあとつやの
ない髪の毛になつてしまつたりとかフケが出てしま
つたりとかあるので,頭皮に与える栄養です」
講師「ちょっと冷たいですけど,直接地肌に冷たい泡を入
れていきます。いくよ,冷たいよ」
講師「じゃあ,この泡を押さえといてください。地肌につ
けることで泡になつていて泡をつぶすことで頭皮の
マッサージができます。栄養が届きますので,押さ
えて,押さえて」
講師「今日一番の盛り上がり」
講師「この暑い時期つてね,頭が蒸れたりしますよね,特
に帽子とかかぶつたらむれるし嫌な匂いがするんで
すけどこれをしておくと嫌な匂いも防げるのヽ さ
あ,頭皮のお手入れまで出来たということでピン外
してケープを取つてもらつていいです力祐 白いケー
プをれ
講師「今日持つて帰って貰うものの確認をしますので机の
上を綺麗にしていきましょう力Ъ いいです力、 さつ
き使つた口紅のサンプルありますか?口紅閉じたら
紅筆セットでありますか力礼 ありますね,はし、使
つたファンデーションのサンプルと大き目のスポン
Й
講師「大丈夫ですか,入つています力、袋の中に入れとい
て力ヽ で,今日は使わなかつたんですけどちょつと
小さなこんな袋が入つていたと思います」
講師「これが,マキアージュのBBQなので日焼け止めもリ
キッドファンデーションも含まれていますのでお化
粧水付けた後にさ―つとこれだけ顔全体に一回分に
なっています。これをのばしてファンデーションを
仕上げてくださし、 アイシャドウのチップもありま
すね。女の子の顔が付いたシートあります力Ъ今日
の夜にお化粧を落とすためのシートになつています
のでこのシートを使つていただけたらお化粧が落ち
ますので」
?
?
?
B町さずかしいな」
B「イ圏篭取りたい」
A「冷たい」
移彩枚「はい」
B「笑い」
「パチパチいっている」
「きもちいい」
「良いにおい」
複数「大丈夫です」
複数「入つています」
I「落としたくない」
講師「これとテキスト2冊をお持ち帰り頂くようになつて
います。はし、大丈夫でしょう力ヽ ということで,
楽しんでいただけたでしようか
T2「みんなすごいハイテンションになつているわ」
講師「とりあえず,暑い日が続くのでお化粧するのもめん
どくさいなと思うかもしれませんが,そんな時だか
らこそお化粧をする方が気分が晴れますし,あとお
化粧しておくと日焼けから肌を守つてくれますの
で,きちっとそういうケアも出来ますので楽しみな
がら日々 を過ごして頂ければと思います。はい,長
期間に渡りましたが講座は以上になります」
講師「起立」
講自雨「ありがとうございました」
Tl「もう一回」
Tl「入つたお金 ?」
Tl「入ったお金」
Tl「6千5百99円」
Tl「行き先一つどこですか?」
Tl「はい,まずAさんの班はどうですか?」
Tl「帰りも大丈夫ですハ 調べましたか?」
Tl「カワサキワー ルドの1班の人いますか?」
Tl「カワサキワールドの2班の人?」
Tl「ハーバーランドの1班の人?」
Tl「ハーバーランドの2班の人,DさんハーバーランM予
かないの?カワサキかな?」
Tl「それぞれにリー ダーが居ると思いますので,その人中
心に班で予定通り動くように,もし予定通り動けない
場合があってもその時どうしようかなっていうことを
班の中で相談してください」
Tl「雨の時も行くということでしたけど,ハー バーランド
の人は大丈夫ですか?」
複数「はい」
J「えっと,こんな素敵な楽しい時間を頂いて
ありがとうございました」
全員「ありがとうございました」
」「これからもずっとあの,お出かけするとき
にお化粧したいなと思います」
」「気をつけ,これにて終了,ありがとうござ
いました」
全員「ありがとうございました」
F「お願いします」
F「会計報告お願いします」
D「えっと,収入,入つたお金は0で支出,出
たお金は2千bちゃう間違えた」
D「2千500」
D「うん」
D「違う,支出払つたお金は,2千5百円」
D「500円」
D「残つたお金は,6千5百99円」
D「はい」
F町ま賄 」
I「なしで」
A「なし」
A「カワサキワールド」
A「大丈夫です」
A「調べました」
複数「はい」
複数「はい」
複数「はい」
D「カワサキ」
表5-7役員会
I「はい」
??
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
「雨のときでも大丈夫」
「雨でも行きますということになつていますが,K君大
丈夫ですカマ」
「おそらく途中でしやバられると大丈夫じやないです」
「話しないで下さいれ K君どつちいくのかな」
Tl「はしヽ 雨でも大丈夫ですか?」
Tl「ゲームセンターに行く予定なんです力」
Tl「屋根があるところで活動するんです力劉
「了角駒
「はい,それぞれあの雨の場合でも大丈夫なことを決ま
つたことをもう一度確認して備えてきてくださし、
「はい,えっとオープンキャンパス前に書いています日
程が決まりました。8月1日(人の名前)8月2日 (人の
名前)この人が発表することになりましたよね。来週
の29日の月曜日の役員会の時間に原稿を確定してくだ
さい。この役員会の時には,僕。私はこれを言おうと
思いますっていう原稿を用意して下さし、 それまでに
用意して下さし、 この 1週間でキャンプとかもありま
すけど原稿を作らてください」
「テーマですけど,エコールこうべでの面白いこと,ま
あエコー ルこうべの魅力ですね,魅力を新 1年生に伝
えてあげて欲しいなと思います。見学をしに来た人た
ちにね伝えてあげて欲しいなと思います。過去では講
義や行事のこと等なんでもかんでも,色々 こういうこ
とがおもしろいじゃなくて,1つ自分の中で選んでくだ
さし、 例えば,自主講座がおもしろいであったら自主
講座のことだけ書く,ほかの事はかきませれ 1つのテ
ーマだけね,例えば料理のことでもいいです。自分た
ちで決めた料理のことでもいいです。 1つのことをこ
ういうところが面白いんですっていうのを原稿にして
下さい。
「原稿用紙は別に真つ白い紙に書いてもらってもかまい
ません。好きにしてください,大丈夫ですか?」
「あの,ちょっと分からなかつたら先生に相談してくだ
さい」
「でも,書きたい内容はあなたたちの気持ちなので先生
立ちは決められません。あなた達が面白いな,伝えた
いなって思う内容を考えてきてくださし、 ちょつと調
整してみます力」
Tl「Cさんは,何について書こうと思いますか?」
Tl「(施設名)で面白いことつて間かれたら,何のこと?」
Tl「自主スポね」
Tl「Aさんは?」
Tl「いいですよ」
Tl「考えてきてください」
?
?
?
?
?
Tl
Tl
Tl
Tl
Tl
?
?
?
?
?
?
?
F「本間や,雨,えつ」
「大丈夫です」
「あの…」
「ハーバーランド」
「えつと,雨が降ったら,あの雨が降ったら
あのゲームの中なので大丈夫だと思うの
で」
「はい」
「はい,J君が決めていたので」
F「オープンキャンパスの役員会について」
複数「はい」
複数「はい」
移彩攻 「はい」
複数「はい」
「えっと」
「自主スポ」
「分からない,今きめなくてもいい」
「考えておきま句
?
?
?
?
?
?
?
?
Tl「I君は」
Tl「うん」
Tl「何か具体的に1つ,何の講義,何の時間」
Tl「スポーツ,はい」
Tl「Bさん」
Tl「サッカー」
Tl「E君」
Tl「余暇選択ですね,書道」
Tl「F君」
Tl「Gさん」
Tl「いいですね」
Tl「Dさんは」
Tl「H君」
Tl「眩 )でのおもしろいこと,紹介してくださいつ
て言われたら何を紹介したい?」
Tl「音楽,例えば8月2日で5人とも新喜劇のことを紹介
するつて言つていたけど,新喜劇しかしてへんのかい
つてなるよね嘔こういう場合はちょつと調整するかも
しれません。やっぱり,あなた選択講義の方に行つて
など色々可能性があるつていうことだけ」
Tl「とりあえずの順番を決めていますが,順番じゃない言
う日力■ この中爛順番はまた相談しましょう。再来週
までに考えといてくださしヽ
Tl「はい,これも前回も確認しましたが,まだ準備はしま
せんけど専攻科の集いでみんなにエコールこうべの紹
介をしましょう,またどんなことしたいなとか意見が
あればまた聞きます」     ・
Tl「司会と板書を忘れないように,司会と板書はいると思
います。いつもハーブで今日の始まリカードを貝占つて
それぞれ探検に行きましょう,いつてらつしゃいつて
いうのが必要だと思うので,そこに司会と板書を横に
書いて貰えます力Ъ だから一個繰り上がります。えっ
と前回は,5日がAさんとDさんでしたが,7月31日
に繰り上げでお願いしま句
Tl「さつきも言いました,オー プンキャンパスの予定にし
といてください」
Tl「前回はGさんとCさんでしたけど,繰り上げなつたん
でここがA
さんとなります。はい, じゃあ決めることは以上です
力ち何ハ ありますカマ」
Tl「いいですよ。あの大丈夫です」
Tl「現地集合なの力劉
Tl「了解しました」
I「えっ,(舶瑠麟う の」
I「内容」
I「スポーツ」
B「部活にしようかなって思います」
E「僕は,えつと書道」
F「新喜劇のこと」
G「あ―いいね,いいれ
G「えっと音知
D「私も新喜劇」
H「えっと,僕は」
H「えっとじゃあ音楽って」
複数「はい」
F「7月31日■F2日野外活動について」
A・D「はい」
F「オープンキャンパス」
F「8月5日■RI登
"如A「すいません,野外活動についてなんですが,
カワサキワー ルドに関して新長田集合じゃ
なくて元町集合になったんですが,前日辺り
に板書でお知らせをしていいです力」
A「ありがとうごいざいます」
A「あっ,そうなんです」
「Aさんの班は現地集合になるので当日の朝はエコー ル
にはいません。野外活動はいきます」
「朝仕事が出来ないので,前日に班の人にお知らせする
ということで」
「他ありますか?」
「あの,現地集合現地解散は,いくつかの班であるかも
しれません,あるかと思いますがそれも役員の人把握
しておいて下さい。あつこの人は,あそこで帰るんや
なとか,あそこで帰るつていうのをなんでわかつてお
かなあかんかっていうと新長田について時にあつ,あ
の人いないやんどうしようどうしようつてなる,それ
がわかっていたらあの人はそやそやあそこで帰つたと
覚えていたら慌てなくてすみますよれ
「他はいいです力可
「早いですが,終わりましょう力■オープンキャンパス
の原稿ちょつと考えましょう力Ъ あの,ここで残つて
担当じゃない人はここで終わりです。はい,いいです
かねЭはい, じゃあ挨拶しましょう」
複数「はい」
複数「はい」
?
?
?
?
?
?
?
?
?
? 複数「はい」
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【研究ゼミ (1年ω 】
T:みなさんは、もうエクセルやワー ドを使いこなせると思います。パワポもそんなに難しくありませれ 今回、
ワー ド、エクセルをまとめてパワポに張り付けて発表してもらおうと思いますD今日は、発表に向けて実際
にどのようにパワポを作っていくのかについてやります。
T:(エクセルの国lalを生徒に見せる)これは、実際にみんな使つていると思います。パワー ポイントは、このP
というのを開きますれ ばくも、みなさんと同じように調べました。僕は、新長田について調べました。み
なさんと同じようにパソコンを開いて、ネットを開いてここで新長田つて打ち込んで、写真も出てくるので
貼り付けました。だいたい、今調べたいことについて作ってきました。こっから、発表用にパワー ポイント
に張り付けました。枚数制限はありません、10分以内だったら何枚でも大丈夫で九 0 ワヾー ポイントの画
面を見せる)ここに文字が打ち込んでありますが、本当は自紙です。だから、自分達で打ち込まないといけ
ませれ ワー ドやエクセルと一緒ですれ コピー 貼り付けを使いま丸 パワー ポイントは、テキストボック
スを使います。テキストボックスというのは、字や絵を必ずこの中に入れてくださいというもので丸 難し
く考えずにパワー ポイントはこういうものなんだなと思つて下さしヽ 枠の中に文字を書き込むのをテキスト
ボックスとぃぃます。みなさん、卒業生や2年生の発表を見たことがあるので知っていると思いますが、必
ず守ってほしいルールがあります。まず、①番のところに、タイトノk研究について何を調べたのか書いて
もらいます。そして(テキストボックスの中にテーマ設定の理由も書いてもらういます。僕は、何でこのテ
ーマにしたのかを書いてもらいます。
T
T
T
僕の場合は、エコー ルKOBEに通つていて毎日新長岡に通つています。だから、新長田を調べてみたいと思
いました。そこから、②③④とかは、自分が今研究している内容ですね、研究して分かつたことを書いてく
ださυヽ
新長田の名前は、何でついていんだろうというのを調べました (新長田の由来の説明)
新長田の町ができた経緯の説明
T:最後に調べてみての感想、最後必ず分かつたことと感想を書いてくださし、
銑生が新長田について、調べてきたことについてプレゼンを行う)
?
?
?
?
?
?
表5-8ハーブ
「それでは、時間になりましたので今からハーブをは
じめます」
「みんな焼けた人もいるし、白い人もいるしみんな久
しぶりですねЭでは、今日は染物染色の勉強をしま
す。ちょっとね、一番最初にみなさんに聞きたいこ
とがあります」
「そうです。みなさんが、今着ている服は、色がつい
ています力軋 白い人も何か模様がついています力亀
この色は、何からできて色がついているのでしょう
カマ」
「それなら知っている人?何から染められたん?」
「木からそめられたん?じゃあ、どうやつて染められた
ん?」
り||で染めたん。昔そんなんしていたのかな。黄色や
緑やなんで染めたんかな」
「じやあ、これは今日覚えて帰ってくださしヽ 今みん
なが来ている服や持ち物のほとんどの物は、石 (黒
板)」
「そうなんです。石油からできたもので染められてい
ます。それで、どんな特徴があるかというとこんな
にきれいな色に染まります。また、洗濯してもなか
なか色は落ちませんしそれは、すごい便利なところ
です。じゃあ、これは、薄―い青色だけど何で染め
たかな?蝙 を見せる)なんだと思う?この布きれ
は、最初に言つてくれた木や草で染めたみのです」
「 (黒板を指す)ここを読んで誰カマ」
1昔の人間は、昔の人は、石油を知らなかったのでみ
んな草木で染めていました。今日は、みなさん昔の
人と同じやり方で昔の人が出した同じ色を出しても
らいます:今から、そうですね千三百年ぐらい前に
戻ります。タイムスリップして、昔の人がやつてい
た同じ方法で染めますよ。色を付けるものはこの葉
つぱです。この葉っばからこんな色がでます。
「きれいやね。じゃあ、ちょつとこの葉っぱをどんな
順番でしたらこんな色がでるかちょつとやつてみま
す」
「なんとなくわかってきたかな?」
「なんでそんなすぐわかるん?」
「内緒?今言つた通りですね。葉っぱをくきから取りま
す。 (間)取りますれ これを少しちぎります。こ
れは、昔の人がやつていたのと同じよ。昔の人と同
じ気分でやります。で、これを袋に入れますЪここ
までいい?ここで大事なのは、お水の中でもみもみし
ます。もみもみ。そうすると、何色か分かるかな?」
「緑の液体出てるの見える?液がどんどんでてきます」
「きおつけ (ピシ、先生)ハー ブの勉強を
はじめます、ネLお願いします (全員)」
B「質問タイム」
C「え―わからない」
木、植物 (くちぐちに言う)
D「り||」
C「知らない。分からない」
D「石ころ、石油」
礁鐙)、 木・草 《夏唱) (口ぐちに言
D「草木染め」
C「え―」
D「葉っぱをちぎって器に入れる」
D「ちぎる」
D「えっ知らない」
E「網
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
講師
講師
講師
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
講師 C「そオJ留次めるん?」
??
?
?
講師
講師
講師
講師
講師
講師
講師
講師
「染める物で、飲めません。どんどん緑色が出てきま
す。こんなに泡が出て、青色のようなドロドロの液
が出ます。ジュースみたいになつてきた。でもね、
飲まれないけど虫刺されの時にこの葉つぱを塗ると
虫刺されが早く治ると言われています。ここで、こ
んな何も模様がないのもあるし、ちょつと模様を付
けたいなという始 は」
「やつてみたい。では、やつてもらおうか」
「そうそう、お豆さん1個付けます。外れないうに輪
ゴムでぐるぐる巻きにします。今度はね、2個入れて
みます。では、ここをくくつてみます。これは、何
の為こんなんするか分かる?ここをぎゅつと絞つた
ら液が入る?」
「入る?入る?実はね、ここに水が入らないんです。入
らなかったらどう思う。頭の中で想像してみて。ど
うなっていくやろう。実は、取るとこんな感じにな
ります。面白い、色んな形に染まりました」
「色んな模様が出来ている力礼 色んな模様がこれ (道
具)で出来ると思いますよ。 (作業中)それでは、
この中に入れます。ここで、しばらくの間色がつく
ように混ぜます。どうかな、ついたかな」
「では、沢山の葉っぱでもみます。もみますね。 (先
生の作業工程を見る)もうちょつとしたら、作業で
きるから眠気も飛ぶよ。葉っぱが多いと濃い色が出
ます。では、今やつたことを確認します。葉っぱを
ちぎつて、袋の中に入れてお水の中でもみます」
「そうだね、今色がついてきたね。みんなは、ハンカ
チをします。模様を付けたハンカチをこの中につけ
ます。5分から10分まって、そこからハンカチを綺
麗に洗います:乾かすと、模様を付けた人は模様が
つきます。ここで、大事なことは水の量よりも多く
葉っぱを用意します。では、みんな同じハンカチを
用意したので1枚ずつ配りますね」
「2人で一つの洗面器を用意してもらいます力、 (グル
ープ分け)そしたら、新聞紙を下に敷いてくれます
力可
「では、模様つける人はつけて下さい。模様を付けな
い人は、そのままでいいですよ。では、お豆とゴム、
ヒモは自由に持って行つて下さし、 朧 )」
「みんなに模様を見せないとあかんかったねもこんな
風になりました。みてみて。Hさんみてよ。輪ゴム
取ります」
「緑のお汁につけたけれども、何色になりました」
「これは、お豆を入れたところです。取つてみます。
お豆1個、次に2個も入れてくれていたよね。次は、
ヒモのところしますオ亀 どんなんが出来ている力ヽま
どいてみます。ぐるぐる巻いているところ力、 お―、
すごいかっこいいよれ 着物の模様みたいヽ ここ
F「やつてみたいで―す」
F「先生それは、豆つけるの?」
D「入る、入る」
G「先生テルテル坊主みたい」
G「先生、まだかな?先生あと5分?」
G「色がつく」
(学生が配る)
(僕中)
H「先生色って何色?」
H「えつ、緑、うすきみどり (お―)」
複数「え―」
?
?
?
?
講師
は、2つに追って輪ゴムをかけたところです。こん
なになりました」
「結んだところずっと結んでいたところは、ここ見え
ます力、 これ、結んだところ、お豆を2つ入れたと
ころはこんな風に丸くなつて、ヒモで結んだ所は線
になつたりしています。きれいですオ劉
「こんな風に模様を自分で考えてみて下さい」講師
Tl「なんれ 途切れ途切れで言われるとわかりにくいので,
一回で言つて下さい」
Tl「1万」
T3「1万4千80円,(近くの先生が0の数を数えるように
指導)1万4千480円」
Tl「480円です力Ъ途中から言わないで,最初から最後ま
でいつて。1万, 1から言つて」
Tl「3・40005?」
Tl「自主講座で読み方を練習しといて下さい」
Tl「会計の人特にれ パッと見て3万4百5円つて言える
方がいいから力乳 300,400とか言つていたら伝わりま
せんのヽ かっこ悪いかつこ悪しゝ Dさんもだかられ
Tl「あなたも力礼 読んでみて」
Tl「違うじゃない力」
Tl「読みなおさなくてもいいように自主講座をやつてくだ
さい」
Tl「次に意見箱について」
Tl「土曜登校の振り返りをします」
Tl「それでどうしたんですカマ」
Tl「その後どうしたの?」
Tl「そしたら,流れたん?」
Tl「なんでやろうな。ちゃんとリモコンが上手いこと反応
せんかったんかな。でも,結局流れたんですカマ」
Tl「途中で話を止められると分かりません。最後まで話を
してください」
Tl「で?」
Tl「カラオケで部屋に帰つて来なかつたん?何人かジュース
入れにいって帰らない人がいたの?E君どうやつた?
Tl「それでどうしたんですカマ」
Tl「ずつ―と帰って来なかつたの最後まで?」    .
「収入は,入つたお金は0円で,支出が 3
千,1万180円」
「はい」
「1万4百80。残つているお金は,3百,0400・5」
「3万4百5円」
「はい」
D「はい」
D「千」
D「間違えた」
E「1年生0です」
A 「2年生も0です」
E「カラオケを予約したのに,中に入つてこ
ないんですよ。正しく入力したのに回白
に映らなかつたんですよ」
E「あのね,ちゃんと曲は予約したけどあれ
と思つて入らなかったのでそれはカラオ
ケでのハプニングです」
E「その後はもう一回予約をやり直しまし
た」
E「はい」
K暁言)
K「えつと,カラオケやねんけど自分の音5屋
に戻つてこなかった」
K「帰つてこなかった」
E「うん」
K「え―っと (無∋ 」
K「まぁ,帰って来たけど」
D「きれい」
(僕中)
?
?
?
?
表5-9 自治会
Tl「カラオケに行つて帰つて来たんでしう?」
Tl印賂 ぬかしされたんですカマ」
Tl「K君が遅れてきたの力」
Tl「それで,遅れてきたから飛び込みさせてあげたんカマ」
Tl「帰つて来ない方が悪いですよ。まぁ,普通口瞑番ぬか
ししていたら問題になりますけれ 遅れてきた人がねせっ
かく来たから割りこましてあげるというのは非常にいいこ
とだと思います」
Tl礎計しるときは,連絡してください」
Tl「大きなトラブルはなかつたということでいいですか?」
Tl「前回も確認したと思いますが,前回の資料見てもらっ
たらわかると思いますけど,ボー リング予約は済んで
います功マ」
Tl「OK?」
Tl「シネマの方のDVDはどうですカマ」
Tl聯が持つてきてくれるんやったかな?」
Tl「今週,もう一度F君に確認してくれますカマ」
Tl「はい,誰がしましょう?」
Tl「F君に土曜日DVD持ってきてくださいよつて言うだけ
でいいんですが,誰がやってくれますカマ」
「『全体の運営について』専攻科の集いのプリントを渡
していると思うのでそれをちょつと見てくださし、題
名がつきました、「集まれ専攻科学びの作業所専攻科交
流の集い」という名前になりましたので,覚えておい
てくださし、 開催の目的ですけど,なんでこれをする
んかというと近畿圏では各県に学びの作業所 。専攻科
が設立されてきたので,青年達の交流を通して今後さ
らに活動交流を進めていこうというものです。意味わ
かりましたカマ」
「あの,兵庫だけじゃなくて和歌山・京者F・奈良色々な
ところにエコールと同じような専攻科とか勉強すると
ころができてきたからみんなちょつと集まって,交流
しましょうよ。仲良くやつていきましょうよというこ
とです。で,このふれあいまつりだけで終わりじゃな
くてね今後ともよろしくお願いしますという意味も含
めていますから,そのきつかけとしてねみんな集まっ
てくださいというのをエコー ルが中心になって行いま
す。よろしいです力」
Tl「では, 1番日時②くん読んでください?」
Tl「ふれあいまつりは朝から夕方までやっているわけでは
ありませれ 13時から集いが始まって,16時45分に
は終わります」
Tl「はし、2番③くん場所読んで?
?
?
?
?
?
「あとは,なんかカラオケ対順番ぬかし」
「僕の所なんですけど,その場にいなかっ
たので後がいいなじゃないかという話に
なりました」
「遅れてきました」
「はい」
K「勘 た」
「はい」
「他 にあ りません力可
「はい」
A「はい」
A「OKです」
E「シネマの方のDVD」
E「ニモの方は,=応F君ですが,万が一忘
れたとき用に僕が持ってくる」
E「はい」
(沈肉
I「じゃあ,ハイ」
複数「はい」
B「13時から16時45分」
?
?
?
C「トヨタハー トフルプラザ3階特設広場」
Tl「あの,新喜劇の舞台もあつてその前にイスが沢山並ん
でいます」
「3番C×ん」
「司会進行もあなた達にやつてもらおうと思います。運
営というのは,後で説明しますけど司会であつたりと
か『だれだれさんお願いします』であつたりと力期贋番
を決める」
Tl「4番は,参加する施設を見たいと思います。 (施設%
と参加人数:活動紹介内劉 」
Tl「お父さんやお母さんやきょうだいの人が,ふれあい祭
りに来るつていう人?」
Tl「そういう人いますよね。他の専攻科の人も呼ぶかもし
れませんなのでもつともつと予定人数より多くなるかも知
れませんbあと,あなた達の出身の学校から先生が来るか
もしれません。もつもつと沢山になるかもしれません。そ
のイベントをこの役員の人達で考えていかないといけませ
んЭそれだけ150人を超える人のイベントを成功させなけ
ればいけません。がんばりましょう」
Tl「まず,どんな内容化を確認しておきま丸 G君5番」
Tl「はい。じゃあ最後6番Hさん」
Tl「難しい?じゃあDさん」
Tl「ということで,全体がわかりましたカマこういう集いが
あつて役員会がつくつていきます。その為に,司会 。
進行そして看板,もつと細かいプログラムそれを作ら
ないといけませんので頑張りましょう」
Tl「まず全体の交流というのがありますね,14時25分。
これは,まだきめていません。クイズや歌とか書いて
いますがまだ何も決まっていません。これを今日決め
ましょう。そして,エコ■′嗜申戸の発表の内容を決め
ていきたいとおもいます。では,全体のところを決め
よう力、14時25分からの全体での交流20分間どんな
ことをしたら色んなところから来てくれた専攻科の学
生とかその他の人達がどうやつたら楽しめるかな。ち
ょつと考えてみましょう。何かありますカマこんなこと
をしたら,みんなが楽しめていいんじゃないかと力Ъ
例えば全員がDSをやるつてなつたらどう?」
Tl「E君」
Tl「はい,その他」
Tl「Dさん」
Tl「音楽,歌うんかな?」
?
?
E「役割の説明」
複数「はい」
複数「はい」
G「交流内容13時開会のあいさつエコー ノ琳申
戸代表,13時各専攻科のパフォーマン
ス,14時25分全体の交流『 クイズ・歌 0
ダンス等』,14時45分終了です」
(無言)
D「準備,係,運営はエコー ′材申戸学生自治
会役員,司会,進行,プログラム。看板
作り撮影,会場設営,音響,等は (施設
名)
複数「はい」
嫌,ないわ (口ぐち)
(手が挙がる)
E「あのね,例えばダンスもいいし」
(手が挙がる)
D「抽
D「歌」
A「歌 うっていったって何を歌 うの?」
Tl「それはまたあとで,細かいところは後で決めます。ど
んなことをするかをまず考えようか」
Tl「150人の人が集まつていて,みんなで楽しみましょう
よこの時間つていうときに何しましょう」
Tl「人の名前を聞いていくというのはどういうことやろう
力9100人の の名前を聞きますカマ」
Tl「ダンスっていうことかな?」
Tl「それは,どういうイメージやつた?」
Tl「仲良くできる活動がいいのではないかということです
れ
Tl「やり方は色々考えないとあかんで100人いるので100
人全員で移動は難しいよ」
Tl「パソコンは100台もありませんね」
Tl「100人が20分間も黙つているの」
Tl「アメリカチックな?」
Tl「その他ありますカマ沈黙を破つてK君,良いアイデア
を」
Tl「カンナムスタイル,みんなで踊るつてことでいいのか
な?」
Tl「タッオ ラップってヨー ヨー とかのやつ?パー カッショ
ンとカマボディー パッカショッンとカマ」
Tl「なるほど力礼 もう以上かな。さすがに全部はできない
よね?時間が20分しかありません。 ということ150人
の人が仲良く活動出来るもの,それを頭に入れてやり
ましょう」
Tl「じゃあ,聞いていきます。カンナムスタイルは曲やか
ら」                    、
Tl「踊るつて決まったら意見出してもらおうか,ダンスの
中に入つていますこれね「カンナムスタイノИ はい,
全体での交流では,「ダンス」何か踊りがあつたらい
いのではないだろうかと思う人手を挙げてください,
じやあ,次音楽歌を歌つたらいいんじゃないかつてい
う人,○×クイズ,コメディ,DVD,物ま力劉
Tl「20分あるので20分間踊り続けたらしんどいですよね?
これどうしますカマ」
Tl「ちょっと日寺間がないので,挙手にしましょうカマ1人2
回まで手を挙げてください」
G「人の名前を聞いて行く」
(笑い)
J「踊りは」
D「踊リカ可
」「仲良く」
G「○×クイズと力ヽ いヽかも。○×みたいな
のを作つてやつたら面白いんじゃないか
な」
A「それは,難しいんじゃないかな○×クイ
ズは」
E「じゃあ,全員で新喜劇とかは?シナリオは
みんなパソコンでみれば・・」
F「サイレント」
しんどいと思います。 (口ぐち)
F「じゃあ,ショー トコメディ」
(沈莉
K「L君と先生でカンナムスタイノL/」
(笑い)
やだ,嫌や (口ぐち)
J「ラップ」
F「机をみんなで叩く」
徽   「はい」
A「消しときましょう力可
G「物まねとコメディ似てるきがする」
E「わかつた。あの, 自分がこれしたいこれ
したつていうのをペンで名前を書いたら
どうでしょう力」
複数「はい」
Tl「歌も20分間歌つてたらしんどいですし,ダンスも20
分間ずつとだつたらしんどいです。○×クイズが20分
間続いてもしんどいと思います。コメディ20分間も疲
れます。DVDは寝てしまいます。20分間同じやつは,
しんどいかな。では,1人2回まで手を挙げてくださし、
選んだ?いいですか,2個決めましたカマ」′
Tl「じゃあ,ダンス」
Tl「コメディ」
Tl「DVD」
Tl「歌」
Tl「○×クイズ」、
Tl「ラップ」
Tl「―番が歌と2番目がダンスかな,では歌って踊りまし
ょうということでよろしでしようカマこれやったら105
人の人が20分間の人が仲良く楽しく追われますカマ
Tl「そういうことで,残念ながら○×クイズとコメディが
無くなってしまいましたが。ちょつと日寺間が来てしま
ったのでどの曲で踊るのかどの曲を歌うのかを相談し
ましょう」
Tl「最後佑認しておきたいのが,発表がありますよれ (発
表内容の確認)今週一週間でそれぞれ文章を書いてき
てくださし、 来週確認しましょう」
(4)2013年9月9日 表5-10 青春講座
Tl「青春講座ということで、鉄人に向かつてバカヤロー つ
ていうの?」
Tl「青春講座っていうのは、なんでしたつけ?どんな内容で
したつけ?B君」
Tl「そうです力、 大人に向かつての勉強をします。つまり、
知識をつけていきましょうという時間ですオ為 はい、
前何やりましたっけ?」
Tl「D君めっちゃ元気ですカマ」
Tl「近いね (顔を近づける)」
Tl「あの―取るべき距離があるつていう話をしていました。
パーソナルスペースといいます。あれから、みなさん、
どうですカマ」
Tl「だいたいみんな大丈夫?ちょつと微妙な人もいるんじゃ
ないですカマまあ、卒業までにつかんでください力礼 近
づきすぎたり、逆に遠すぎてもダメです。上手に距離
をとるようにしてくださしゝ 今日は、何をするかとい
うと『食べること』食事についてやります。食事つて
聞いて何を思い浮かべますカマ」 .
(なし)
複数「はい」
(笑いが起こる)
A「違います。海に向かつて言います」
B「青春講座っていうのは、大人に向けての
勉強」
C「なんか、人との距離の取り方」
D「元気です 」
E「近い」
A「ちゃんとできています」
F「カロリー 」
G「ソムリエ」
H「賞味期陶
F「タンパク」
I「お行儀」
??
?
?
?
?
?
「色々でてきました力、 いまで出来ましたが、カロリー
つて観 K君」
「それつて何P」
「じやあ、エネルギーつて観 エンジンとカマ」
Tl「何が違うんやろう?じやあ、さつき出てきたカルシウム
つて観  (沈黙)よく分からないよ力礼 K君知つている?」
ビタミンって知っている?
Tl「みかんにビタミンCが入つているかもしれないけど、
じやあそのビタミンCつてなんやろ?」
Tl「病気から守つてくれるために必要。じゃあ、タンパク
質はなんで必要?」
Tl「あ―筋肉とか、他にも色々あるんかな?なんか、よく聞
いたことあるけど何のためのものかよくわからないで
す力、 ぼんやりしていません力、 それをちょつと勉強
して、食べること、脂質やタンパク質、脂肪などその
辺をちょっともう一度学び直して、いま自分の身体が
どうなっているのかというのをちょつと調べられたら
なと思つています。いいですかね。そのために勉強用
のプリントを作つています。今から、画像や言葉が色々
出てきます。その中にプリントの答えが出てきますか
ら、それをみんなで確認しながらプリント完成させて
いきましょう力、 まず、プリントをもらつたら名前を
書いてください。 (パー ワーポイントが見えるかの確
認と名前の記入の硼 」
Tl「じゃあ、始めたいと思います。食べる事は、大切 (栄
養、カロリー )本日の題略はこれです。 (プリントに
題名を記入)みんなハンバーグは好きですカマ」
Tl「先生も好きです」
Tl「なんで?」
Tl「高等部でこんなカロリー とかの勉強したことある人?」
Tl「1回の食事にどれぐらい食バたらいいか分かりますか、
みなさん?」
Tl「じゃあ、三食のうち一食はどれくらい食べたらいい?
何カロリー 食べたらいいのかな?」
Tl「今日は、そこのあたりも勉強します」
Tl「このなかで、3大栄養素と言われるものがあります。
この中で3つ特に大切、これは間違いないというもの
が3つあります。何かな?」
Tl「タンパク質、ビタミンどうかな―」
Tl「どうかな。では、今から説明をします。特に大切なの
は、タンパク質・脂質 。炭水化物です。プリントに記
入したものに○をしといてくださしヽ 炭水化物○」
?
?
「栄養素」
「カルシウム」
K「カロリー 制限」
K「ダイエットしている人がカロリー 制限し
ている」
違う (学生がくちぐちに言う)
「カルシムが骨」
「ビタミンCってみかんと力」
「ビタミンは、病気から守つてくれる」
A「タンパク質はね多分、筋肉と力可
複数「はい。大好きです」
M「あんまり、好きじゃない」
M「太る」
A「あるような、ないような」
F「三食」
F「200とか300と力可
複数「ビタミン、タンパク質」
F 「llttFE」
F「1・203全部そうやで」
?
?
?
?
?
Tl「これは、特に大事です。これは、めっちゃ大事で覚え
てほしいです。これは、国の偉い人厚生労働省がこの
3つをひっくるめて3大栄養素と呼びましょうという
ことにしています。それだけ、この3つは大切な栄養
素です。じゃあ、これをいつぱい食べたらいいのかな?」
Tl「どれくらい?」
Tl「なんで?」
Tl「じゃあ、タンパク質つていうのは、なんやろ?F君(無
言)わからない」
Tl「F君タンパク質って何l何に入つている?」
Tl「あ―、最近サプリメントつて、薬から栄養をとりまし
ようというのもありますけど今日は、食事についてや
ります。例えば、野菜だったり、お肉だつたりそうい
う食事から摂りましょうというお話にしたいです。タ
ンパク質は、何に入つていると思いますカマM君ヒン
トは、前のスライドにあります。タンパク質は何に多
く含まれていますカマ」
Tl「そうです力礼 じゃあ、ちょつと確認をしましょう。 (前
のスライドにタンパク質が含まれている絵がのってい
る)タンパク質だけでできているわけではありません
が、多く含まれている食品というのは、2つに分かれ
ます。動物からできているタンパク質と植物からでき
ているタンパク質に分かれますもでは、これは研 」
Tl「そうです。もとは、大豆からできています」
Tl「これは作P」
Tl「これは?」
Tl「どつちも、同じたんぱく質だけど違うものです6豆ば
つかり食べるのもよくないし、肉ばつかり食べるのも
よくないそうです」
Tl「うん。3食豆腐ばらかりはあかんよ力乳 じゃあ、タン
パク質は、主に何をしてくれるんやっけ?体の中で?」
Tl「それでは、確認してみましょう力、 タンパク質つてい
うのは、プリントの④番ですよ。④番の ( )の中に
タンパク質は、体をつくる栄養素」
Tl「そう、からだをつくる栄養素。からだの中で燃えて体
を動かすエネルギーになる栄養素です。じゃあ、みん
な燃えているのかな?ここをばかつと開けてみたら燃
えているのかな (お腹を指す)」
Tl「燃えるつていうのは、表現したら分かりやすいのでそ
うしているんです力、 実際に走ったら体温上がりませ
んカマ」
L「先生、そんなにいっぱい食べていたら太
るで」
L「全部アイス食べたら太るで」
L「分からへんけど太る」
F「スタミナ」
F「タンパク質ってなんかサプメントがある」
M「肉」
M「大豆、豆、豆腐」
L「豚肉、牛肉、卵」
L「牛乳」
M「チーズ、乳製品」
A「そうなんですカマ」
F「血液」
F「しんたいをつくる」
こわい (くちぐちに笑いが起こる)。
C「上がります」
「熱くなるよね。だから、燃えるつていう言い方をした
らわかりやすいですよれ いま、燃えているわつて分
かりやすいですよオ乳 そういう表現をしていますが、
実際にみなさんから火がぼ―つと燃えているわけでは
ありませんよね?走ったら、すごい汗をかきますよれ
体を動かすためには、この脂質つていうのが大事にな
つてきます。ちょっと、注意したのは少量で沢山のエ
ネルギーを発揮する特徴があります。もう一つ、エネ
ルギーになるということで、体温を保つ働きもありま
す。グリー ンランドつて知つていますカマ」
「ここが、日本です。 日本よりぐ―つと上に、この北極
に近いところにグリー ンランドがあります。雪と氷の
世界です。ず―つと凍つています。 (世界地図を広げ
て確認する)日本が、ここにあります。グリー ンラン
ドがここにありますb色が違うの分かりますカマ雪で凍
つているわけです。ここの人は、雪ということは、気
辛昆は?」
「そんな寒いところに住んでいる人は、体温を保つため
に脂質を多くとります。そういうところもあります」
複数「知らない」
(学生が 地球儀を先生に持つていく)
D「寒い」
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